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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　朝、登校したばかりの教室で。

「今日が〝学級新聞コンクール〟!?」

　自分の席に座って鞄カバンの中身を机の中に移し替えていた僕は、思わずクラスメイトに問い返してしまうのです。

「待ってよ！　僕、そんなの聞いてないよ？」

「あー、桜さくらは昨日、学校休んだからな」

〝学級新聞コンクール〟とは、生徒が自分たちだけで街を走り取材を重ね、一日がかりで記事を作り上げるという聖ゲルニカ学園恒例の学校行事。あっけらかんと答えてくれる宮みや本もとは野球部の朝練あけ、消費したエネルギーを銀紙アルミホイルで包んだ大きいおにぎりでもぐもぐ補給しています。

「それに、今週の水曜が学級新聞コンクールだってコトは『かさぶた通信』にも書いてあったでしょ？」

　続いて僕の右みぎ隣どなりの席。まだまだ眠いためか若じやつ干かん不機嫌そうな田た辺なべさんは、まるで僕を出来の悪い弟のようにたしなめてくるのです。思わず鞄の中から『かさぶた通信』──二年Ａ組のありとあらゆる情報が詰め込まれている月イチ必読のお便り──を開き、行事予定を確かめれば、

「すっかり、忘れてた……」

〈たはーっ〉と息をついちゃいます。ばっちり書いてあるよぅ！

「もー、桜くん？」

「だ、だってしかたないでしょ？　誰だれしもウッカリしちゃうコトは──って、は、なッ！　ド、ド……！」

　そんななか突如、机の下から顔を覗のぞかせ、そのまま僕の足伝いに這はい上がってくるのは、

「ドクロちゃんッ!?　ちょっとだめ！　ここは学校だよッ？　どうしてこんなに柔らかいの!?」

　頭の上にわっかをきらり。小学校三年生くらいコンパクトな身長のままに、発育だけは限定解除されている制服姿な天使の少女なのです！

「まぁったく忘れん坊なんだからっ」

　続いて彼女は僕の机の上にお行ぎよう儀ぎ悪く正座の体勢。「めっ」と人差し指を立てるのです。そんな少女を怪け訝げんに見上げ、

「え？　ドクロちゃんは憶おぼえてたの……？」

「うん。昨日桜くんがうわごとで言ってた『えっち・すけっち・わんたっち』における〝わんたっち〟の秘密でしょ？　もう、忘れられないよ……」

「ち、ちがうよ！　なんでそんなに恥じらってるの!?　というか昨日、キミがあまりにも強く『エスカリボルグ』で轢ひッ叩ぱたいたために僕の左脳は行方ゆくえ不明。右脳思考しかできなくて布団ふとんの気持ちよさから逃れられなかった僕へ『看病しちゃうぞっ！』って一いつ緒しよに学校を休んでテレビを見てたドクロちゃんが知るハズないよ！」

「桜さくらくんはヒトのあげあしばっかりとってなんなのっ？　だいたいさっきから『がっきゅうしんぶんがっきゅうしんぶん』ってわけのわかんないことばっかり！　また桜くんしか意味のわからない言葉をボクに言わせて、それを録音して一人で楽しむつもりなんでしょ？　そうはいかないんだからー！」

「待って待ってドクロちゃん僕のネクタイを固結びにしないでよぉヲーッ!!　ち、ちがうよ！　別に〝学級新聞コンクール〟っていうのは、いやらしい意味の言葉じゃありませんッ！　だから離はなしてー!!」

　机の上に立ち上がりつま先立ちでネクタイを持ち上げる天使の少女に僕は説明します。

「学級新聞コンクールっていうのはね、生徒が色々な所を取材して記事を書く、年に一回ある特別授業の一つなんだよ？　さあ、出来上がって廊下に張り出された壁新聞、はたして一位はどのクラスに輝かがやくでしょーかッ!?」

　本当は『が、か、かはぁっ！　学級新聞コンクールっていうのはぁッ──』と、輪を狭せばめるネクタイによって息も絶えだえゼリフなのですが、若じやつ干かんの修正を加えさせていただきました。

「去年は確か、桜の班の記事が『ベストレポート賞』候補になったんだよな」

「ま、まあね！」

　おにぎりを食べ終わった宮みや本もとの言葉に顔を赤くしちゃいます。もうっ！　クラスの中には僕が片かた想おもいしている女の子、静しず希きちゃんだっているのに！　宮本、お手柄だぞっ☆　実は、なにを隠そう去年は僕のクラスが、一年生の部における『学級新聞コンクール最優秀賞』を受賞したのです。しかも【聖ゲルニカ学園の名前の由来】について調べた僕の班の記事は、個別に贈られる『ベストレポート賞』にまでノミネートされました。

　だからこそ、今年の僕の目標は『必ずやベストレポート賞を!!』と、学級新聞コンクールにはナミナミならぬ意気込みを見せていたのに、それを忘れてしまっていたなんてウカツにもほどがあるのです。しかも、

「どうしよう。僕、取材の道具を持ってこなかったよ……」

　そうなのです。今日はまるまる水曜日の授業道具を持ってきていて、学級新聞コンクールの必需品、小型のレポート用紙やカメラなどを忘れてしまって──

「桜くん、これ使って？」

　──その時です！

「し、静希ちゃん……!?」

　なんてラッキーボーイなんでしょう！　目の前に差し出されたのは、片かた想おもいしてる女の子よりのレポート用紙！　ぼ、僕はもう、災い転じて福とナァス！

「いいの？　借りちゃって……」

「うん。私はもう一つあるから」

「どうもありがとう、静しず希きちゃん！」

　ああ、『静希ちゃんから貰もらった物入れ』にまた宝トレジヤーが増えました!!

「じゃあこれも使っていいよ」

「え？」

　僕になにかを押し付けてくる田た辺なべさん。見れば、彼女が持っているのは、

「インスタントカメラ……？」

「家に二台あったから、念のために持ってきてた」

「ありがとう田辺さん！　これなら撮ったものがすぐに見られるよ！」

「桜さくらくん、これ」

　声に振り返れば、黒髪が印象的なクラスメート、

「南みなみさん、どうしたの？」

　彼女は僕へ、折りたたまれてハガキ大になっている紙片を突き出しているのです。

「え、これは……？」

「地図。この街の」

「あ、ありがとう。そうだよね、まだこの街には僕らの知らない場所も……って、あれ？」

　南さんから受け取った街の地図を広げて確認し、顔を上げると、彼女はもう自分の席へと戻ってしまっているのです。僕、独り言だよ？

「お、おはよう、桜……くん」

　そこへ聞こえる、やや細い声。一つ前の席に座った西にし田だが、僕を見上げているのです。

「これ、よかったら」

「サンキュー……って、ん？　これ消しゴム？　ごめん、消しゴムはもう持ってるから──」

　けれど、西田は僕の手のひらにある使いかけ消しゴムを見つめたまま、

「でも一つだけ約束して？　絶対に、その消しゴムのケースを取って、そこに書いてあるコトを見ないって。だって、だって書いてある名前は──（頰ほおを染め顔を背け両腕を後ろに回すも、目線は僕へ向けている西田）」

「わかった。絶対に見ない」

「よし、じゃあ俺おれはこのフランクフルトを──」

「いいよお弁当の食べかけは！　宮みや本もとが全部食べなよ！」

　けれど僕はその時、やり方はそれぞれなクラスメイトの優しさにココロを打たれていたのでした。昨日は丸一日悲惨だったけど、テレビの幸運ランキングも一位だったし、クラスでも素す敵てきな朝が迎えられたし、これならコンクールの取材だってバッチリの予感なのです！

「よかったね桜さくらくんっ！」

　ドクロちゃんもにこにこ、クラス全体が耀かがやいて見えちゃいます。けれど──

「あれ、桜くんどうしたの？」

　──不意に一抹の憂うれいを胸に去来させてしまう僕。そんな少年を、天使の少女は頭の上に『？』を浮かべて覗のぞき込んでくるのです。

「だって、こんなにもみんなが優しくしてくれてるっていうのに、僕は、お返しになにもすることができないだなんて──」

「バカだな桜は!!」

　僕の言葉を遮さえぎったのは水筒のカップから口を離はなした宮みや本もとです。

「え？」

「おまえはいつも、俺おれたちにしてくれてるよ」

「僕が？　なにを……？」

　すると宮本は照れたように目を逸そらし、

「言葉では、言えねえよ」

　見れば、隣となりの席の田た辺なべさんも〈こくこく〉と頷うなずいているのです。

「そう……かな」

「ねえ桜くん。でもみんなにはちゃんとお礼言わなきゃ」

　思わぬココロの震ふるえに言葉を詰まらせる僕の隣、天使の少女は見上げてくるのです。

「うん、そうだね……！　みんなありが──」

「じゃあ、歌お？」

「え？　なに、ドクロちゃん。歌う？　いや、歌いはしないよ!?　ちょ、だ、だめぇ！　ネクタイを逆さ結びにしたら縁えん起ぎがわるいよー!!　いやだよ歌なんか歌わないからね!?」

【─中略─】

　二人は心込めて歌います。タイトルは『おおサバトちゃん』。

　♥ドクロちゃん＆♣桜　く　ん　『♪おおサーバトちゃん　あなーたのっ　お・う・ちはどこーっ？』

　♥ドクロちゃん『♪わたーしの、おうーちは、だんぼーるよー』

　♣桜　く　ん　『♪きれーいな、こうーえんのしげーみなのよ』

　♥ドクロちゃん＆♣桜　く　ん　『♪やーほーっ　ほぅとららら　やっほ　ほぅとぅららら　やっほ　ほぅとぅらーらーらー　やほほっ！』

「席に着け！」

〈すぱーん！〉と僕の頭を叩たたいたのは出しゆつ席せき簿ぼ。いつの間に!?　担任の山やま崎ざき先生が教室に来てるなんて！　しかも既すでに、みんなは整然と着席している。

「今日はこれより、学級新聞コンクールだな」

　スゴスゴと席についた僕を確認し、山やま崎ざき先生は教きよう壇だんに立ち『学級新聞コンクール』についてのプリントを配り始めます。

「九時から十二時までが、取材時間だ。昨日も言った通り、今年のテーマは『郷土を感じて』。この街大好き。各班は昨日決めた取材地に行くんだぞ？」

『はーい（クラスメイト達たち）』

「あ、もう班て決まってるんだ」

　手元に回って来たプリントを確かめれば、



　第六班　班長　　　　　　三み塚つか井いドクロ

　　　　　副班長　　　　　草くさ壁かべ桜さくら

　　　　　ドクロちゃん係　草壁桜



「──って、ちょ、ちょっとまって、これはなに？　第六班は一見すると三人に見えるけど、これ僕とドクロちゃんだけの班だよ!?　しかも僕、副班長とドクロちゃん係を兼任してるしっていうか、ドクロちゃんが班長でッ!?　ねえちょっと、こんなのいつ決めたの!?」

「昨日（田た辺なべさん）」

「ひどいよぅ僕が休んでる間に決めちゃうなんて!!　僕だけにドクロちゃんを押し付けてー！　なにが『言葉では、言えねえよ』だよ！　言えるよ言葉で！　『イケニエ』だよこれは!!」

「みんな優しいね！」

「そりゃドクロちゃんにとってはオールハッピーな展開かもしれないけど……!!」

「なあ、草壁」

「せ、先生ッ」

　落ち着いた声で僕の名前を呼んでくれる山崎先生へと向き直れば、

「確かに桜の言うとおり、クラスのみんなで朝から街を取材し、一日かけて壁新聞を作るなんて、たわいのない事なのかもしれない」

「言ってません僕はそんなコト！」

「しかし、何事も一いつ生しよう懸けん命めいにやる。そういう生徒が、先生は大好きだ！　一位になったら、ラーメンをおごってやるからな！」

『いえーい！（わき上がるクラスメイト達）』

「それでは、散サンッ!!（腕の前に人差し指と中指を立てて印を組み、号令を発する山崎先生）」

「ちょっと先生!!　みんな……！」




　──これは、少年少女達の瞳ひとみが今の日本の姿を捉とらえ、ペン一本で時代を動かしかねない、隠された真実をえぐり出す物語。
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「もうすぐ河か川せん敷しきで消防団の放水訓練始まるぞ！　急げ急げ！（宮みや本もと）」

「移動図書館バスの新ルートで、ここから一番近いのは第二公民館？（穂ほ坂さかさん）」

　左腕にピンク色の腕章を着け、『取材チーム』と化した中学二年生の一団を次々と街に解き放つ校門を一歩またげば、僕にもやる気と勇気と元気が湧わいて来るかと思ったのですが、

「うぅぅぅうううぅぅぅぅうぅぅぅ～～ん……」

　ついて出るのは溜ため息いきばかり。天使の少女の隣となりを歩く僕は、腕を組んだまま首をひねってしまうのです。

　なぜなら只ただ今いまの時刻は午前九時ちょっと過ぎ。取材に使える時間は三時間を切っているというのに、僕とドクロちゃんはまだなにを取材するかも決まってないのです。

「このままじゃ、『ベストレポート賞』なんか……!!」

　両手で頭をかきむしり、地面に膝ひざを突いた、その時、

「桜さくらくん」

　凜りんと、僕のココロの奥底まで届く優しい声音。

「静しず希きちゃん……？」

「取材、頑張ろうね」

　振り向いた僕に微笑ほほえむと、彼女は〈ちらり〉と校門を振り返り、待って貰もらっている班の人達たちと一頭のエゾ鹿しかを確かめ、

「私、桜くんの書いた記事、楽しみにしてる」

「う、うん……！」

　静希ちゃんは「じゃ、またね」とステップターン、スカートをひるがえして所属の第二班に戻っていくのです。

　そして、僕は片かた想おもいしてる女の子の背を見ながら〈はっ〉と我に返ります。『ベストレポート賞』は確かに名誉なコトです。しかし、それがいったいなんだというのでしょう。そもそもジャーナリストとは人々に確かな情報を提供するコト、家で待つあのヒトへ一片の真実を届けるコト、それこそを本ほん懐かいとしなくてはいけないのです。一人でも僕の記事を楽しみにしてくれている少女がいる。理由はそれで十分なハズです！　それを忘れ、ただ名誉だけを求めて行った取材がなんになるというのか！　結果は後からついてくるモノ。ああ、やっぱり静希ちゃんはスゴイです。僕にこんなにも大切なコトを思い出させてくれるなんて……!!

「ねえねえ桜くん！　早く取材に行こうよーっ！」

　道ばたにあるマンホールのフタの模様に隠された暗号を解き、中に封印されているなにかを解放しようとして二秒であきらめた天使の少女が僕の手を引きます。

「まってドクロちゃん。焦あせらないでよく聞いて？　僕らにはジャーナリストとして守らなくちゃいけないコトがあるんだ」

「？」とコクビをかしげて僕を見つめる天使の少女へと、僕は説明するのです。

「いつも僕は言っているよね。ナニゴトも最初が肝心だと。取材とは、決して自分の名誉のタメにとか、そういうヨコシマな考えでしちゃいけないんだ。いいかい？　自分の目で見て耳で聞き、本当にみんなに知らせなくてはならないと思った真実を伝えるのが、僕らのやるべきコトなんだよ？」

「おっけー！」

　手をあげてお返事してくれる少女に頷うなずき、僕は腕を組み、目を閉じて人差し指を眉み間けんに当て、続けます。

「今回のテーマは『郷土を感じて』。これをそれぞれ〝人物〟〝くらし〟〝経済〟〝伝統〟などのジャンルに分けて取材するわけなんだけど、うーん、〝ジャーナリストの勘〟っていうのかな、僕はこの中から──」

　そしてイザ精神を集中、直感に従い結論を導き出そうとした、その時、

「こんにちはー！　ボクは聖ゲルニカ学園二年Ａ組のレポーター、三み塚つか井いドクロです！　少々おたずねしていいですか？」

「ええッ!?」

　とっさに目を開ければ天使の少女は既すでに、通りがかったおばあさんに突とつ撃げき取材を敢行しているのですよ!?

「まってドクロちゃん！　ヒトの話は最後まで!!　まずはなにを取材するか決めてからじゃないと──」

「さっそくですが」

　そして天使の少女は僕に背を向けたまま、「はいはい、なんですか？」と取材を受け入れてくれた品のいいおばあさんに向かって、一枚のボードを見せるのです。

「この写真を見て、どう思いますか？」

　コチラからは見えないそのボードの表側と僕の顔を、交互に見比べたおばあさんは、

「若さって、いいなと思います（顔を赤らめつつ）」

「ちょっとドクロちゃん!?　おばあさんにいったいなにを見せてるの!?　それ、僕にも見せてよー!!」

「ありがとうございました！　それでは次のヒトに聞いてみたいと思いまーす！」

「ちょっとまってー！」

　けれど僕の制止を振り切って、天使の少女はベビーカーを押す若奥様の元へとはせ参じ！

「さっそくですが」

　赤ちゃんと奥さんへと、僕に背を向けたまま一枚のボードを見せるのです。

「この写真を見て、どう思いますか？」

　コチラからは見えないそのボードの表側と僕の顔を、交互に見比べた若奥さんは、

「若さって、怖いなと思います（顔を赤らめつつ）」

「だからなにー!?　そのボードにはなにがッ!?　ちょっと、こっちによこしなさいッ！」

　僕は天使の少女からボードを奪い取り、そこになにが表現されていたのか確かめようとして、でも、やっぱりイザとなったら怖くなっちゃって……。見ないまま二つ折り、通りがかった古紙回収車にジャンプして廃はい棄きするのです。

　しかし、

「続いては、ゲルニカ学園の生徒さんです」

「こ、こんにちは……」

　ドクロちゃんの正面に現れるのはショートカットに縁なしメガネ、制服姿の二年Ｃ組図書委員、

「ち、ちえりちゃん!?　いったい、なんで……！」

　同じく取材のために校外に出ていたトコロを天使に捕獲されてしまった一人の少女。引っ込み思案な文学少女たる彼女に向かい、天使の少女はまたもや僕を背にして一枚のボードを向けるのです。そして、

「この写真を見て、どう思いますか？」

　すると、

「み、宮みや本もとくん……!!」

　みるみるちえりちゃんの顔は真っ赤に。手は口元へ、はわはわとうろたえ、

「……すごく、たくましいと思います」

　うつむき、ポツリと小声で言うのです！

「なに!?　なにがそんなにたくましいの!?（僕）」

「では、ここでさらなるゲスト！　ちえりちゃんのご両親です」

「え、ええッ!?（僕）」

　しかし、無情にも、

「ちえりの父です」

「母です」

「お父さん、お母さん!!（ちえりちゃん）」

「電信柱とポストの陰から、スーツ姿のちえりちゃんのご両親が！（僕）」

「さっそくですが、──この写真を見て、どう思いますか？」

「ちょ、ちょっとドクロちゃん、だめっ！　突然ご両親にそんな写真を見せたらーッ!!」

「ちえり……（ちえりちゃんのお父さん）」

「ちえりさん……！（ちえりちゃんのお母さん）」

　お二人はカミナリに打たれたかの如ごとく硬直したあと、ゆっくりとちえりちゃんを見据え、

「こんど、彼を家に連れてきなさい（お父さん）」

「ちえりさんも、もうそんな歳としなのね……（お母さん）」

「お父さん、お母さん……!!（両親に抱きつくちえりちゃん）」

「取材は、だい……せいこう！」

「ちょっとドクロちゃんなに涙ぐんでいるの!?　ひとつ間違えばきっと大惨事になっていたトコロだと僕は思うよ!?　そもそも大成功しているといえるのこれは！　……え？　じゃあお手本を見せてだって？　よぉし、僕が本当の取材というものをキミに教えてあげる！　え、ええと、すいません、ちえりちゃんのお父さん、お母さん！　あ、ちがうんです、僕は怪しいものじゃありません！　あ、待ってください！　あ、ああ……っ！」




　　　　★




　──街のヒトビトの意識調査を華か麗れいに終えた僕らが、お次にやって来たのは地元駅前のアーケード、『アルカディア商店街』なのです。

「ここは郷土の〝経済〟の中心をになう商店街。きっと僕らが報じるべきなにかがあるはずだよドクロちゃん」

「うんっ！」

　時刻は午前十時を回っています。僕らは先ほど、一いちジャーナリストとして取材方針を決めました。二人はまだまだ新人特派員。つまりは『ネタはとにかく足で稼かせげ！　広い視野から真実は浮かび上がるのだ！』をモットーに、取材は幅広く、臨機応変におこなっていく所存なのです。けっして〝行き当たりばったり〟なんかじゃ、ないんだからっ！

　さて、

　およそ百メートルある通りの両りよう脇わきには、お肉屋さんがあり、和菓子屋さんがあり、喫茶店やコンビニなどなど様々なお店が並んでいて、お買い物中のお客さんでけっこう賑にぎわっています。

　ここでの取材対象は〝地域の経済〟。街の商業の中心である『アルカディア商店街』ならたくさんのお客さん、そしてお店のヒトの生の声とデータが得られるのです。

　さっそく僕とドクロちゃんは『コロッケの売り上げ数』や『ホチキスの針の売れ行き』などを取材しちゃいます。順調に店てん舗ぽを回りそこそこの成果を上げた後、天使の少女は取材メモに落としていた視線を、にこにこと僕に上げ、

「これだけいろいろ集まれば、きっといいモノがかけるね桜さくらくん！」

「よーし、じゃあ次はどこのお店に──あ、そうだ」

　僕は鞄カバンから、田た辺なべさんから借りたインスタントカメラを取り出します。

「これも役立てなくちゃ」

　そして僕がなにげなく、カメラのファインダーを覗のぞき込んだ時です。

「桜さくらさん、おねえさま」

　四角く区切られた僕の視界の中に現れたのは、

『ザクロちゃん！』

　僕とドクロちゃんはハモります。そこにいたのはスラリと高い背を純白の軍服で包んだドクロちゃんのいもうと天使なのです。僕は彼女に逢あえたコトがなんだか嬉うれしくなってしまい、

「偶然だね、こんな所で！」

「はい、今日は少しだけ早めにお買い物に。お二人とも学校はどうされたのですか？　このような時間に」

　片手に買い物籠かごを持ったザクロちゃんは春の女神のように微笑ほほえみ、顔の左半面を覆おおうベルトに手をあてて僕らの前までやってくるのです。

「あのね、今日は学級新聞をつくるために、街で取材しているんだよ？　ほらっ」

　お姉さんであるドクロちゃんから取材メモを見せられたザクロちゃんは、

「いつも前を通っていたお蕎そ麦ば屋やさんで、一番売れているメニューがカツカレーとは驚おどろきです。完成したら是非とも見せてくださいね」

「もちろーん！」

　ドクロちゃんがどこに出しても恥ずかしくないりっぱな胸を張って答えたその瞬しゆん間かん、

「すいません、少しだけレポートさせてもらっていいですか!?」

　突如、僕を押しのけ、ザクロちゃんを囲む軍団ありき！

「僕達たちは（佐さ々さ木き）」「聖ゲルニカ学園！（梅うめ沢ざわ）」「二年Ａ組の者です（佐々木＆梅沢）」「ウキー！　ウキー！（ニホン猿の松まつ永なが君）」

「お、お前ら……!!」

　なんと、二年Ａ組、男子の佐々木、梅沢、松永君、ちょっと遅れて西にし田だの班なのです!!

「実は俺おれたち、商店街の人達の、今晩のお夕飯を聞いて回っているんです！（佐々木）」

「この結果と老人ホームで聞いた子供の頃ころのお夕飯データを元に、今と昔の食文化の違いを調査するんです（梅沢）」

　そのテーマ、なかなかやります。僕らもウカウカしていられませんよ……!?

「ザクロさんは、今晩のお夕飯は、なににする予定ですか？（佐々木）」

「今日は、桜さんの好きなハンバーグにしようと思っています」

「ザクロさんは、草くさ壁かべ桜くんと同じ家に、住んでいるんですよね!?（梅沢）」

「も、もっと質問して、いいですか……？（前に出て来る西田）」

「はい、わたくしに答えられるコトでしたら」

「ちょ、ちょっとまってザクロちゃん!!」

　このままではザクロちゃんが思春期真っ盛りの男子達たちが放つきわどい質問の餌え食じきに……!!　素直で優しいザクロちゃんはきっと「水色です」とか答えちゃうに違いない！

「あの、桜さくらくんて休日は家でどんなコトしてるんですか？（西にし田だ）」

「最初は机に向かって宿題をしているようなのですが、いつも途中でおねえさまに連れられて夕方までどこかで遊んでいるようです（ザクロちゃん）」

「え……？（僕）」

「桜くんて、普ふ段だんどんな格好で寝てるんですか？（西田）」

「季節によって違いますが、コットン一〇〇％のパジャマです（ザクロちゃん）」

「桜くんて、どんな下着をはいてるんですか？（西田）」

「最近はブリーフよりトランクスタイプを好んでいるようです（頰ほおを染めつつ）」

「桜くんて、どんなタイプの子が好きとかって、わかりますか……？（西田）」

「そうですね……。優しくて、凜りんとしたタイプが好みのようです（少しだけ残念そうに）」

「ちょっと待って！　さっきから、なにを聞いてるの西田!?　どうして僕のコトばっかり!?

それは記事とは関係ないじゃん！　なんでそんなコト聞いてるの!?」

「ぼく、ハンバーグ、美お味いしく作れるように練習するね……？（頰を染める西田）」
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「別にいいよそんなコトしなくても！　なんなの西田は？　ドクロちゃんも黙だまってないでなんとか言──って、あれ……？」

「おねえさまなら、あそこに」

「ああッ！　ドクロちゃん、なにインスタントカメラで『久く良ら木き屋や酒店』のマスコット犬、ライルこと臓ぞう物もつ丸まるを撮ってるの!?　なんでこんなアングルでフィルムを全部使っちゃうのさー……!!」




　　　　★




「取材ってむずかしいね、桜さくらくん」

　とあるお寺の境けい内だい。時刻は十一時を回っています。僕とドクロちゃんは通りがかった、緑の多い敷しき地ちに入って、石段に座ってひと休みしていました。

「そりゃもちろん、取材というのは一ひと筋すじ縄なわではいかないものだよドクロちゃん。でもここからが正念場、へこたれてなんかいられないよ。まあ確かに、ちょっとは疲れたけど……」

　すると、ひしゃくでくんだ水で手とか口とかを清める四角い石の大おお瓶がめでぱしゃぱしゃと遊んでいた罰ばち当あたりな天使の少女は、両手をぴしょぴしょしながら僕に駆け寄ってきて、

「桜くん、ガンバ！」

「ガンバ!?　え、い、いや、もちろん頑張るけど……って、ドクロちゃん？　なんで僕の制服で手を拭ふいているの？　違うよ、キミがカメラのフィルムを全部使っちゃったから、僕の疲労も人一倍なんだよ？　まったく、臓物丸のおしりばかり……」

　僕が、それでもなにかに使えないかと写真の分類整理を開始した、その時でした。




『そういうコトならミィにお任せザンスよ桜くーんッ！』




　突如〈ザバーッ！〉とひしゃくでくんだ水で手とか口とかを清める四角い石の大瓶の中から頭上で腕をクロスしたポーズで出現したのは、ぴっちりとした黒いウェットスーツにシュノーケル。濡ぬれてもそそり立ってるショッキングピンクのモヒカンにエンジェルリングを貫通させた天使、ザンスです！

「へ、変態が変なトコロから現れたー！　うへぇ、さっきそこの水に、お口つけちゃったよぅ」

「ユゥはジョークがお上手ザンスね！」

　ザンスはそんなコトを言いつつ、石畳に脚ひれを〈ぴたーんぴたーん〉させながら僕に近づき、

「あの石の水すい槽そうの中からミィは全すべてを聞いていたザンスよ!?　ユゥ達たちはクラスで作る新聞の取材をしているんザンスね？　そして、カメラのフィルムがもう無くて困っていると!!　それならば、ミィのマイキャメラで──あ、ぁあッ！　なにするザンスか桜さくらくん！　ユゥはなんでミィを布団ふとん圧縮袋に入れて掃除機で吸うンザンスか!?　や、やめぇぇ！〈しゅごごー〉」

　僕はきっとロクなコトをしないザンスを真空パックし、それが動かなくなったのを確認します。

「ねぇ桜くん、向こうの方から楽しそうな声が聞こえるよ？」

「え？」

「さっそく取材しなきゃ！」

　背後のドクロちゃんへと振り向けば、すでに彼女は、

「こっちこっちー！」

　くりくり声ヴオイスを響ひびかせて、僕を手招きしているのです。しかたなく彼女の元へと走り、木立の向こうを見れば、

「ここは──」

　広いお庭には運動服姿のちびっ子が走り回り、にこやかなお姉さんやお兄さんがみんなを見守っているのです。門もん扉ぴには『ラーマヤーナ幼稚園』と銘が刻んであって──

「桜くん、あれ！」

　ドクロちゃんが指さすのはお庭の一隅。そこに、

「南みなみさん……？」

　クラスメイトの姿があるのです。

「って、既すでにドクロちゃん、柵さくを越えて中に入ってるし……！　待ってよドクロちゃーん！」

　小さな園庭を進めば、ちびっ子達たちは「わあわあ」と僕と天使の少女の元へ好奇心いっぱいに近寄ってきます。

　しかたないので、ちびっ子達と一いつ緒しよに南さんのいるあずまやのような場所にいくと、

「来たの」

　腰までの黒髪を揺らし、いつもの如ごとく喜き怒ど哀あい楽らくを読ませない表情クールフエイスな南さんはコチラへと顔を上げます。

「う、うん」

　僕、別に悪いコトしてないのに、なんで罪悪感……？

　そんな僕の脇わきから現れるのは、さっそくどこからか一人の園児を抱っこしてきた天使の少女。彼女の胸に抱かれたあどけない男の子と目があって、僕は思わず笑みをこぼします。子供って、ホントにいいものです。だって、こんなにもドクロちゃんの天使の恩恵な部分に密着しているのに罪に問われないからです。僕だって、無邪気さだったら負けていないのに。……まてよ？　だったら、もしかして僕も──！




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




「ねえねえ、南みなみさんはなにを取材してるの？」

　ドクロちゃんのその問いに、僕も南さんへと視線を向けます。

「『将来、なりたい職業』」

「なるほど、郷土の未来はこの子達たちに託されているものね！　どんな結果になってる？」

　彼女は僕に向かって、幼稚園児に聞いた『将来なりたい職業』をまとめたノートを見せてくれます。

「今のところ、一位がお医者さん、二位が弁護士。それがだめならフリーター」

「夢があるのだか、ないのだか……」

　そんなやり取りの間も、彼女になついたと思われるちびっ子がひっきりなしに周囲から南さんの手をひっぱったり揺らしたり。黒髪のクラスメイトはしゃがんで、丁てい寧ねいに園児の頭を撫なでています。

「南さん、すごいなつかれてるね。子供が好きなの？」

「桜さくらくんほどでは、無いけど」

「いや、僕だってそんなに好きってわけじゃ……」

「あ、桜くんじゃない」

　声のした方向に顔を向ければ、両手で園児と手を繫つないだ田た辺なべさんがやって来るのが見えます。そして、

「ついでだから聞こうかな。桜くんて将来なりたい──って、あ、ごめん、そうだよね……」

「え、なに、なにがそうなの……？」

「未来の罪って、今裁けないのかしら（南さん）」

「さ、裁けないよ!?　時系列を無視して人を裁くのは決して良くない！」

「でも、いけないコトなのよ？（田辺さん）」

「知ってるよ!?」

「ねえねえお兄ちゃん」

　その時、僕の制服のズボンをひっぱる男の子園児が一人。

「お兄ちゃんのしてる、『ひとりこうかんにっき』ってなあに？」

「どこでそれをッ!?（園児の両肩を摑つかみつつ）」

「あっち」

　見れば、ドクロちゃんはちびっ子を集めて紙芝居を朗読していて、

『こうして、桜くんは一日でノート一冊を埋めてしまいましたとさ。めでたし、めでたし……（園児達から拍手を受けつつ、ゆっくりと瞳ひとみを閉じるドクロちゃん）』

「ちょっとドクロちゃん！　『花咲じいさん』の紙芝居ででたらめな物語を語って聞かせたらだめだよ!?　ちゃんと取材をしようよ！」

　園児を迂う回かいし、いけないドクロちゃんをよい子達たちから引き離はなす僕！

「えー？　だってこれもきちんとした取材だよ？　『よんこま漫画』の」

「は？」

　追いつけぬ理解。しかし、事実は衝しよう撃げきとなって僕を貫きます。

「ちょ、ちょっと待って？　今、なんて!?　『四コマ漫画』!?」

「だからボクは、おもしろい『よんこま漫画』を作るために、こうしてがんばってるの？」

「知らないよそれは!?　それよりも僕は初耳情報ばかりで頭が置いてけぼり！　まずは、ネタの事実確認──って、ああ……ッ！　ほ、本当だ！　プリントにも、ちゃんと書いてある。僕達の班は『四コマ漫画』だって!!　なんで早く言ってくれなかったのドクロちゃん!?　僕らが作るべきなのは『記事』じゃないよ!?　じゃあ、今までの、これまでやってきた僕らの取材は……──ッ!?」
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「──これで、かんせー！」

「お、おつかれドクロちゃん……！」

　──第六班の担当が『四コマ漫画』だと判明し、がっくりとしょげかえってしまった僕。無理もありません。だってあんなに『いい記事を書こう！』と頑張って取材していたのに、いざとなったら『記事』ですらなかったなんて……。──けれど、これだけは憶おぼえておいてください。いつまでも落胆ばかりしていないのが僕、草くさ壁かべ桜さくらだというコトを。なぜなら『学級新聞』とはクラスが一丸とならなければ完成しないモノ。たとえ『四コマ漫画』だとて、気を抜くのは我の流りゆう儀ぎに反するのです（ね、静しず希きちゃん？）。それ故ゆえ、立ち直った後の僕がスゴかった。幼稚園に別れを告げてからも、様々な場所に取材を敢行。終了時刻ぎりぎりに学校に舞い戻り、おいしい給食タイム。そして昼休みを経て到来した五時間目をまるまるいっぱい使いキり、〈原作／草壁桜・作画／三み塚つか井いドクロ〉による『郷土』をテーマにした四コマ漫画を、ついにこうして描き上げたのです。

　精一杯頑張りました。設定が安直だとか、お人形がなんだか僕に似て妙にリアルだとか色々な問題を抱えてはいますが、完成は完成なのです。もう後戻りはできない。

「とりあえず、この『四コマ漫画』を編集長の松まつ永なが君に渡せば校了だよ？」

「わかった。ボク、出してくるー！」

　喜び勇んで、制服を着たニホン猿の松永君の元に走る天使の少女。

「やれやれ……」




　そして、話は──




　　　　★




　──二日後の放課後に飛んじゃいました！




「はやくはやく桜くんっ！　みんなのもできてるよ？」

　舞台は二年Ａ組の廊下。クラスメイト達たちが見上げる壁に張り出された我らの新聞『Ⅱ－Ａタイムズ』は、いまや全すべての記事ピースが一面に組み込まれ、

「今はヘルシー食品の代表格なのに、昔はしかたなく『麦ご飯』だったんだね。いいところに目をつけたね佐さ々さ木きくん（田た辺なべさん）」「みんなの夢が叶かなったら、この街は医者と弁護士とフリーターで溢あふれかえるな（佐々木）」「移動図書館バスの最高速度がスゴイ事に！（一いち条じようさん）」「放水訓練中に本物の火事が!?（梅うめ沢ざわ）」「ワンワン！（シバ犬の吉よし田だ）」「ああ、ボヤだったけどな。おかげで消防車に乗れたぜ（宮みや本もと）」

　などなど、完成と個々の記事への感嘆どよめきに包まれています。もちろん天使の少女も、「ぅわぁ～……」と出来上がった新聞に瞳ひとみをキラキラさせています。まさに今彼女は郷土をびんびんに感じているのです。もちろん僕らの四コマ漫画だって──

「まあまあね（四コマ漫画に目を通し、二秒後に瞬まばたきした南みなみさん）」

　大・好・評ッ！　だって僕頑張ったし……！

　──さて、各クラスの廊下に張り出されているトコロの、これら方眼紙一枚分な壁新聞。この中から『学級新聞コンクール』のクライマックス、学年一位〝最優秀賞〟を決めるわけなのですが、その審査員をつとめますのは代表三人の先生方となっています。時間的にはもうそろそろ僕らのクラスにもやってくるハズなのですが……

「ね、桜さくらくん」

　自分のクラスの壁新聞を読み終わり『これはいいところまで行くぞ……!?』と、胸を高鳴らせていた僕の腕をひっぱったのは天使の少女、ドクロちゃん。

「こっちの方も見て？」

　彼女が視線を導く先。『Ⅱ－Ａタイムズ』のすぐ右みぎ隣どなりには、

「へ……？　なに、これ」

　もう一枚の壁新聞。ほぼ同じ体裁のそれには、

「『号外　桜通信』……？」

　と、銘打ってあって。

「──……はっ!?」

　広がる各記事になにげなく目を通した僕は愕ガク然ゼンを通り越し、

「こ、これ、この記事は!?　記事だけじゃない、写真も……!!　全部、僕？　僕のコトしか書いてないッ!?　なんなのこの『号外　桜通信』ってー!!」

「えへっ、驚おどろいた？　桜くん」

　右手に少女の手のひらの感触。天使のドクロちゃんは、僕の腕を胸の前で握りしめ、

「え、ドクロちゃん？　いや、お、驚いたっていうか──」

「あのね、ボク、ずっと桜くんと街を取材して、気づいたの……」

「気づいたって、なにを？」

「ボクが自分の目で見て、耳で聞いた、みんなに伝えたい一番のコト、それは桜くんだったの」

「え、ええッ？　僕を!?」

「俺おれ達たちも、最初ドクロちゃんにそう言われた時は、なんのコトだと思ったんだよ」

「み、宮みや本もと？」

「だけど、俺達も気づいたんだ。桜くらい、郷土を愛してるやつはいないってな」

「……は？」

「この街はお前の愛で溢あふれている（佐さ々さ木き）」

「つまり、郷土を語る上で桜を避さけて通るコトはできないというわけさ（梅うめ沢ざわ）」

「他ほかでもないドクロちゃんの頼たのみだったしね（田た辺なべさん）」

「ボク、桜さくらくんに恩返しがしたかったの。桜くんのおかげで、ボクはここにいられるんだし。そんな優しい桜くんを、みんなに知ってもらおうって」

　──ともすれば、いとも簡単に日常へと埋もれてしまう感謝のココロ。天使の少女の、あまりにも唐突な恩返し──

「……ありがとう、ありがとうドクロちゃん！　キミが、僕のコトをそんな風に考えていてくれただなんて、感激だよ！　やり方は、いつも通り不器用だけれども、嬉うれしい……。だってドクロちゃんはいつも僕を困らせてばっかりだから、ひょっとしたら僕のコト、あんまり好きじゃないのかと思う日だってあった。けど、けど──」

　思わず誰だれもいない方向を向いて、目頭を拭ぬぐってから、

「──『桜通信』はちょっと恥ずかしいよドクロちゃんっ」

　照れ隠し、思わず『桜通信』の部分を手で覆おおっちゃいます。

「てへへ。ごめんね桜くん。ほら、さっそく『記事』の方も見てみて？」

「まったく、しかたないなぁ」

　そして、光り輝かがやくような新聞の一番上にあった記事に目を通せば、

「……あ、あの、この記事を書いたのって？」

　僕の頭の中は一いつ瞬しゆんでまっ白になり申した。

「ぼく、だけど……」

　隣となりに歩みよってくるのは、ナニユエか緊きん張ちようぎみの西にし田だ！

「ねえ西田、なんでここにはザクロちゃんから聞いた僕のコトがそのまま書いてあるのかな……？　僕がどんなパンツはいてるかなんて、どうでもいいじゃんッ!?」

「だって、抑えきれないよ、この想おもい……」

「頼たのむから抑えつけておいてよその想い!!」

「それに、ほら──」

　僕はそのまま西田がゆび指す、紙面の真ん中あたりに掲載されている記事に目を通します。

「なになに？　『【タブーへの挑戦】未来においては、全すべての女性は可か憐れんで、幼い容姿──願わくば十二歳──のままである事が求められる。これは断じて非難されるべきコトではない。ガリレオ＝ガリレイの主張と同じく、彼は一人、無理解な周囲と戦っている。あきらめる事を知らない草くさ壁かべ桜の孤独な挑戦はこれからも続くだろう──』って、一見カッコイイこの記事は──！」

　思わず目と目があったクラスメイト。ストレートの長い黒髪の彼女は、

「南みなみさん!?」

「どうしたの？」

「どうしたもこしたもなくない!?　これはなに!?」

「桜くんの夢」

「みてないよこんな夢！　僕はこんなコトはしないって、ずっと主張し続けてるのに、キミのココロへはいつそれが届くの!?　ちょっとドクロちゃん？　これ、本当に僕への──、え？　次の記事？　それを見れば、僕の真実の姿が、みんなに知ってもらえるって？」

　僕は天使の少女が示す、一番下の記事へと視線を向けます。

「なになに？　『草くさ壁かべ桜さくらは週一回、もし、銀行強盗にあった時にみんなを助けられるように、自ら両手を後ろに縛しばり、苦しみながらも縄なわ抜ぬけの練習を欠かさない』
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「してないよこんな倒とう錯さく的てきな訓練は！　しかも小さい！　『※画像はハメコミ合成で作成したイメージです』っていう但ただし書きが小さすぎる!!　ちょっともう変なコトでっちあげないでよ！　だれ!?　こんなコトを記事にするヒトは！」

「桜くんは、そこまでしてぼくのコトを……（西にし田だ）」

「こんなコト、普通は考えないよ……（田た辺なべさん）」

「おまえってやつは！（佐さ々さ木き）」

「意に反して友情度だけは上がっていく……！（僕）」

　天使の少女が廊下に膝ひざをついてしまった僕の肩に、〈ぽん〉と手を置いてくれます。

「ね？」

「『ね？』じゃないよ!?　これは本当の僕じゃないのに、みんなが僕を憧あこがれのマナザシで見つめてくるよ!?　僕、この期待に応こたえられるか超不安だよ……!!」

「だいじょうぶ、ほら、あれを見て？」

　そう言って、天使の少女は『号外　桜通信』に掲載された、僕達の描いた四コマ漫画を指さすのです。

「え？」
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「ちょ、ちょっと待って！　セリフが全部変わってる!!　しかもなんか夢オチになってる上に、最後おねえさんはお人形のコトを『桜さくらくん』て呼んでるよ!!　これのなにが大だい丈じよう夫ぶなの!?」

「桜くんの新しい一面だね（隣となりにやってきてにっこり微笑ほほえむ静しず希きちゃん）」

「静希ちゃんにはこれがむしろ好感触ッ!?」

「なるほど、力作じゃないか」

「山やま崎ざき先生！」

　背後を振り返れば、審査委員である先生方もそのすぐ後ろに来ています!!

「一人の生徒の視点を通じて、郷土を浮き彫りにする。こういう視点は、斬ざん新しんですな（社会担当諸もろ岡おか先生）」

「アイデアの勝利という所ですか（権ごん藤どう先生）」

「ち、違います！　生徒指導担当であり今回の『学級新聞コンクール』審査委員長である権藤先生！　そういう視点というか、これは……!!」

「じゃあ、〝最優秀賞〟は、『号外　桜さくら通信』（権藤先生）」

『やったー！（沸き立つクラスのみんな）』
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「そんなあっさり!?　いいんですか審査はそれで！　というかこれ、優勝した新聞は昇降口の一番目立つ掲示板に貼はられるんでしたよね？　ということは、この歪ゆがんだ僕が映し出された『号外　桜通信』が全校生徒の目の届くトコロに!?　ドクロちゃんちょっと、キミはナニを喜んで……!!　だめだよ？　そ、そんなの絶対、だめなんだから──……ッ!!」
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[image: 第二話]
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　快晴の土曜日、時刻は午前十時三十分。ちゅんちゅん。

　太陽はうららかな陽ひ射ざしでもって、憩いこいの広場『アバランチ公園』を暖めます。

　子供達たちは遊具のまわりでハシャギあい、付き添いのお母さん達は輪になっておしゃべり。ベンチでは犬を連れたおじいさんがひなたぼっこで、その前をジョギング中のお姉さんが走り過ぎていき……。

　そんな、今日もいたって平和な光景が繰くり広げられる公園の片隅に、

　大樹から降り注ぐ木こ洩もれ日のモザイクの中、

　天使の少女が住まうオールダンボール化生活、『サバトちゃんハウス』は、ありました。




　しぃー……、お静かに。物音を立てたら気づかれてしまいますよ？




　ここから、よーく耳を澄すませてみてください。

『サバトちゃんハウス』の中から、なにやら男の子と女の子の話し声が聞こえてはきませんか？

　それでは、今日はちょっとだけ、このダンボールハウスの中を覗のぞいてみるコトにしましょう。




　──これは、貧しさにも世間にも負けないで生きる天使、サバトちゃんの物語。
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「はぅぅ、直りそうですかぁ……？」

　どきどき、どきどき──

「うん。これで、大だい丈じよう夫ぶ──な、はず！」

　手に持っていたペンチを〈くるり〉、しゃがんだままの草くさ壁かべ桜さくらくんがこちらを振り向きます。

「じゃあサバトちゃん、さっそく試してみよう！」

　ダンボールハウスの中に響ひびく優しい少年の声。彼女の小さな胸ハートは彼とこんなに接近、しかも狭い室内で二人っきりというシチュエーションに〈どきどき〉と高鳴ってしまうのです。なので、

「──って、どうしたの？　サバトちゃん」

　聖ゲルニカ学園のワインレッドな制服に身を包み、正座をしたまま身を乗り出し、〈ぽぅっ〉と彼の一挙手一投足に見とれていた彼女は慌てて、

「な、なんでもないですぅ！」

　お返事するのです。

　二人は狭い出入り口をくぐり、靴を履はいて外に出ました。

　──紆う余よ曲きよく折せつを経た今、サバトちゃんが住んでいる家は昔ながらの純一戸建て、つまり、ただの大きなダンボールの立方体に戻っていました。シンプルだけど、これも桜くんが作ってくれたとっても住みやすいお家。彼女はこの家が大好きです。

「いくよ？」

「は、はいですぅ！」

　桜くんが、家の中から伸びているビニールチューブにつなげられたレバーを握ると、

〈ぱしゅんっ！〉

　青い空に向かって高く高く、樹上に設置されたペットボトルロケットが舞い上がります。

「はぅぅ……」

　制服姿の天使は瞳ひとみを輝かがやかせました。サバトちゃんには、ロケットから噴出していく水道水が、太陽を弾はじいて虹にじを作り出したように見えたのです。

「綺き麗れい、なんですぅ……」




　────この物語は昨日の夕方、サバトちゃんの勇気からはじまりました。

「あ、あのぅ、桜くん……？」

　下校途中、小さな声で名前を呼ばれた少年が背後を振り向けば、視界に入ってくるのはクリーム色の髪の毛にくるくる羊ツノ。そこにいたのは金色の瞳ひとみの下に紫色のクマをつくった天使の少女サバトちゃんなのです。

「あれ？　どうしたのサバトちゃん」と制服姿の桜さくらくん。

　電信柱の陰で待ち伏せしていた少女は、おずおずと言葉を紡つむぎます。

「サバトの家のペットボトルロケットが、調子悪いんですぅ……」

〝サバトの家のペットボトルロケット〟とは、なにも彼女が〝理科の実験マニア〟というわけではなく、〝飲むと強くなる薬を、圧縮空気を利用したロケットに飛び乗って取りに行こうとしている〟わけでもなく。公園のダンボールの中に眠るサバトちゃんをナニユエか敵視し、夜明けと共に戦いを挑んでくる獣ケダモノ──その羽ばたきは生きとし生けるモノを根絶やしにし、その禍まが々まがしい鳴き声は生きとし生けるモノを根絶やしにし、その暗黒の瞳は生きとし生けるモノを根絶やしにするという──〝カラスの群れ〟（真名『闇黒のダークネス双翼・フエザー・カァカァラス』）と闘たたかうための秘密兵器のコトなのです。

　この地対空ロケット兵器は、彼女の安らかな眠り＆ささやかな食料を守る、言わば『サバトちゃんハウス』防衛の要かなめ。なくてはならない生活必需品です。

　自分の目の前に立っている中学二年生男子は、そのコトをとてもよく知ってくれています。なにしろ、このペットボトルロケットを家に取り付けたのは、なにを隠そう草くさ壁かべ桜くんそのヒトなのですから。




　そして迎えた今日という日、

「よかったねサバトちゃん。これだけ威力があれば、大抵のカラスは追っ払えるよ？　今日から安心して眠れるね」

　もちろん桜くんは、朝早くから装置を直しに訪れてくれました。

「あ、ありがとうなんですぅ、桜くん！」

「どういたしまして」

　桜くんはにっこり笑って、持ってきた道具の後片付けを始めました。

「（はぅ……）」

　どうしましょう。このままだと、用事を済ませた彼はお家に帰ってしまうのです。サバトちゃんは両手に握りこぶし、勇気を振り絞りました。

「あ、あのっ！　桜くん……！」

「ん？　なぁにサバトちゃん？」

　桜くんはコチラを振り向いてくれます。

「ぁ、ぁの、えぇと、そのぉ……」

〈どきどき、どきどき……！〉少女は自分の暴れ胸ハートに激しくロデオされていました。けれど振り回されながらも、

「きょ、今日はこれから、なにか予定はあるんですぅ？」

　言いました。

「今日これから？」

「は、はぃ……」

　頷うなずいたままうつむく顔が、すっごく熱くて、

　サバトちゃんは今すぐこの場から逃げ出したくなりました。でも、その衝しよう動どうをぐっと我が慢まんします。だって昨日の夜、なんども一人で練習したのです。彼女は〈ちらり〉と桜さくらくんをうかがいます。

「んー……」

　暇であれぇ！　暇であれぇっ!!　ココロの中、天使は祈り──

「……特に用事は、ないかな」

　よっしゃ───。

「な、なにサバトちゃん、その挙動不審な目の動きは……」

「サバト、こういうモノを持っているんですぅっ！」

　少女はポケットから、二枚の紙きれをつかみだし、桜くんへと差し出しました。

「これって、『映画のご招待券』……？」

　受け取った彼は、紙片を裏返したり、光に透かしたり。

「は、はいなんですぅ。サバトはいつも、桜くんにお世話になりっぱなしで、今日もわざわざ来てくれて、そ、そのぉ、お礼というわけじゃ、無いんですがぁ、も、もし、よろしければサバトと、一いつ緒しよにぃぃ……」

「ねぇ、サバトちゃん……？」

「は、はぅ！　やっぱりだめなんですよね？　サバトなんかとぉ……」

「いや、そうじゃなくて──」

「いいんですぅっ！　その券も本当は酒屋さんのお手伝いをした時にもらったモノですし、それに、サバトが一人で二回観みに行けば、それでぇ……」

「サバトちゃん、聞いて？」

「は、はぅ？」

　天使の女の子は桜くんが広げたチケット、その指し示された部分に視線を注ぎます。

「このご招待券、昨日で期限が切れちゃってる、んだけど……」




　　　　★




「ほら、もう泣かないで？　サバトちゃん」

　しくしくと涙をこぼす天使の少女が座るベンチ。その隣となりに腰かけた桜さくらくんは彼女にハンカチを差し出します。

「で、でもぉ、サバトは、桜くんに、お礼も、できなくて、桜くんとぉ──」

　それを受け取って目頭を押さえる彼女は、けれど悲しさと切なさで〈ひっくひっく〉横おう隔かく膜まくが変な風に痙けい攣れんしてしまい、さっきから言葉になりません。〈ぽつりぽつり〉と、ぬぐいきれなかった涙は、白いブラウスの胸元にシミを作ります。

「ほらサバトちゃん、そんなに泣いたら──」

「はぅーっ」

　それに気づいた彼女は慌ててハンカチでブラウスをこするのです。

　そして少年は、サバトちゃんが落ち着いたのを見計らい、

「大事に着てるんだね、その制服」

「は、はぃ……」

　彼女の胸元、それから聖ゲルニカ学園指定、ブレザータイプの上着とスカートを見て、桜くんは気がつきました。少女の制服には所々、破けたり穴が開いてしまった場所があるのですが、そこがキチンと糸で縫ほう製せいしてあるのです。

　サバトちゃんは、両手の指で制服の袖そでを〈きゅっ〉とつかみ、

「これは、大切なんですぅ。サバトがいつか、学校に通えるように……」

　それからちょっとだけすり切れてる制服のスカートをつまみます。そしてふと、なにかを思い出したように桜くんを見上げ、

「そういえば、なんでドクロちゃんは、学校に行けてるんですぅ……？」

　彼女は唐突に質問をぶつけました。

「え？　ドクロちゃんが……？　なんでって、いや、なんでなんだろう──」

　桜くんは困りました。そんな急に聞かれても、少年的には『こっちが知りたいよ！』的な質問なのです。

「実はサバトも、何度かこっそり、ドクロちゃんみたいに学校に行ったコト、あるんですぅ」

「そ、そうなの？」

「でも、いつもいつも途中で見つかって、変な先生にお外に連れて行かれて……」

　桜くんは思い出します。彼女と初めて逢あったのは確か学校の廊下。それ以降も何度か、例えばクリスマス会をした時には教室の掃除ロッカーの中に隠れていたりなんてコトも、あった気がするのです。

　そういえば──桜くんは思いました──みんなが学校に行っている時間には、サバトちゃんはいつも一人ぼっち。いつもこうして公園などをウロウロしてるしかなくて、自分達たちとは休みの日にしか……

「そうだ！　ねえ、サバトちゃん？」

「はぅ？　なんですか桜さくらくん」

「僕にいい考えがある」







[image: ]

「それでは──」

　聖ゲルニカ学園、二年Ａ組の教室。

　教きよう壇だんに立って黒板を背に、〝黒縁だてメガネ〟をかけた制服姿の桜くんは、

「サバトさん」

　一人の生徒を、指名するのです。

「は、はぃですぅ！」

「〝鳥類〟と〝ほ乳類〟の子育ての違いを、あげてみてください」

　立ち上がった彼女の机に広げられているのは『生物』の教科書。

　今は桜くんの得意な〝生物の時間〟。

　そうなのです。ごらんの通り、桜くんは学校に憧あこがれを持つサバトちゃんに、『授業』を体験させてあげることにしたのです。

　それに『生物の授業』は有害無害、その他様々な生き物について知ることができ、まさしく今のサバトちゃんにぴったりな教科なのです。

　起立したサバトちゃんは、カラダを〈もじもじ〉させながら、

「えぇっとぉ、鳥さんは、卵を産んだあと、それをあっためて、赤ちゃんにエサを食べさせて、育てるんですぅ。あとぉ、猫さんは自分で仔こ猫ねこを産んで、お乳を飲ませながら、育てるんですぅ」

「その通りですね。ほ乳類の場合は──」と、桜さくらくんは黒板に振り返るのですが、しかし、サバトちゃんは、なおも頰ほおを赤らめたまま、

「先生ぇ、質問なんですぅ。天使は、赤ちゃんを産んだら、どうなるんですぅ？」

「え？　天使って、赤ちゃんを産むの……？」

「だってサバトには、お母さんがいるですよぅ？」

　桜くんは、和喪服に身を包み猛牛のツノを持つサバトちゃんのお母さんである、バベルちゃんを思いだし、

「──きっと、お乳を飲ませて、育てるんだと、おもいますよ……？」

「お、お乳を……？　は、はぅぅぅ～」

　そこで、桜くんは〈ぴたり〉と動きを止め、

「どう？　サバトちゃん。授業の雰ふん囲い気きは」

　黒縁だてメガネをおでこに上げて、サバトちゃんに尋ねました。

「は、はい、とってもドキドキするんですぅ！　いつも桜くんが受けてる『授業』も、こういうカンジなんですかぁ？」

「まあ、だいたいこんなかな」

　教室の中央前寄り。いつもはドクロちゃんが座っている席についたサバトちゃんは、「はぅっ」ときょろきょろ、三十六個、無人の机を見まわします。

「ついにサバトは憧あこがれの学校生活、青春のど真ん中にいるんですぅ!?　ぁあっ！　後ろの壁になんか色々張ってあるんですよぅ？　『将来なりたいもの』って書いてあるんですぅ。桜くんのは、えぇっと……『僕は将来、立派なお婿むこさんに──』」

　と、桜くんはそこで慌ててメガネを元に戻し、

「こ、こら、サバトさん！　授業中にお喋しやべりしちゃいけませんよ!?　私語は慎みましょう！」

「は、はぅ！　先生に怒られたんですぅ……！」

　と、その時でした。

　突然、〈がらがら〉と、教室の前の扉が開き、

「えっ？」「はぅっ？」

　二人が同時に振り向けば、

「あ……」

　そこには、びっくりして、口元に手をあてたままこっちを見ている、体操着姿の、

「静しず希きちゃん!?」

　桜さくらくんもどっきりです。涼やかな目元、凜りんとした立ち振る舞いの彼女は、クラスメイトであると同時に、自分と幼なじみ、そして片かた想おもい中の女の子なのですから。

「は、はぅ、こんにちはなんです、静希ちゃん！」

「桜くん、それにサバトちゃんも……」

　静希ちゃんは、その場に立ちつくしたまま、

「二人で、なにしてるの？」




　　　　★




「それでは──」

　聖ゲルニカ学園、二年Ａ組の教室。

　教きよう壇だんに立って黒板を背に、〝黒縁だてメガネ〟をかけた制服姿の静希ちゃんは、

「サバトさん」

　一人の生徒を、指名するのです。

「は、はぃですぅ！」

「五十四ページの最初の行から次の段落まで、声に出して読んでみてください」

　先生である静希ちゃんが手にしているのは『国語』の教科書。

　今は彼女の得意な〝現国の時間〟なのです。土曜日の部活動が終わり、教室に忘れ物を取りに来た静希ちゃんは二人の話を聞き、「それならば」と制服に着替え、教壇に登ってくれたのでした。

　もちろんサバトちゃんにとっても、手に入れた食物の賞味期限や原材料を読み取るために国語能力は必須です。「え、ええっとぉ……」と立ち上がった天使はカラダを〈もじもじ〉させながら、朗読を開始します。

「カーブに差し掛かると車内は大きく傾き、満員の乗客は青年のカラダを強く圧迫しました。『お、押さないでくださいっ！　だめっ！　そんなにされたら、僕は、僕はもう……ッ!!　はぁっああああぁぁッ……!!〈びくびくぅぅッ!!〉』」

「ちょ、ちょっと待ってサバトちゃん!!　キミのそれ、国語の教科書じゃなくないッ!?」

　隣となりの席に座っていた桜くんは慌てて立ち上がり、彼女の教科書を取り上げます。

「で、でもぉ、この国語の教科書はドクロちゃんの机に入ってたモノでぇ……」

「いや、本来なら五十四ページは森もり鷗おう外がいの『舞まい姫ひめ』なハズで──って、ほら!!　やっぱりコレ国語の教科書に偽装した小説版『びんかんサラリーマン』だよ!!　だめだよこんな日本語を声に出して読んだら……！」

「じゃ、じゃあ桜くん、次の行から読んでください」

　すかさず、静しず希きちゃんは次に桜さくらくんを指名します。

「は、はい！　ええっと──」

　少年は立ち上がり、朗読を始めます。

「一いち瞥べつして余よは驚おどろきぬ、机の上には白き木綿、白き『レエス』などを堆うずたかく積み上げたれば。エリスは打うち笑えみつゝこれを指さして、『おまちどおさまでーす、マッハピザでーす！』一いち郎ろう曰いはく『うわぁ！　本当に三十分で持ってきてくれるなんて!!（びくびくぅ！）』って、コレもなのーッ!?　あぁあッ！　僕の教科書も巧妙に偽造されてる！　なんであのアホ天使はこういうコトばっかり上手なの!?」

　と、その時でした。

　突然〈がらがら〉と、教室の前の扉が開き、

「えっ？」「はぅっ？」「あ……」

　三人が同時に振り向けば、そこには楽器ケースを持った、

「田た辺なべさん!?」

　ショートカットの明るい髪。好奇心に瞳ひとみをキラリ、イタズラ好きな子こ狐ぎつねみたいな雰ふん囲い気きを持つクラスメイトの女の子。

　彼女は、桜くん、サバトちゃん、静希ちゃん、そしてそれ以外誰だれもいない教室を見まわし、

「三人でなにしてるの？」




　　　　★




「はい、それじゃ（１）をサバトちゃん、やってみて？」

　教きよう壇だんに立って黒板を背に、〝黒縁だてメガネ〟をかけた制服姿の田辺さんが手に持っているのは『数学』の教科書。

　今は彼女の得意な〝数学の時間〟なのです。サバトちゃんにとっても、拾ってきたモノの数を数え、日々のエネルギー配分を正確にする為ために、この教科は大切です。

　黒板の前までやってきたサバトちゃんは、カラダを〈もじもじ〉させながらチョークを握りました。




（１）
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「はぁぅ、サバトは全部の場合を数えたんですぅ。行き方は、全部で六通りなんですぅ！」

「正解」

　田た辺なべさんは赤いチョークで【Ａ．６とおり】と書かれた解答に○まるを付けます。

「やったですぅ！」

「すごいよサバトちゃん！　なにげに樹形図を使って問題を解いてるし！」

「それじゃあ次、（２）を静しず希きちゃん、解いてみて？」







（２）



　次の連立方程式を解け。

　２（ａ－ｂ）＋３ｂ＝－５……①

　７ａ－３（２ａ－ｂ）＝５……②



　席を立ち、チョークを握った静希ちゃんは、つぎつぎと式の（　）かつこを外し、整理し、答えを導き出しています。そして滞とどこおりなく、

「ａ＝－４、ｂ＝３です」

「正解」

　導き出された答えに、田辺さんは赤いチョークで○まるを付けます。

「あざやかなんですぅっ！」

「さすが静希ちゃん！」

「それでは最後、（３）を桜さくらくん。前に出てきてやってみて？」







（３）



　ｎが３以上の自然数の時、
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　これを満たすＸ、Ｙ、Ｚは存在しない。これを証明せよ。






「ちょっとまって？　これって『フェルマーの最終定理』だよね……？　なんで僕だけ中二レベルから一気にノーベル賞級へ飛ぶの？　そして田た辺なべさんはなんで即興でこんな問題を出してくるの？」

　不平不満ばかり言う桜さくらくんのおでこに、田辺さんは赤いチョークでチェックマークを付けます。
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「なにするの田辺さんッ！」

「もぉー、桜くんはしっかりしてくださいなんですぅっ」

「ちがうんだよサバトちゃん！　これ、すっごく難しい問題なんだよ!?　ね、そうだよね静しず希きちゃん！」

　と、その時でした。

　突然〈がらがら〉と、教室の前の扉が開き、

「えっ？」「はぅっ？」「あ……」「あら」

　四人が同時に振り向けば、そこには楽器ケースを持った、

「南みなみさん!?」

　腰までの黒髪、表情に乏しいクラスメイトの女の子が立っているのです。

　南さんは、桜さくらくん、サバトちゃん、静しず希きちゃん、田た辺なべさん、そしてそれ以外誰だれもいない教室を見まわし、

「これは、なに？」




　　　　★




「それでは」

〝黒縁だてメガネ〟をかけた制服姿の南さんは、教きよう壇だんから降りて、

「サバトさん」

　一人の生徒の前で立ち止まります。先生である南さんが手に持っているのは『英語』の教科書。今は彼女の得意な〝英語の時間〟なのです。グローバル化社会の波も『アバランチ公園』に迫っています。サバトちゃんだって、時代に取り残されるわけにはいきません。

「今からわたしが英語で質問をしますから、英語で答えてください」

「は、はぃですぅ！」

　イスに座ったまま、サバトちゃんは〈もじもじ〉と緊きん張ちようの面おも持もちで先生の問いを待ちます。

　そして、

「What is your favorite food?（あなたの好きな食べ物はなんですか？）」

「は、はぅ、サバトの、好きな食べ物ですかぁ？　ええと、I私は　like好きです　sushiおすしがですぅ。──まだ、食べたコトは、ないんですけどぉ……」

「Good」

「サバトちゃん、食べたこと無いんだ。お寿す司し……」

　さらりと流す南さんと愕がく然ぜんとする桜くん。次に南さん先生さんは、静希ちゃんの前にやってきて、尋ねます。

「How old are you?（あなたは何歳ですか？）」

「I am fourteen years old（私は十四歳です）」

　二人の淀よどみない英会話。次が自分の番な桜くんはさらに緊張です。片かた想おもい相手な女の子の前で、上手に受け答えしないわけには、いかないのです。

　ついに、桜くんの前へと南さんがやって来ます。

　そして、

「How old is your favorite age?（あなたは何歳が好きですか？）」

「え、ええと、I like……って、ちょッ、Ｗhat!?なに!?　なにそれ、そんな質問僕、初めてされた！　何歳が好きかって、え、なに？　そんなの聞いて、どうするつも──」

「He likes twelve years old（彼は十二歳が好きです）」

「ちょ、ちょっと田た辺なべさん!?　僕にされた質問に勝手に答えないで!!　別に僕はとりわけ十二歳が好きなわけでは──」

「That is because he has a fetish for 12 years old, to the extent that he will turn every women in the world to 12 years old in the future（なぜなら彼は将来、世界中の女性を十二歳にしてしまうほど、その年齢に特別な思いを抱いているからです）」

「naniwo itteiruno!? tanabesan!!」（なにを言ってるの!?　田辺さん!!）」

「ギルティー有罪」

「南みなみさんまで!?　なんで二人で英会話？　僕は!?」

「はぁぅ、今サバト、すっごく学校に来て、授業をしてるっていうカンジがするんですぅ！」

「待ってサバトちゃん！　今は学校の授業をかなり逸脱した時間だよ!?　これはそういう──」

　と、その時でした。

　突然〈がらがら〉と、教室の前の扉が開き、

「えっ？」「はぅっ？」「あ……」「あら」「……──」

　五人が同時に振り向けば、そこには、

「ドクロちゃん!?」

　暗銀色の髪の毛の上に金色のわっか、深緑色の瞳ひとみと小学校三～四年生くらいの身長なのに高校三年生みたいなメリハリボディを『給食着』で包んだ天使の少女が。

　しかし、

「さぁーくぅーらぁーくぅん……っ!?」

「な!?」

　影さすドクロちゃんの表情、そして背後左右には〝阿あ〟〝吽うん〟の羅ら漢かんオーラが悪あつ鬼き羅ら刹せつの眼光で──!!

「やっと……みつけた……！」

〈ユゥラァリ〉と、教きよう壇だんに乗る天使の少女。彼女は片手に『エスカリボルグ』を持ち、

「ちょ、ちょっと待って！　だめドクロちゃん！　なに!?　なんの授業が始まるの!?　『保健体育』!?　でも、それならなんで『給食着』なんか着て──」

「ずっとボク『部室』でまってたのに……！」

「は……はいぃっ!?」

　──部室、給食着──

「え、えええッ!?　ま、まさか今日は僕も『木工ボンド部』の活動が……!?」

　給食着は『木工ボンド部』の指定ユニフォーム。彼女はこの格好で、ずっと木工ボンド部の部室である『給食配はい膳ぜん室』で桜さくらくんとサバトちゃんを待っていたのです。

「ちゃんとボク、伝えたもんっ！　桜くんにも、サバトちゃんにも！」

「き、聞いてないよッ!?」

「サバトもなんですぅ！」

　身を寄せ合う桜くん＆サバトちゃん。静しず希きちゃんと田た辺なべさんはその頃ころ、南みなみさんに導かれて既すでに教室外へ。

「ボク、木工ボンドをインク代わりにする『木工ボンド文字』で手紙を書いて、枕まくら元もとに置いておいたもん……！」

「あぁッ！　あ、あの紙がそうだったの!?　でも既にボンドは渇いて透明になってて、ぱっと見なんだかわからなかったよ!?　なんでそんな不器用なやり方で重要事項を伝達するのさドクロちゃんはーッ!?」

「サバトにはそんなの届いてすらないんですぅぅ！」

「ボク、朝からみんなが来るのを、まだかなまだかなって、ずっと待ってたのに──」

　見ればドクロちゃんは、その大きな瞳ひとみに涙をいっぱい溜ためていました。

「それなのに、ボクを忘れて、みんなで、楽しそうにして……！」

　天使の少女は〈ぐい〉っと、目元を拭ぬぐい、さらに、一歩、

「ボク、すっごくさびしかったんだからっ」

　振りかぶるのは超重量、鋼鉄製のトゲトゲバット『エスカリボルグ』！

「だ、だめだよドクロちゃん！　だから、そんなモノを、ヒトに向けたらーッ!!」

「はぁぅッ！　サバトは、サバトにはもう、なにがなんだか──!!」




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪
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　──部長ドクロちやんにシゴかれて、夕方。

「はぁぅ、学校って、大変なトコロなんですぅ……」

『アバランチ公園』に戻ってきたサバトちゃんは、ベンチに座り込みました。

「でも、楽しかったんですぅ」

　上空には夕焼けに染まり流れる雲。そして隣となりには、

「よかった。サバトちゃんがそう言ってくれて……」

　今日、ずっと一いつ緒しよにいてくれた桜さくらくんが、崩れ落ちるように〈どさっ〉と腰を下ろします。

「はぁぅ、大だい丈じよう夫ぶですかぁ桜くんっ」

　あの後、部活に参加した彼はドクロちゃんからスペシャルプログラムを用意され、それをこなした後、まさしく木工ボンドの如ごとくまっ白に燃え尽きてしまったのです。

「う、うん……」

　サバトちゃんに支えられる桜くん。なんだか、大丈夫じゃなさそうです。けれど、くたっとしながらも、彼は、

「でも、僕も楽しかったよ、サバトちゃん」

　こらえきれないみたいに、微笑ほほえんでくれるのです。

「桜くん……」

　勇気を出して本当によかった。そう、サバトちゃんは思います。

　隣に座る桜くんはその時、昨日の夕方、サバトちゃんに呼び止められた時のコトを思い出していました。

　ひょっとしたら、彼女はペットボトルロケットを口実に、こうして一緒に遊びたかったのかもしれません。

　そんな回りくどいコトしなくても、いつでも大丈夫なのに。桜くんは変なところで引っ込み思案なサバトちゃんがおかしくて、小さく笑ってしまいました。そして、

「そうだ、ねえサバトちゃん？」

　彼は、道を挟んだ向こうに立っている時計を見て、思いつくのです。

「サバトちゃん、そろそろお腹なか空すかない？　まだ時間あるけど、よかったら今日は家で夕飯を──」

　しかし、

「あれ……？」

　肩にかかる重み。

　見れば、瞳ひとみを閉じたサバトちゃんは桜さくらくんに寄りかかり、

「むにゃむにゃですぅ……」

　規則正しく、息をしていて──

「まったく、しかたないなぁ……」

　桜くんは微笑ほほえみ、少しの間だけ、サバトちゃんをそのまま寝かせてあげるコトにしました。

　二人の頭上、暮れなずむ空には少しずつ、星が輝かがやき始めています。




　──快晴だった土曜日、時刻は午後五時五十二分。

　今日もいたって平和な光景が繰くり広げられていた公園の片隅に、

　天使の少女が住まうオールダンボール化生活、『サバトちゃんハウス』は、ありました。
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[image: 第三話]
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　地元、駅前に面した『アルカディア商店街』の一角にあるハンバーガーショップ、『バスコ＝ダ＝バーガー』の二階。

　フロアの奥まった場所にある四人がけのテーブルには、制服姿のちえりちゃん、静しず希きちゃん、そしてドクロちゃんと、

「──で、相談って……？」

　同学年の異性三人に囲まれ、そわそわしちゃう中学二年生、草くさ壁かべ桜さくらこと僕が座っていました。

　それは、中間テストを数日後に控えたとある放課後のデキゴト。自分が想おもいを寄せているクラスメイトの女の子＝静希ちゃんから「ちょっとだけ、いいかな」と声をかけられた齢よわい十四の男子が僕っていうワケさ。

「え、えぇと……」

　そして僕の対面にいるのは、うつむいて、野いちごみたいに顔を赤くしてしまっている少女、ちえりちゃん。持って生まれた気の弱さから、なかなか言い出せないでいる彼女の想いを引き継ぐように、僕の隣となりに座るドクロちゃんが言葉を紡つむぎます。

「実はね、相談っていうのは木工ボンド部の部室移動についてなんだけど──」

「なるほど、今の部室は『給食配はい膳ぜん室』だからね。オブジェを飾り続けておくにはちょっと──って、待て！　それはちえりちゃんのお悩みじゃなくてドクロちゃんのお悩みでしょ!?　だめだよ勝手に問題をすり替えたら！」

「す、すいません、あ、あの、私が……」

「う、うぅん！　謝らないでちえりちゃんっ、ドクロちゃんの方こそ謝るべきなんだから！」

　しかし、なおも消え入りそうに縮こまってしまう、ちえりちゃん。彼女は少し前に、僕と静希ちゃん、そして天使のドクロちゃんがとりもった大作戦によって、僕の親友である宮みや本もとと、とっても仲良くなった、二年Ｃ組図書委員の女の子なのです。

　一方、ドクロちゃんはレジカウンターでもらった〝喜望峰ハツピーセット〟についてくる、ゼンマイ仕掛けで〈びくびく！〉動く敏びん感かんサラリーマン人形ドールに夢中です。まったく、お家に帰ったらそのおもちゃでお仕置きなんだから。

「今日は、あの、私なんかのために、テストも近いのに──」

「あ、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、僕ならぜんぜんかまわないし。ね、静希ちゃん」

　うつむいたまま縮こまってしまう図書委員の少女に顔を上げてもらおうと、僕はすかさず心の通じ合った幼なじみにアイ愛・メッセージ！

「うん、桜さくらくんは友達想おもいだから、ちえりちゃんも気にしないで」

　静しず希きちゃんが僕を『優しくてかっこいいのに飾らないトコロが素す敵てき』ってお褒ほめくださりました！　光栄です!!

「六番の札でお待ちの〝喜望峰ハツピーセット〟のお客様、お待たせいたしましたー」

　びくっと声に振り向けば、船乗りセーラーをイメージした制服を着た店員さんが、人数分のハンバーガーと飲み物を乗せたトレーを持って微笑ほほえんでいて、

「はーいっ！　それ、ボクボク！（ドクロちゃん）」

「〝大航海セット〟のお客様ー」

「あ、私と、あと桜くんもだよね？（静希ちゃん）」

「うん！」

　──というか、僕は相談を持ちかけてくれたちえりちゃんに対して、逆にお礼を言いたいくらいなのです。だって、静希ちゃんと二人っきりじゃないにしても、このような『放課後デート』っぽいシチュエーションを提供してくれたのですから……!!

「ごゆっくりどうぞー」

〝黒こしょうチーズバーガーセット〟をちえりちゃんの前に置いて店員さんは去っていきます。テーブルに並べられたご注文の品、そして微笑む幼なじみの女の子。周囲から見たら僕と静希ちゃんは仲なか好よしカップルとしか思われないこの雰ふん囲い気きに、心はファンタスティックに彩いどろられ、胸のファンファーレが鳴り響ひびきます。

「お話の途中だけどさ、ほら、とりあえず食べながら、ね？」

　いつもはとってもクールボーイなのに本当はこんなにドキドキしてるなんてバレたら一大事。僕はみんなをうながしつつ、自分の飲み物のストローを口にします。

「……ん？　これ、ウーロン茶？」

　が、しかし、口の中は予想していた甘酸っぱさではなく、お茶の渋みに満たされて、

「こっちが、オレンジジュースみたい……」

　ストローから唇を離はなす静希ちゃんのセリフに硬直。そう、レジでは僕がオレンジジュース、彼女がウーロン茶を頼たのんでいたハズで……！

「ごめんなさい、桜くん」

　そして、僕にフタのついた紙コップを差し出してくる幼なじみの女の子!?

「え？」

　僕はワケのわからぬまま片想いの女の子と飲み物を交換して、自分が頼んだ果汁一〇〇％ジュースを見つめますッ!!

「あ、あ……」

　い、いま、確か静希ちゃん、このストローに、口つけてたよね!?　じゃないと中身がオレンジジュースってわからないよねッ!?　『お、落ち着きたまえ草くさ壁かべ桜！　別に間接キッスなぞ大したコトではないのだからな!?』ひょっこり僕の右耳穴から飛び出たのは英国紳士探偵おうムルです。いつも着ているポンチョみたいな服が今日はなぜかぐっしょり湿っているみたいですが、彼の言うことを聞いていれば大抵のコトはヘッチャラなので、いただきます!!

「あ、ボクにも一口ちょうだい？」

　その時でした。飛び出そうになる心臓を抑えつけつつ、ストローでオレンジジュースを飲もうしていた僕の腕からコップを奪ったのは天使の少女。

「なッ!?　えっ!?　ドクロちゃん!?」

　彼女は、僕の目の前でストローをぱくっとくわえて、

「〈ちゆ──っちゅっちゅちゅちゅずここここここここー〉」

　おいしそうにオレンジジュースを飲み干しました。

「うおああああああああ────ッ!!」

　カンニン袋の緒おが切れて、中から沢たく山さんのカンニンが『カンニン、カンニン、カンニン』と言いながら一列縦隊、天使に向かって進軍を開始！

「アラユル意味でなんてコトするのーッ!?　それは僕のだったのに！　僕が飲むべきモノだったのにーッ!!」

　僕は天使からジュースを奪い返そうと両腕を伸ばし、コップ摑つかんで引き寄よせ──〈ぷゆるんっ！〉

「ひゃぅんっ!!」

「ぇえっ？」

　外れた狙ねらいッ!?　勢い余った僕の五本指は柔らかく＆まろやかに、少女の大きな胸ふくらみへと埋もれてしまっ〈ちュグぅぽぉッ！〉

　高飛び込みの選手がプールに飛び込むのを失敗したような音で、僕の思考は強制終了ブレイクアウト。なぜなら天使の少女が突き出した、濡ぬれたように黒光りする鋼鉄のトゲトゲバット『エスカリボルグ』が一いつ瞬しゆんで僕の脊せき髄ずい付近を完かん膚ぷ無なきまでに砕き散らしたからです。

　そしてそれはあまりにも強すぎる力でしたから、周囲の大気は燃え上がりトゲトゲの数だけベーパートレイル。抉えぐられた僕の傷口は炭化して〈ぐすぐす〉と燃え始めるのです。

「はぁぁっ！　さ、桜さくらくんがバーベキューの時に網の上でいつまでも残って黒くなっちゃってるのみたいにじゅうじゅう！　い、いま元に戻してあげる……っ！」

　天使の少女はバットの先端を地面につけて、逆さになったグリップの部分におでこを乗せ、その場で十回、ぐるぐると回転しました。




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




　するとどうでしょう。地面に倒れ込む少女をよそに、転がるバットからは放物線を描いて水色の光、溢あふれて、くすぶる炎をみるみる消火。そして、なんだかおもちゃ箱の中身みたいな色彩感覚のイスやテーブルの並ぶハンバーガーショップ店内を背景に、灰の中からフェニックスの如ごとくメラメラと爆誕する少年、草くさ壁かべ桜さくらなのです。

「なにするのさドクロちゃーんっ!!」

　輪りん廻ね転てん生せいを経てみた僕は、天使の少女にものを申しました。しかし、

「目がまわったよー桜くーん」

「ホントだ目がウズマキだ!!　ドクロちゃんにいったいなにが!?　もうワケがわからないよ！」

　僕は天使の少女に駆け寄って抱き起こします。

「桜くんが、ボクをこんなカラダにしたんだよ……？」

「してないよ!?　ドクロちゃんは誰だれに断りを入れるでもなく勝手にそういうふうに育ったんでしょ!?　っていうか、それより今はちえりちゃんの相談に乗ってる最中なんだよ!?　まったくもうドクロちゃんはッ！」

「桜くんこそっ！」

「と、いうわけでごめんちえりちゃんっ！　さあ、どうぞ！」

「は、はい……っ！」

　僕とドクロちゃんは巻き起こった一部始終を前にカラダを硬くしてしまっている図書委員の女の子のため、必要以上に微笑みましたスマイリング。

「実は、相談というのは、み、宮みや本もとくんの、コトなんです」

　そんな努力が功を奏したのか、素直なちえりちゃんはそう切り出します。

　──というコトは、もしかしてまた一いつ緒しよに宮本を交えて勉強会をやろうという相談でしょうか。でも、もう今のちえりちゃんと宮本の間柄なら僕達たちの協力なんて必要無いと思うのですが……。

「私と宮本くんは、お互い部活とか、委員会とかがあって、放課後、いつもは一緒に帰れないんですけど……──」

　言葉を続けるちえりちゃんの声はしかし、消え入りそうに小さくなり、恥ずかしそうにうつむいちゃって、

「──今日みたいに、期末テスト前で部活の無い日には、宮本くんはいつも教室に迎えに来てくれてたらしいの。一緒に帰ろうって」

　言葉を繫つないだのは、彼女の隣となりに座る静しず希きちゃん。彼女はきっと恋する少女のお悩みを既すでに知っているのでしょう。

「そうなんだ。宮本は、ちえりちゃんと一緒に……」

　僕は真剣に頷うなずきますが、心中[image: ]み、宮本めぇぇ!!　あの野郎どうりで最近付き合いが悪いハズだよ！　理由を聞いても「ちょっとな」とか言うだけだったのに、その裏では女の子と下校デートでラ、ラブラブラブラブォぉォヲ──ッ!!

「でも、今のテスト週間が始まっても宮みや本もとくんが迎えに来なくなったらしいの」

「え……？」

　静しず希きちゃんの言葉に、うつむいたままな図書委員の女の子。

「ちえりちゃんは心配になって、自分のクラスの『帰りのＳシヨート・Ｈホーム・Ｒルーム』が終わってすぐに、私たちのＡ組に来たらしいんだけど、宮本くんはいつも先に帰っちゃってるみたいで……」

「それって、宮本が一いつ緒しよに帰る約束をやぶってるってコト？」

　親友の男子がそんなコトをしてはいまいと願いつつ、僕は図書委員の女の子に尋ねます。

「ちがうんです。約束とかは、していないんですけど、でも、いつも迎えにきてくれてたから……」

　そこで、少女は〈はっ〉と顔を上げ、

「ひょっとしたら私、宮本くんに避さけられてるのかも……」

「そ、そんなコトないよ!!　アイツがちえりちゃんを避けるなんてありえない！　親友の僕が言うんだから絶対だよ!?　ドクロちゃんだってそう思うよね？」

「じゃあさじゃあさ、ボクが桜さくらくんにやろうとしてるみたいに、宮本くんのカラダに発信器を埋め込んで、いつでもどこに行ったかわかるようにしちゃえば──」

「ま、まってドクロちゃん！　キミはなんという改造を僕に施ほどこそうと──」

「はい、実は……私も思わず、昨日、後をつけちゃったんです。宮本くんの……（ちえりちゃん）」

『え、えぇッ？（僕＆ドクロちゃん）』

　この少女、見かけによらず意外にアグレッシヴッ!?

「そうしたら、宮本くんは、一人で『バッティングセンター』に行ったんです」

「それって、このアルカディア商店街の裏手にある？」

「ねえねえ、『ばってぃんぐせんたー』って、なぁに？」

　見上げてくる天使の少女へ、僕は答えます。

「え、ええっと、『バッティングセンター』っていうのは野球の練習をするトコロで、ピッチングマシーンっていう機械から飛んで来る球を、バットで打ち返して──」

　説明していた僕は、そこで〈はた〉と気がつきます。

「って、あれ？　そうだよ、別に驚おどろくコトじゃなくない？　だってアイツは野球部なんだから」

「はい、でも──」

　ちえりちゃんはうつむいたまま、ポツリと言うのです。




「──でも、練習してた宮本くんの側そばに、女の子が……」




「は、はいッ!?」

　ついに問題は核心へ！

「その娘こ、宮みや本もとくんの汗とか拭ふいたり、飲み物を渡したり……。もう私、どうしたらいいか、わからなくって……」

「そ、そんな!!」

　僕も信じていた。

　親友のコトを信じていた。

　それなのに宮本、アイツは、アイツはちえりちゃんと僕ぼく等らをウラギッターッ!?

「み、宮本は『女の子の敵』だよ!!　僕がヤツをもっとも美しい今という瞬しゆん間かんに、自動的にとっちめてやるーッ!!」

　僕がスポルディングのバッグから筒型帽子や鋼鉄ワイヤーを取り出していると、

「宮本くんを……？」

　恋に悩む少女は赤い瞳ひとみで僕を見つめ、

「宮本くんをとっちめるなら、ま、まず私を……私を先にとっちめてください！」

「え、ええッ!?　あ、う、ウソだよ冗談だよちえりちゃん！　本当に宮本をとっちめたりなんてしないよッ!?　だから涙を拭いてくださいな！」

　彼女の瞳は本気色！　僕は慌てちゃうのです。

「あ、す、すいません、私、大きな声出して……」

　少女は表情を曇くもらせ、再びしょんぼりと音がしそうな程ほど、うつむいてしまいます。

「私は、たぶんなにかの間違いだと思うの。桜くん、なにか心あたりはない？」

　ああ、静しず希きちゃんはなんて友達想おもいなのでしょう……！　僕はそんな心優しい静希ちゃんと、心を痛めているちえりちゃんから最も頼たよりにされているのです。この期待に応こたえないわけにはいきませんッ！

「うーん、僕の見た限り、宮本は今日、別に普ふ段だんと変わったトコロは無かったけどな。ほら、なにか隠し事とかあったりすると、雰ふん囲い気きでわかるでしょ？　でも、そんな風には見えなかったから、きっと僕もなにか勘違いだと思うよ？」

「そうですか……」

　息をつくちえりちゃん。彼女は僕の報告に少しだけ、ほっとしたように見えます。

「ドクロちゃんは、気づいたコトある？」

　天使の少女は尋ねた僕を見上げ、

「そういえば宮本くんは今日、体育の時間に桜くんと抱き合ってた」

「そ、そんな……!!（僕から目をそらすちえりちゃん）」

「ちがうよドクロちゃん！　それはストレッチをしてたんだよ!?　別に抱き合ってなんか無い！　だからちえりちゃんも顔色を変えないで!?」

「それから、宮みや本もとくんが言うには、女の子は鎖さ骨こつを空気にさらしているのが好きなんだ、とも」

「だから適当なコトを言わないのドクロちゃんっ！　なにが『好きなんだ、とも』だ！　そしてちえりちゃんも真に受けて制服を脱がない！　だいいち、なんでここでドクロちゃんが赤くなって照れ気味なのかも、わからない」
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「本当にちえりちゃんて、宮本くんのコトが好きなんだね……っ」

　面と向かって天使の少女に言われて、恋の渦中にたたずむ少女はさらに真っ赤に。

　そうなのです。なにはともあれ、僕の目の前に座る少女は本当に宮本のコトが大好きなのです。キミを好きでいてくれている少女が、こんなにも落ち込んでいるというのに、宮本は他ほかの女の子とも仲良くしているだなんてキイイィイッ!!

「ねえ桜さくらくん、どうなのかな？」

　そしてコチラを見つめる静しず希きちゃんの瞳ひとみは僕に対する期待に輝かがやいています！

「一番いいのは宮本に直接聞くコトなんだろうけど……」

　精神世界の嵐あらしをぐっと抑えた僕の言葉に、ちえりちゃんは「はっ」と顔を上げて、ぶんぶんと首を横に振ります。

「そうだよね。だからまず、僕がそれとなく、探りを入れてみるよ。『急せいては事をし損じる』だしね」

　すると、こくこくこくと、首を縦に。

「おねがい、します」

　万感の思いが込められた彼女の言葉に、僕は覚悟を決めます。

「じゃあ、宮みや本もとには明日、学校で──」

「ねえねえ、ちえりちゃん」

　僕のセリフをさえぎるようにして尋ねたのは、さっきから黙だまってポテトをもぐもぐしていた天使の少女。

「なんですか……？」

「宮本くんは、今日も『ばってぃんぐせんたー』にいるの？」

「あ、はい、たぶん……」

「うん、確率はけっこう高いかもしれないけど、それがどうかした……って、あれ？　ドクロちゃん？」

　見れば天使の少女の大きな瞳ひとみが、キラキラと輝かがやきだしていて、

「し、しまった!!」

『愛の手助けをするのが天使ボクの役目！　恋のキューピッドにまかせてっ♡』




　──これは、僕達たち中学二年生の少年少女＆天使が織りなす、淡い恋の物語。
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「いなかったねー、宮本くんっ！　てへへー」

〈ぽかり〉と小さく頭をこづき、はにかむ天使のドクロちゃん。

「『てへへー』じゃないよぉッ！　もしいたらどうするつもりだったのッ!?」

　あの後、恋の暴走キューピッドと化してしまった少女は、必死に追いすがる僕が止めるのも聞かずに、ハンバーガーショップから歩いて十分走って五分、我わが街唯一の打だ撃げき練習場である『ハッブル・バッティングセンター』にやってきてしまったのです。

　僕達のいるこの場所は、周囲に高く広く緑色のネットが張り巡らされたバッティングセンターの中枢。

　もちろん、ちえりちゃんは『こんなトコロにいるのを〝想おもい人〟に見つかってしまったら……！』と、そわそわおろおろ。平静を保てるわけがありません。

「まったく、いくら僕の頭の回転が速いからって宮本がここにいたらイイワケするのも一苦労だったよ!?　もーっ、ドクロちゃんはやるコトなすコトが全部急なんだから！」

「『急せいては事を子し孫そん汁じる』だよっ？」

「『子し孫そん汁じる』じゃないよ『し損じる』だよッ!?　『子し孫そん汁じる』ってなに!?　その意味をキミから詳しく聞かせてもらうタメにももう帰ろう？　温かなお家に帰ろう!?」

「あーっ！　ねえねえ、あれがポッチングマシーン!?」

「ピッチングマシーン!!　しかも、あれはただのスーツ姿のおじさんで、あっちにある球を飛ばしてくる機械がピッチングマシーンだからッ！　それよりもネットから離はなれてドクロちゃん危険だよ！　ほら、お客さんのメイワクになっちゃうでしょ!?」

〈がぁッきぃいーん!!〉とか〈ごっきぃぃんっ！〉と金属バットから快音を放って百キロ球をかっ飛ばしたり空振りしているサラリーマン風のおじさん。そんな企業戦士のいる七番ケージにしがみついてしまった天使を引っぺがし、僕は下を向いてしまった彼女の正面から両肩を摑つかみます。

「いいかいドクロちゃん。今からでも遅くないから、宮みや本もとが来る前に早く家に帰ろう？　全すべては明日からさ。わかった？　……ねえドクロちゃん聞いてるの？　お返事は？　なんで黙だまっているのさ。僕はそういうの感心しないよ？　よおし、そっちがだんまり作戦で来るなら、こっちはこんもり作戦でこんもりとキミの──」

「ねえ、桜さくらくん……？」

「え？　なぁに静しず希きちゃん」

　僕は背中から聞こえてきた、なぜかせっぱ詰まったような幼なじみの声に振り返り、

「あそこ、見て……」

　彼女が指さすのは、とあるバッティングケージの中。

「……え？　まって!?　な、なんでドクロちゃんとちえりちゃんがあの中にいるのッ!?　だってドクロちゃんはここに──って、えええッッ!?　ぼ、僕の目の前にあるの制服を着た丸太だよッ!?　いつのまにッ!?　み、身代わりの術だこりゃーッ!!」

　見れば、天使の少女に手を引かれたちえりちゃんは、その小さな頭に大きすぎるヘルメットをぶかぶかにかぶり、バットをおっかなびっくりと構えているのです！　しかも、見上げれば、二人がいるケージに掲げてある看板には、

「百五十キロケージッ!?」

　なおかつ、文学少女は何を思ってかバッターボックスではなく、ホームベースの上に立っていて……ッ!?

「あぶなぁぁいッ！　よけてよけて!!　そこはストライクゾーンって言って、バッターが立つ場所じゃないんだよ!?　ボールが飛んでくる目印みたいなものなんだよーッ!?」

　しかし、危機を知らせる僕の叫びも、緊きん張ちようしきっている図書委員の女の子には届いて無い様子で！

「逃げてちえりちゃん!!」

　静しず希きちゃんも大きな声を出しますが、けれど無情にも前方十二メートルにある投球マシーンはその莫ばく大だいなエネルギーを、直径約七センチの球へと注ぎ込み……!!

〈ばしゅっ!!〉

　時速百五十キロ。秒速四十二メートルの弾丸が!!

「あ……」

　白き彗シユーテイ星ングスターの如ごとき残像を引いて少女のカラダへと突き刺ささり──

「ちえりちゃーんッ！」




　どがァッ!!




　腹部に直ちよく撃げきッ……

「えッ!?」

　──と、思われた白球はしかし、鈍い音を立てて弾はじかれます。よく見ればホームベースの上には制服を着た丸太が転がっていて、

「こっちも身代わりの術ーッ!?」

「おもしろかったね、ちえりちゃんっ！」

「は、はい……」

　声はすぐ横から。なんとさっきまでケージの中にいた制服姿の二人は、手を繫つないだまま既すでに僕ぼく等らの隣となりにいるのです!?

「ちょっとドクロちゃん、心配したでござるよ!?　そもそも中学生に百五十キロは絶対無理だし、ちえりちゃんにマンガイチのコトがあったら僕は宮みや本もとの前で切腹モノだってばよッ！」

「す、すいません。ここに立てば、私にも宮本くんのコトが、わかるかと思って……」

　無人のケージに直立したままの丸太へ、まるでレーザービームのように〈ずばんずばん〉一直線に叩たたき込まれ続ける白球に呆ぼう然ぜんとしながら、ちえりちゃんは声を漏もらします。

「ちえりちゃん、キミって娘こは……」

「ねえねえ、桜さくらくんは野球うまいの？」

　健けな気げな少女の言葉に胸をきゅんとさせていた僕の腕にするするとじゃれついてくるのは、天使の少女。

「ボク、お手本がみたいなぁ……」

「私も桜くんが野球してるとこ、見たことないかも」

　静希ちゃんまでそんなコトを言ってくるなら、しかたがありませんッ！

「じゃ、じゃあ一回だけだからね？　しかたないなぁ、うーんまずは九十キロくらいからかな」

　僕は颯さつ爽そうとヘルメットをかぶって立ち上がり、十番ゲートに向かいます。

「野球、できるんですか？　草くさ壁かべさん……」

　ちえりちゃんの問いに振り返り、

「女の子にはわからないかもしれないけど、男の子はね、みんな野球ができるんだ。それに、小学生の頃ころ、このバッティングセンターには宮みや本もとと一いつ緒しよに来たこともあるしね。まあ僕の腕前を見ててよ」

　ネットをくぐった僕は、四本あるバットから左端の赤いものを選び、バッターボックスに立ちます。そして数度の素振り。バットをカラダに馴な染じませ、それから二百円を機械に投入しました。

「よし、……こい！」

　これから吐き出される球は全部で二十球。僕はバットを構え、ピッチングマシーンに自分の呼吸を合わせます。

　ゆっくりと回転するアーム。引き絞られた弓の如ごとく、頂点に達する力で、

〈じぱんっ！〉

　繰くり出され、迫る白球をッ!!

「そりゃぁッ！」
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「元気出して桜さくらくん。ぜんぶ空振りだったからって、ボクも静しず希きちゃんもちえりちゃんも、誰だれも気にしてないんだからっ」

「別に落ち込んでないよ！　あれっぽっちのコトでクヨクヨしたりするもんか！　クヨクヨしたりするもんかー!!」

　ベンチに座っていた僕は、膝ひざに乗せていたヘルメットをぽかぽかと叩たたきました。

「僕はそんなんじゃないんだもん！　ただ今日はちょっと調子が悪くて──」

「あの……」

「大だい丈じよう夫ぶだよちえりちゃん、僕にはフォローなんかいらない。そっと見ていて欲しいんだ」

「いえ、あの、私──」

　図書委員の少女はハンカチを握ったまま僕を覗のぞき、

「──私、草壁さんが羨うらやましいです」

「は、はい？」

「草くさ壁かべさんは自分を正直に表現できて、そういうのって、とても素す敵てきだと思います」　

　ちえりちゃんが見せてくれた『僕解釈』における斬ざん新しんな切り口。彼女のそういう、迷路で迷ったら自ら壁に穴を開けて一人でゴールして「一番ですか？」と、真剣に尋ねてくるようなトコロ、僕はちょっと好きかな。

「それに比べて、私は、うまくしゃべったり……気持ちを伝えたり、できなくて……」

「え？」

　恋する少女から漏もれ出る言葉。火ほ照てっていた自分の心を誰だれかにぺちりと叩たたかれたような感触に、僕は声を漏らしてしまいます。

「こんな私じゃ、誰かに好かれるはず、なくて……」

　見れば、ちえりちゃんはハンカチを目元に、

「……宮みや本もとくんと、つりあうわけないです」

　ひくひくと横おう隔かく膜まくをちいさく痙けい攣れんさせ始めているのです……！　い、いけません！　ちえりちゃんは一人で落ち込み、だんだんダウナー系キマリはじめていますよ!?

「うぅん、そんなコトない。気持ちは言葉だけじゃないもの。ちえりちゃんはいつもきちんと宮本くんに想おもいを伝えてると思う」

　静しす希きちゃんはそっと、恋する少女の手を握ります。そのセリフに僕はなんども頷うなずきまくり、

「そうだよ静希ちゃんの言うとおりだよ！　宮本も結構無口な方だけど、アイツの考えてるコトなんて、僕にはばっちりわかっちゃうもん！」

　ふっとコチラに顔を上げてくれるちえりちゃん！　よっしゃ、もう一押しです！

「それにもし、宮本がちえりちゃんを嫌ったりしたら、僕がアイツをぎゅうと言わせてやるから安心して!?」

「宮本くんを……？」

　すると、ちえりちゃんは赤い瞳ひとみで僕を睨にらみ、

「宮本くんをぎゅうと言わせるなら、ま、まず私を……私を先にぎゅうと言わせてください！」

「え、ええッ!?　あ、う、ウソだよ冗談だよちえりちゃん！　本当に宮本をぎゅうと言わせたりなんてしないよッ!?　だから涙を拭ふいてくださいな！」

　彼女の瞳は本気色！　僕は慌てちゃうのです。

「それにまだ宮本がちえりちゃんを避さけていると決まったわけじゃないんだし！」

「あ、す、すいません、私、大きな声出して……」

　ショートカットを揺らす彼女は、表情を曇くもらせ、再びしょんぼりと音がしそうな程ほどうつむいちゃいます。

「元気出してちえりちゃん」

　ちえりちゃんは、自分を励ましてくれる友人の手をぎゅっと握りかえし、

「あの、静しず希きちゃんだったら、どうしますか……？　好きな男の子が、違う女の子と仲良くしていたら……」

　問われた彼女は「どうするだろう」と、あごに指先をあてて、

「……んん、やっぱり気になってやきもち妬やいちゃうと思う。でも優しい男の子って自然と女の子とも仲良くなるじゃない？　……だから、私もそこに混ざろうと努力しちゃうかな」

　それから幼なじみの女の子は、天使の少女に向かって微笑ほほえみ、

「ドクロちゃんだったら、どうする？」

　質問を投げかけます。急に振られた天使は「えっ？」と、静希ちゃんを見つめ、

「どうするって、……好きな男の子が、違う女の子と仲良くしていたら？」

　ドクロちゃんは、ぽわぽわと天使のわっかのさらに上に展開した空想領域を見上げるように首を傾けます。

「んんんー……よく、わかんない……ボクの気持ちは、変わらないし……」

　天使は頰ほおを染め、あどけない仕草で首を振ります。彼女が今胸に抱いているモノが『エスカリボルグ』ではなく、くまのヌイグルミだったりしたら僕は頭を撫なで撫でしていると思うのですが。……と、気づけば天使はコチラを見上げていて、

「ねえ、桜さくらくんだったらどうするっ？」

「えっ？」

　胸がドキーン☆ッ！

「ど、どうするって、す、好きな女の子が、ち、違う男の子と仲良くしていたら？」

「うぅん、自分の正体が実はザンスだったら」

「そりゃ僕もよくわかんないよーッ!!　僕は絶対あんなザンスじゃないんだよ!?　でも、マンガイチそうだったらとりあえずまずあのモヒカンをそり落とし、革ベストを脱いで自ら命を絶ァつッ!!　っていうかドクロちゃん、全然違うコト聞かないでよ！」

　そんな僕へ〈くすり〉と笑みをこぼし、静希ちゃんは再び恋にお悩み中の少女へと向き直ります。

「ねえちえりちゃん、私からも質問していい？」

「あ、はい……」

「ちえりちゃんは、今まで宮みや本もとくんとの一番楽しかった想おもい出ってなに？」

　静希ちゃんは微笑みながら、徐々に瞳ひとみの赤みが消え始めた少女を覗のぞき込みます。薄うすい眼鏡めがねのブリッジをちょこっとさわり、「ぇ、ええと……」と、少女はもじもじしながら、ゆっくりと唇を動かします。

「図、図書館で勉強したりとか、宮本くんのランニングコースの河か川せん敷しきでお散歩したりとか、……あ、一度だけ、一いつ緒しよに野球観戦にいったのが、その中で、一番……」

「うんうん（静希ちゃん）」

「試合を見てる宮みや本もとくん、凄すごく楽しそうで、本当に野球が好きなんだなぁって。そしたら私もすごくうれしくなってきて、彼の横顔見てるだけでとっても幸せな気分になっちゃったんです」

「で、それから将来的にはどうなるの？（ドクロちゃん）」

「その想おもい出が忘れられなくて、十年後の同じ日の午前〇時に二人で婚姻届けを出したら、わたしは〝小お野のちえり〟から〝宮本ちえり〟になって──」

「ち、ちえりちゃん……？（僕）」

「日曜日とかには、お弁当を持って息子の武蔵むさしくんと三人で一いつ緒しよに公園に行って、宮本くんと武蔵くんが、キャッチボールしたりするんです。でも、野球選手かお受験かは、きちんと話し合わないと──」

「ちょ、ちょっと、ちえりちゃんもういいよもういいよッ!?　聞いてるコッチが恥ずかしくなってきた！　っていうか、息子さんの名前が〝武蔵〟くんだと宮本武蔵になっちゃうよ！　バットとえんぴつの二刀流っていうコトなの!?」

「ね、ねえ桜さくらくん……！」

　それは腕を取られ、引き寄せられるようにして耳元で囁ささやかれた静しず希きちゃんの声!?

「な、なに!?」

　振り向けば片想いしてる女の子の顔が目の前に。心臓が肋ろつ骨こつを突き破るくらい飛び跳ねちゃう！

「来ちゃった……!!」

　バッティングセンターの入り口。ジャージ姿で現れたその少年は──!!

「あぁっ！　宮本く──っ!!」

　叫ぶちえりちゃんのお口を〈がばばっ！〉と僕と静希ちゃんの手が塞ふさげばギリギリセーフ！

　僕達たち四人は急いで自動販売機の陰に逃げ込みます!!

「どうするのドクロちゃんッ！　ぐずぐずしてたから宮本来ちゃったじゃん！」

　僕はしゃがみ込み、自販機から顔を出し、周囲をきょろきょろしている野球部エースの様子をうかがいます。よし、なんとか見つからずには済んだみたいです……!!

　しかし、天使の少女は僕の上に自分の頭をぴょこりと出し、

「それより大変だよ!?　今のちえりちゃんの人生設計が全部宮本くんに聞こえちゃったかも……！」

　怯おびえた声で言うものですから、

「えええっ!?」

「大だい丈じよう夫ぶ！　それはない!!」

　けれど、恐る恐るドクロちゃんの上から宮本を覗のぞくちえりちゃんは真っ赤ッか！

「宮本くん、やっぱりこのバッティングセンターで──」

「じゃあ、そのうち〝女の子〟が……？」

　そして、一番上から顔を覗のぞかせた静しず希きちゃんへと答えた僕のセリフに、全員のノドが〈ゴクリ〉と鳴ります。

「ちょ、ちょっと、様子を見てみよう」

　──放課後、図書委員の女の子から持ちかけられた恋の悩み。その真相が、もうすぐ解き明かされるかもしれない。いや、ちえりちゃんのためにも、僕と静希ちゃん……と、恋のキューピッドが必ずや解決させてみせるのです!!

　一方、自分が自販機の陰から八つの瞳ひとみで観察されているとは露つゆとも知らない宮みや本もとは、軽い準備運動を終えて、百二十キロのケージをくぐり、真剣な目つきで〈ぶんっ、ぶんっ〉と素振りをしています。

　向こうでは準備が整ったらしく、マシーンに白球がセットされています。

　手足を地面について自販機の陰から様子をうかがう僕は、改めて、親友を観察してみます。

　ブルーのバッティンググローブに包まれた両手で、グリップエンドいっぱいにバットを構えれば──繰くり出され、迫る白球。ぐっとあごを引き、宮本は全身で、スイング。

　まるで氷を砕き割ったような金属音。残影引くバットに弾はじき飛ばされ、球は高く張られたネットへ突き刺さります。そして次球のため、再び細身のバットを構える野球部のエース。

　精せい悍かんな彼の立ち姿は、その鋭い眼まな差ざしと相まってサムライの如ごとしです。男の僕でも、ちょっとトキメイてしまいそうになりま──

「はっ！」

　僕は慌てて首をひねって、頭上に身を乗り出している女子生徒三人を見上げました。するとどうでしょう、ちえりちゃんはもちろん、静希ちゃんとドクロちゃんの表情まで、なんだかぽーっとしていて……!!

「（おのれぇぇ!!）」

　僕が、心に復ふく讐しゆうの紅ぐ蓮れんを燃やしつつ〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟直伝の自在法によって百二十キロで迫る速球の軌道を変え、デッドボールを宮本に食らわそうとした、その時です。

「あ！　あそこ！　女の子が、あの女の子が来ました！」

「ど、どこどこッ？」

　小声で指し示すちえりちゃん。けど、目をこらしても、その方向にそれらしい人影は無く、

「どの女の子なの？」

「外に出た宮本くんの、今、目の前に……！」

「な……、ええぇッッ!?」

　発見します。それは確かに、かわいらしい女の子。しかし、女の子は女の子なのですが、

「ち、ちっちゃいよ!?」

　おかっぱ頭な小学二年生くらいの女の子なのですよ!?

「ちえりちゃん、あ、あの子に、ヤキモチを妬やいてたの!?」

「あ、や、ヤキモチなんか妬いて、無いです……！」

　けれどもそうは言いながら、細身の文学少女は自動販売機の陰から身を乗り出してきて！

「お、落ち着いてちえりちゃんっ！　ほら、相手はうんと小さな娘なんだしさ！　──って、な、ちょっと、ちえりちゃん押さないで冷静に！　ドクロちゃんも一いつ緒しよになって興こう奮ふんしてカラダを乗り出さないッ！　ちょ、ちょっと！　お、重いよぉ……!!　ぐぉおわぁぁっ」

「ひゃっ！（ちえりちゃん）」

「きゃんっ！（ドクロちゃん）」

〈どさどさどさ!!〉

「さ、三人とも、平気……!?（静しず希きちゃん）」

　一番下だった僕はちえりちゃんとドクロちゃん、女の子二人の体重を支えるコトができず、折り重なって、倒れてしまいッ！

「ねえ、大だい丈じよう夫ぶ、二人と──」

　自分の痛みはさておき、上の二人が心配で首を動かしたその時、

「な……ッ!!（僕）」

「はぅん……っ!?（ドクロちゃん）」

　わずかに触れるか、触れないか。

　目の前にドクロちゃんの顔があって、僕の口元に、彼女のさくらんぼみたいなくちびるが……！

「ひゃっ、だ、だめぇぇーっっ！」

　はっと気がつきカラダを起こした天使は首まで真っ赤。

「ヒトが見てるのにぃーっ！」

　次の瞬しゆん間かん、彼女の腰から引き抜かれ、僕の肉体を舐なめる乱らん杭ぐい歯ばのような棘とげだらけバット『エスカリボルグ』。衝しよう撃げきは波は紋もん形けい。破は壊かいの同心円は全身骨格を内部で崩ぐず崩ぐずにし、一拍遅れて僕のカラダは〈ズドン〉と、吹き飛びます！

　そして、様々な部品を切り離パージしながら飛ひ翔しようするその方角には、

「なぁッ!?（僕）」

　宮みや本もとと少女の座るベンチがあって……!?

「きゃっ！　桜さくらくんが……!!」

　慌てて起きあがった天使の少女は、空中で放物線を描く僕へと向かって、『エスカリボルグ』でマジカルな振る舞い！




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




「──……ぁぁぁああああああっ」

　すると復元されゆく僕肉体。くるくるとスピン＆ぴかぴかキラメキながら、宮みや本もとの前にふんわりと着地するコトニ成功セリ。

「やあー（微笑ほほえむ僕）」

「さ、桜さくら……!?」

　なんだか宮本は突然現れた僕にびっくりしているみたい。

　そして、

「桜くん大だい丈じよう夫ぶ!?」

　僕の危機にみんなも焦あせったのでしょう、ドクロちゃんと一いつ緒しよに、静しず希きちゃんとちえりちゃんも僕に向かって駆け寄って来てしまって!?

「な、なんでみんなが……!?」

「見損なったぞ宮本ー!!」

　彼の言葉をさえぎるように叫びます。

「コトの発ほつ端たんはそもそもお前なんだぞーッ!?」




　　　　★




　それから僕は続けざまに、彼をここまで追ってきた事情を説明しました。

　ちえりちゃんが最近、宮本に避さけられていると感じていたこと。

　そして自分がどう思われているのか心配になってしまい、僕達たちと一緒にバッティングセンターまで追いかけて来てしまったこと──

「そんなコトになってたのか……」

　事情を全すべて聞いた宮本はうつむき、がりがりと後頭部をかき、

「でもそれは全部、誤解だぞ？　だって──」

「ねえ、このお姉ちゃん達、誰だれなの……？」

　そこへ、状況の推移についていけない宮本の隣となりに立ったままの小さな女の子が彼を見上げます。

　宮本は「あー……と」と、声を切り替え、

「こっちの三人が俺おれの友達で、桜と、ドクロちゃんと、水みな上かみで──」

　そこで説明を区切り、宮本は自分をじっと見つめる眼鏡めがねをかけた女の子の隣へとやってきて、

「こっちの娘こがちえりちゃん。ちょっと心配性なトコロはあるけどすごくいい子で、……俺の彼女なんだ」

　こ、こいつ、言いおったぁぁッ!!

「宮みや本もとくん……！」

　当の本人、ちえりちゃんが一番びっくりしていました。彼をここまで追って来た少女は顔を真っ赤にして、自分を『彼女』と呼んでくれた男の子を見上げています。

「あ、あれ？　え、ええと、じゃあごめん宮本。こっちの女の子は、どこの娘こで……？」

　僕は、小学校低学年なおかっぱ頭の子と宮本の二人の間で、視線を交互に動かします。すると彼は苦笑を浮かべ、

「ばか、その子は男の子だ」

『ええええええッ!?』

　僕達たち四人の声がハモリます。

「俺おれたちの野球部のコーチをやってくれてるヒトが、このバッティングセンターの店長でな、この子はその店長の息子むすこなんだ」

　その言葉に、ちえりちゃんは赤くなったまま、どう見ても外見は少女な少年へとお辞じ儀ぎをしています。そして、宮本は、自分を想おもってくれている同級生の女の子へと向かい合い、

「ごめん、ちえりちゃん。俺、そんなに心配かけてたなんて、気づかなかった」

「まったく、男ってにぶいんだから！」

「うるさいぞ桜さくら!!」

　僕に拳こぶしをぶち当ててくる宮本に、ちえりちゃんは、

「うぅん、ぜんぜん……気にしてません」

　満面の笑みで、言葉を紡つむぐのです。

　──一件、落着。

　二人のその様子に、僕と静しず希きちゃんは、顔を見合わせて微笑ほほえみます。

「でも、なんで宮本はちえりちゃんにも黙だまってバッティングセンターに来てたの？　……って、まさかお前、やっぱり男の子でも可愛かわいければかまわないとッ!?　おのれぇ!!　一件落着なんか、していないー！」

「な、なにするんだやめろ桜！　『やっぱり』ってなんだ!!　そして俺のシャツのボタンを上から順々に外すんじゃねえッ！　や、やめろって言ってるだろー！」

〈ヴォぬし！〉とメリ込んだ、親友の正せい拳けんで僕は目を覚ましました。

　宮本は「ふぅ……」と衣服と息を整え、

「──ほら、あのネットのトコロ」

　指さしたのはネットの上部。そこにあったのは、




【ホームラン!!】




　と書かれた小さなパネルが張り付いていて、

「あそこに打った球を当てたら、〝ホームラン賞〟が出るんだ。で、その賞品が──」

「──『遊園地のペアチケット』!?」

　僕は〈はっ〉と振り返り、壁に掲げてあった賞品の説明書きを読み上げました。

「なにも言わずに、先に帰っちゃってごめんな、ちえりちゃん。でも、テストが明ければ、夏休みに入る直前だけど、ちえりちゃんの誕生日だろ？　でも俺おれ、金がないからさ、ここでホームラン賞を取ればいいんだって思ってよ。プレゼントするまで内ない緒しよにしたかったんだ」

「宮みや本もとくん……！」

　溢あふれる想おもいを光に。潤うるんだ瞳ひとみを輝かがやかせ、彼を見上げるちえりちゃん！

「よぉぉし宮本ッ！　そういうコトなら僕に任せろ！　次のコースはここらへんだぁッ!!」

　僕も負けじとバッティングケージに飛び込み、次なる球種を完かん璧ぺきに読みました！

「じゃあいっぱつ、頑張るかな！」

「やっちゃってお兄ちゃん！」

　再びバッティンググローブを装着し始める宮本。彼はゆっくりとケージをくぐります。

「がんばって宮本くん！（静しず希きちゃん）」

「行け宮本！　男を見せろ!!（僕）」

「ホームっラン!!　ホームっラン!!（ドクロちゃん）」

「か、かっとばせー……！（ちえりちゃん）」

　そして、再びバットを構えた彼は、迫り来る、百二十キロの白球を──
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「──で、それからどういうコトしたの？」

「最後に観覧車の中で宮みや本もとくんが、わ、私のコトを『ちえり』って呼んでくれて──」

　期末テストが全部終わって、夏休みを控えた週明け、月曜日。

　朝の教室。

　二年Ａ組の僕達たちのトコロにおみやげを届けにやってきてくれたちえりちゃんは、天使の少女の問いに顔を赤らめます。
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「お、おいやめろー！（ちえりちゃんの元へ駆けつけようとする宮本）」

「宮本、お前ぇぇ……!!（宮本を羽は交がいい締じめにする僕）」

「ああ！　ちえりちゃん、鼻血！　興こう奮ふんしすぎて鼻血がでてる……！（ドクロちゃん）」

「ティッシュティッシュ！（静しず希きちゃん）」

　そして、ちり紙ではなを押さえつつ、彼女は本当に嬉うれしそうに、僕ぼく等らに遊園地のマスコットが刻まれたクッキーを手渡してくれたのでした。
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[image: 第四話]
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（僕は──）

「桜さくらくんすごーいっ！　ついに《忍法エレクトロニカル隠れ・夢ゆめ光ひかり》の、かーんせーっ！」

　天使の少女が「きゃはーっ！」と、はしゃぐ様子を、天地逆転に見ながら思います。

（僕は朝から、なにをやっているんだろう……）

　顔に頭ず巾きんの如ごとくスポーツタオルをかぶり、首から下はプール装束水泳パンツのみという格好で壁に向かって逆立ちした僕、草くさ壁かべ桜の身体からだには、その時いくつものソケットにはめ込まれた発光中の豆電球がチカチカと巻き付いていました。

　時刻は朝の八時十五分。扇風機が首を振る、いつもの自分のお部屋にて。

「ねえねえ桜くん！　はやく！　はやくぅぅ！　『この姿でパレードに紛れ込んだが最後、拙せつ者しやを見つけるコトは不可能！　我こそ〝エンジェ流ル忍術〟最強の使い手なりぃー!!』って、言ってよ～っ！」

　網アミ戸ドの向こうには夏の青空が広がり、舞い込んで来るのは〈じょぃぃいいんじゅじゅじゅじょぃぃいいんじゅじゅじゅ〉という耳を煎いるようなアブラゼミによる多重の嘶いななき。僕の全身には配線用のエナメルコードが幾重にも絡からまり、それを固定するガムテープは肌に直じか張ばりで大変〈ちくちく〉しております。

「ドクロちゃん……」

　僕は黒タオルの下の口を〈もごもご〉と動かしました。

「？　なぁに、桜くん」

　清涼純白なワンピースに身を包んだドクロちゃんは腰をかがめてほっぺたに指、天使のわっかとコクビを傾けます。

「ちょっと、大事な話があるんだ。いったん、この僕にかかっている《忍法エレクトロニカル隠れ・夢ゆめ光ひかり》を解いていいかな……」

「うんっ」

　天使の少女がニコニコと頷うなずいてくれたので、僕は逆立ちをやめて畳の上に両脚を降ろしました。それからエナメル線の先にある単一電池の入ったスイッチボックスを【切】り、身体中の豆電球が消えたのを確認、向き直って正座しつつ、彼女を見上げます。

「ねえドクロちゃん、ちょっとここに座すわっ……違う違う僕の膝ひざの上じゃなくて!!　ちょ、なんで突然キミはそういうトコロに座ってくるのッ？　僕びっくりしちゃう！　ここっていうのはただ僕の目の前にだから違うチガウちがう!!　僕の肩の上にでもなくてーッ!!　な、なんなの……？　ドクロちゃんはオウムかなにかなの!?　え？　ちがうよ『おうムル』じゃなくてオウム！　鳥！　ほら、海賊達たちが『ヨーホーヨーホー』言いながらよく肩に乗せてるカラフルな鳥がいるでしょ？　だからってまた肩に止まろうとしなくていいから！　そんなコトより座って早く！　座るの！　そう、そうやってだから膝ひざの上とかじゃなくてぇぇっ……!!」

　長くなって申し訳ないとは思っていますけれども、やっとのコトでぺたんと正面に膝を崩して座ってくれた少女へと、僕は大切な話をようやく切り出すのです。

「ねえドクロちゃん。始まったばかりなこの『夏休み』だけど、具体的には後どのくらい期間が残ってるか解わかるかな？」

「もっちろーんっ♪　えっと、今日が、しちがつの、二十七日だからー」

　バッテン印の並んだ部屋のカレンダーを見上げるドクロちゃん。

「そう、夏休みはこの後の八月を含めて、全然まだまだまるまるいっぱい、一ヶ月以上タァァァップリ、あるんだ！」

　そんな未来に夢キ想ラ的キ瞳ラしちゃう天使に向かい、「でもね？」と一本、指を立て、

「だからこそ、まごまごなんてしていたらアっというまに終わっちゃうのが夏休み！　確かに僕は今こんな格好をしちゃってる。でも、この夏だけは絶対に後悔を残したくないんだ……！」

　とりわけ豆電球がたくさん付いている左胸に手を当て中腰、僕は笑みを浮かべているというのに、ああドクロちゃん、キミはなんでそっとコチラを覗のぞき込み、

「なにか、つらいことが、あったの？」

　なんて言うんだい？

「ウウッ！　ぅぅううう……ッ！」




【八月三十一日】【全部まっ白で】【涙が止まらな】【いったいどうすれば】【もう間に合わな】




「うわぁぁぁ……！　僕のばか！　僕のばかぁー！」

　襲おそいかかって来る通算七回分の『夏休みフラッシュバック』に頭を抱えウズクマりお母さんお父さん毎年毎年いつもいつもありがと──ッ！　感謝で、感謝で胸が!!

「今年こそ、今年こそ……っ!!」

　あらゆる自分の過去と決別！　生まれ変われ僕！　奮ふるい立て勇気ーッ!!

「今年こそ七月中に夏休みの宿題を全部終わらせるッ!!　そして八月はメいっぱい遊びまくァアぁなななッッ!?　ちょがががぎぃ痛痛痕痒疽疱しししッ!?」

「この声帯？　『しゅくだいをする』なんていったのは、この声帯なのっ!?」

　襲いかかって来る通算幾度めかの『エスカリボルグ』に頭を抱えられウズクマるコトもできずにドクロさんドクロさん毎日毎日いつもいつも痛いよ──ッ！　理り不ふ尽じんさで、理不尽さで喉のどが!!

「ひゅぎィやぁアあーッ！　だめやめへぇっ！　聞いてドクロちゃん僕のお話を聞いてぇッ！『夏休みの宿題』っていうのは、今までの宿題とはまったくベツモノなんだよ!?　きちんとやらないと凄すごく大変なコトになっちゃうんだから!!」

「たいへんな、コト……？」

『サーカスの剣を吞のむヒト』の如ごとく、エスカリボルグを僕に吞ませようとしていた天使の少女は〈きょとん〉と動きを止めるのです。

「いいかい？　もし夏休みの宿題をきちんとやってなかったらそこで進級はストップ！　中学三年生に上がれなくなっちゃうんだから!!」

「ほ、ほんとうにーっ!?」

　夏色少女が驚おどろいて、電池ボックスのスイッチを激しく【入】れたり【切】ったりするものですから、僕は身体からだを〈びかびか〉させながら答えます。

「本当だよ!?　だって僕、埼玉県の県知事さんからちゃんと聞いたんだもん！　『夏休みの宿題をきちんとやってこない子供は、人里離はなれた山奥に連れて行き、進級させるコト無く永遠に中学二年生をやり続けさせるのだ』って!!」

「たいへんだよ桜さくらくんっ!!」

「だからこそ、僕は自分自身に大きな改革を起こそうと思うんだよドクロちゃん！　考えたんだ。マンガイチにでも夏休みの宿題は忘れてはならない……だったら、この七月中に全部やっちゃえばいいんじゃないかって!!」

　──夏休みの半分は『宿題』で出来ている。

　それは嬉ウレし恥ハズかしサマーバケーションにおける、僕の〝天てん王のう山ざん〟とも言える課題でした。

『学校生活』という絶え間ない日常の中では、努力さえすれば僕はドクロちゃんの目の届かない死角を見つけるコトができました。陽ひの当たらない場所で密ひそかに最低限の宿題を成し遂げるという涙ぐましい勤勉さ。それが授業中、草くさ壁かべ桜の命脈を保ち続けてきた要因なのです。

　一方、当『夏休み』におきまして少年は『一日中、天使の少女と一いつ緒しよです』という洒落しやれにならない宿命デステイニー。至め近の距ま離えにいる彼女は隙すきだらけに見えるも、しかし実際には一いち分ぶの油断も無い構え。

　加えて、そこには僕自身の問題もありました。中学二年生の少年が、膨ぼう大だいな質量を誇る『夏休みの宿題』へと立ち向かうには、それこそ毎日不断のイトナミが必要になってくるのです。けれども、過去一度もその大事業を成功させたコトがないという容よう赦しやの無い現実。

　夏休みに入りこの大きな二つの問題に気づいてからというもの、キモチは一時期、絶望に染まりさえしました。どうしても眠れずに、いつの間にか布団ふとんの中で朝を迎えていたという夢を見た日もあります。だがしかし、もうだめだと思ったその時に立ち上がるのが草壁桜の真しん骨こつ頂ちよう。考え抜いた末、ついに僕の脳に天てん啓けいが突き刺さったのです。

　だったら、彼女の『定義』自体を変えるしかない。そして、僕も変わらなければならない。つまり、『天使』は県知事さんの力をもって封じ込め、『宿題』は七月中にやってしまうという大胆かつ巧こう緻ちな発想。これこそが僕が辿たどり着いた境地、作戦名『知事の七月ジュライの復讐』なのです！

「考えてもみて？　七月の内に宿題を全部やっちゃっておけば、八月はもう、なんにも気兼ねするコトなく、メいっぱい遊びまくれるんだよ!!」

「ほんとうに、夢みたい。一日中桜さくらくんと『ほういちでＧＯ！』が出来るなんて……！」

「でしょっ!?　僕、一度でいいからそんな夏休みを過ごしてみたいんだ！　そりゃ、ドクロちゃんがいつも通り僕の宿題を邪じや魔ましてくるのは、ヤんゴト無き『ルルティエ』的な理由の流れからして理解できなくもない。けれど、今回だけは特別だって解わかってくれると、嬉うれしいな」

　なかば作戦成じよう就じゆの雰ふん囲い気きに僕は嬉き色しよく。天使の少女も頰ほおを染め、

「ごめんね桜くん。ボク、そんなコトちっとも知らなかったの。だから、つい、うきうきしちゃって……」

　天使の少女がすくめた華きや奢しやな白い肩から、〈はらり〉と外れるワンピースを支えていた右の肩ひも。

「でも、ボクわかったよ、桜くん」

「え、な、なに？　なにが、解ったの……？」

　しかも彼女はじぃっと僕を見つめ、きゅっと唇を結んで若じやつ干かん前まえ屈かがみになり、

「ボク、桜くんの宿題、じゃましないようにする」

　右の胸元は大きく引力に引かれるようになっているものですから……!!

「だって桜くんが県知事さんに連れて行かれちゃうなんて、ボク、いやだよ？」

『危ないぃぃッ!!』突如、僕は理性を司つかさどる左脳桜の警戒信号をキャッチ！　今のように天使の少女は夏休みに入ってからというもの、更にパワーアップした〝油ユ断ダン〟と〝隙スキ〟を身につけて僕の前に立ちふさがってくるのです！

「ねー、桜くんてばぁ」

　だめだめ！　ドクロちゃんから視線を逸そらしなさい！　『ドクロちゃん問題』はどうにかこうにか解決できたんですよ？　後は僕がしっかりしなくちゃ……!!

「もぅ、ボクの話を聞いて──」

　そして、ドクロちゃんがさらに身を乗り出した、その時です。

〈がたんっ！〉と、

「──はぅ？」

　彼女がぶつかって、横倒しになってしまった扇風機は〈ぴっ〉と音立て『最強モード』。突如〈びゅびゅびゅううううんっ！〉と巻き起こった直下型プロペラトルネードは天使の少女の白いワンピースの下から吹き上げて来るものですから、

「きゃうぅぅうんっ！」

　腰の辺りまで大きく柔らかく舞い上がってしまうワンピース！　しかし、前を押さえれば今度はおしりの方がめくれて両脚は腰の付け根まで見えてしまいますし、もちろん天使のストライプ、小さなしましまのぱんつだって──!!

「見ちゃだめぇ……っ!!」

「な、ちょッ！　ドクロちゃんそれは間違ってる！　僕をどうにかするより扇風機をッ!!」

　黒い旋風が僕の頭部を〈ぼべぁあっ！〉と煽あおげば、

「きゃっ！　桜さくらくんの首から上がめっきり涼しく……！　ねえ桜くん？　ボクは、ボクは桜くんがいないと、こんなときどうすればいいかわからなくて……」

『エスカリボルグ』を、振ったりすればいいとおもうよ？

「やってみるっ！」

　天使の少女は棘とげ付つきバット『エスカリボルグ』を、おみくじボックスみたいに出し惜しみなく振りました。




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




　あれあれするとどうでしょう、潰つぶれて致死っていた桜くんはバットよりの光燦きらめくモクモクした煙に包まれ〈すぅぅっ〉と晴れる頃ころには、再び笑ったり泣いたりし始めるのでした。大吉です！

「よかった！　桜くんが生きてて、本当によかった……！」

　天使の少女に抱き起こされていた僕は、戻ってくる視界の中に天使の輪郭を感じながら、声を漏もらします。

「ねえ、ドクロちゃん……？」

「なぁに桜くん、なんでも言って？」

「ま、まずは『夏休みの宿題の計画』を、立てようか……」

「うんっ！」




　──これは、純真可か憐れんなサマーホリデーを謳おう歌かするべく、天使の少女ドクロちゃんと、中学二年生の少年、草くさ壁かべ桜が繰くり広げる、汗と涙と『夏休みの宿題』にまつわる物語。
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〈みィーんみィーんみィーんみ──ぃぃいみゅーみゅみゅんみゅー〉というミンミンゼミの暑苦しい求愛宣言と、〈ちりんちりーん……〉と涼やかに鳴る風鈴の音。

「じゃあ確認するよドクロちゃん。宿題は大きくわけると全部で四つ。〝五教科ワーク〟と〝読書感想文〟と〝工作〟と〝自由研究〟」

　ちゃぶ台の上には汗をかき始めた冷たい麦茶がありまして、ここは一階の居間。

「あれ？　〝書き初め〟は？」

「それは夏休みの宿題ではないね☆」

　時刻は十時ちょっと過ぎ。隣となり合って座った僕とドクロちゃんは、『いかにして七月中に宿題を終わらせるか』の作戦会議中なのでーす。

　僕はそんな『宿題一覧』を書き込んだ紙に視線を戻し、

「七月は三十一日までだから、期限は今日を含めて五日間。この五日間で完かん璧ぺきに宿題を終わらせるスケジュールを作っちゃえばもうバッチリ──って、ドクロちゃん!?」

「はぅっ？」

　けれど天使の少女は〈たたーたたたたたーたたー〉と応援団ソングを奏かなでる、

「テレビ見てないの！　まったくもードクロちゃんは。そんなコトで宿題が終わると思ってるんですか？　甘くないんだよ？　夏休みの宿題は」

「ち、ちがうの桜さくらくん。今ね、こうしえんがすっごくいいトコロなの。ねえおねがい、これだけ見させて──」

「それはアニメの甲子園でしょ？　その甲子園は毎年やるんだから、来年一いつ緒しよに見ようよ。え？　『双子がー』じゃないよ。ドクロちゃんだって宿題を七月中にやっちゃえば、八月はメいっぱい遊べるんだよ？」

「でもー……」

「ほら、そんな顔しないで。僕が予定の立て方をちゃんと教えてあげるから一緒にやろう？」

「ボクもう終わってるの」

　天使の少女は『言われているコトがちょっとだけわからないの』という不思議成分を含んだような瞳ひとみで、僕を見つめているのです。

「……はい？」

「夏休みの宿題」

「え。ちょっと。まって？」

　今度はこっちがちょっぴり〈きょとん〉とする番なの。だってこの天使が『夏休みの宿題』を既すでに終わらせているなんて、あり得るハズがないから。けれど両手で頭を抱え、事態の吞のみ込めない僕の前に天使の少女が差し出して来たのは、一冊の、

「ノート……？」

　うながされるままに、手にして広げれば、

「──『自分流忍法の創作と実戦』って、え？　ま、まさか、これって『自由研究』のノートっ!?　あ、ああっ!!　しかも、全部僕がドクロちゃんに毎朝やらされてきた忍術集じゃない!?　なになに？　『《忍法エレクトロニカル隠れ・夢ゆめ光ひかり》はその昔、《忍法逆さかしま蛍ぼたる》とも呼ばれた〝忍法エレクトロニカル隠れ〟の後期改良型であり、今時のどんなパレードの中にでも隠れ忍ぶコトができるのだ』って、ず、ずるいよドクロちゃんばっかり僕を利用して宿題やっちゃって！　じゃあ、僕はずっとキミの手伝いをしてたってコト!?　……ちょっとこれ、本当だよ!!　〝五教科ワーク〟も〝読書感想文〟も、全部やってあるぅぅ!!」

　次々に天使の少女が取り出すのは、完成形態にまで成長した夏休みの宿題達たち!!

「いつの間に!?　ね、ねえドクロちゃん？　本当に、全部自分でやったの!?」

「うんっ！　えへへー、すごい？」

　はにかむように頰ほおを染める、まんざらでもない天使の少女。しかし、コチラとしてみれば、

「どうやってやったの!?　教えて！　僕にも教えて!?」

「さ、桜さくらくん？」

「すごいよドクロちゃん！　僕、初めて見た！　これが……これが『七月中に終わった宿題』!?」

　オソるオソるワナワナと、触れたくても恐れ多いそれら『宿題様』に戦々キョウキョウ!!　これこそまさに〝自由への象徴〟、あらゆる中学二年生が求めてやまない理想の現実……!!

「このえも言われぬツヤ、芳ほう醇じゆんな匂におい……！　全すべてがペルフェット!!　なんて、素晴らしいんだ」

「なんだか、はずかしいよぅ……！　あんまり、見ないで……」

「そないなコト言わないでもっとよく見せて？　ねえお願いだよドクロちゃん！」

「さ、桜くんに言われたら、ボク……。じゃあ、もうちょっと、だけだよ？」

〈ちらっ〉

「ひゃひゃあああ……っ！　これこそが僕が求めるべき未来!!　ねえ、教えてドクロちゃん！　お願いだよ！　どうやって、夏休みの宿題を終わらせたの!?」

　天使の少女はさらにもじもじ、下を向いてしまって、

「そんな、ボクなんて、ぜんぜんだから……」

「もったいぶらないで教えてよドクロちゃんっ！　ね？　ほら、そうすれば八月はずっと一いつ緒しよに遊べるんだよ？」

　なんというコトでしょう、こんな身近に『七月中にマスター・宿題を終わオブ・らせしものジユライ』が！　その〝秘ひ訣けつ〟さえ教えてもらえたら、これはもう、夢は実現したも同じというコトに……!!

「もう……。じゃあ、これはボクのやりかただよ？」

「うん！　おねがいしますドクロちゃん!!」

　僕の中の小さい僕たちも『やった！　やったぁぁ────ッ!!』だよッ!?

「あのね、〝ワーク〟は一日で全部終わらせたの」

「本当に!?　五教科もいっぺんになんて、一体どうやって!?」

　どっきどきの僕、恥ずかしがり屋のドクロちゃんは、まずさっそく〝ワーク〟をちゃぶ台の上に広げます。

「こうやって、問題をずっとみつめてるとね？」

　突然、天使のわっかが〈びかー！〉と光り輝かがやき!?

「ふっと答えが降臨してくるの」

「え、なに……？　なんなのその新しい特殊能力！　しかも、なんか答えは……全問正解している!?」

「あのね、これは天使が一生のうちたった一度しか使えない禁断の力で──」

「ちょっとドクロちゃん!!　なんてトコロでそんな大事な能力を使っちゃってるの!?　これ夏休みの宿題だよ!?　ちがうよ！　カミサマはこんなトコロで使うためにその力をくださったわけじゃないよ!!　行使する場所ゼッタイ違うってソレ!!」

「だから、桜さくらくんもがんばって！」

「あぁもーなんだろうこの失望感は……。とりあえず僕は一日に一冊ずつやるよ……？」

　僕は「とほほー」と、予定表に大きめの○まるを書き、

「とりあえず、明日からは午前七時に起きるでしょ？　で、朝ご飯とかで一時間。だから八時から十二時が前半戦。お昼ご飯を一時間挟んで、一時から三時を後半戦にして、この間にワークは終わらせちゃおう。さらに四時からは──」

　それを〝円グラフ〟として結実させます。そして僕は、ペンを降ろして顔を上げ、

「ねえドクロちゃん」

「なぁに？」

　次のおねだりなのです。

「だめなら、いいんだけど」

「うぅん、言ってみて？　桜くんの頼たのみなら、ボク……」

　天使の少女が僕を勇気づけるようにそう言ってくれたので、お願いしちゃいます！

「〝読書感想文〟も見せてもらえない？」

「え、ええ～っ!!」

「お願いドクロちゃん！　きっと参考になると思うんだ。ちょっとでいいから──」

「い、いやだよぅ、ボクが書いたのを見せるなんて、そんなの恥ずかしいし、照れくさいよぅっ！〈むぎゅううう〉」

「ぅうおおおむむむ！　そう言いつつも僕の目の前に広げて、原稿用紙を顔に押し付けてくるドクロちゃんが、僕は大好きかな。どれどれ……？」

　少女がぎゅうぎゅう押し付けてくる原稿用紙から顔を離はなし、文面に目を細めれば、

「こ、これは！」

　愕がく然ぜんとします！

「『びんかんサラリーマン　ザ・ノベル〝応答せよ！　びんかんサラリーマン！〟を読んで』!?」

「だめぇ！　そんなに読まないで桜さくらくんっ！〈むぎゅううう〉」

「だからそんなに押し付けて来たら読めない！　本当は読んで欲しいのか欲しくないのか解わかりにくい！」

　僕はどうにか天使の少女を「もう読んでない！　『もし、ボクが一いち郎ろうだったら会社には自転車で』という出だしも読んでないから、ひとまずおちついて！」と、なだめ、

「と、とにかく参考になったよ。じゃあ僕もドクロちゃんと同じ本を読もうかな。でもこれ、課題図書に入ってるのかな。……後で確認してみよう（後で確認してみたところ、震ふるえた山やま崎ざき先生の手書き文字で追加されていました。いったい、そこにはどんなドラマが）」

　とりあえずここまで〝ワーク〟、〝読書感想文〟のスケジュールが決まりました。

「じゃあ、今日の夜には読書感想文をやるとして、明日は工作で〝貯金箱〟を作ろうと思うんだけど、ドクロちゃんはどんなものを作ったの？」

　すると、尋ねられた少女は、

「もー、桜くんたら、まだ気がつかないの……？」

「え？」

　カラダを傾けて僕を覗のぞき込んでくるのです。

「そういえば、この香かぐわしい、甘酸っぱくてケミカルな匂においは……」

　いつのまにかお部屋に満ち満ちている、白はく濁だくの気配！

「木工ボンド!?」

「うん!!」

　そして彼女がちゃぶ台の下に潜もぐり込み、そこから取り出して来たのは、

「あぁ、か、かわいい！」

　縦横三十センチ四方の遊園地のような、白い半透明の貯金箱なのです！

「すごいよドクロちゃん！　こっちの建物は『ロイヤルキュー舞ぶ』、ここの塔には『カリオストロの白しろ』を応用して作ってある!!」

「さぁっすが桜くん！　『白濁の声を聞くもの』なんだから！」

『ロイヤルキュー舞ぶ』、『カリオストロの白シロ』は共に、『木工ボン道』の中でも一ひと筋すじ縄なわではいかない高等技術です。さすが家元、ドクロちゃんなのです!!

「それだけじゃないんだよ？　見ててね桜さくらくん。こっちの塔にお金を入れるとね（十円玉を〈かたん〉）、このジェットコースターのレールを伝って〈ころころころー〉、コーヒーカップの中にお金が貯まるの！〈ちゃりーん！〉」

「なんてコトだドクロちゃん！　もしかしたらこれ、賞を取って郵便局に飾られるかもしれないよ!?」

　その出来映えに僕がヒトシキリ感心していると、

「そうだ、もしよかったら、こっちの半分を、桜くんが作ったっていうことにする……？」

「えっ？」

「だって、木工ボンドで作ったものはボク達たち『木工ボン道』を歩む人々の共有財産みたいなものだもん……」

　初耳ですが、そういうコトなら解わからなくもありません！　ドクロちゃんの貯金箱をよく見れば、ジオラマのような遊園地には塔が左右に二本あり、どちらからもレールが延びているのです。となると、どちらか一本を僕が『カリオストロの白シロ』で作ったというコトに？

「ボク、桜くんなら、いいよ？」

「そ、そんなの悪いよ！　でも、それが『木工ボン道』の精神だっていうのなら、これはドクロちゃんと僕の、共同作品っていうコトでも──」

「そのかわり、一つだけお願いがあるの」

「お、お願い？」

　ドクロちゃんは、「えぇっと、ええとね……？」と、少しだけ赤くなりながら、

「この貯金箱、ちゃんと使って、ほしいの」

　そんなうつむき加減でお願いしてくる仕草に、僕はきゅーん！

「もちろんだよドクロちゃん!!　お安いご用さ！　じゃあさっそく、こっちからお金を入れてみていい？」

「うん！」

　僕は自分の百円玉を〈かたん〉、〈ころころころー〉、〈ちゃっりーん〉。

「……ねえ、ドクロちゃん？　これ、全部ドクロちゃんの方へ貯金されちゃうんだけど……」

「っ？」

「あ、あぶなーい！　あやうくドクロちゃんの奸かん計けいに陥おちいるトコロだった！　僕のお小遣いが自動的にドクロちゃんに吸収されるシステムがここにある！　やっぱり自分で作るよ！　去年作った竹ひごの貯金箱を『木工ボンド』でパワーアップさせるよ！」

　僕は【二日目　貯金箱を木工ボンドで増強】と予定表に書き込みました。

「そうすると残りは〝自由研究〟か。これが一番の問題なんだよなぁ」

　天使の少女がどんな〝自由研究〟をしたのかは既すでに知るトコロです。自作貯金箱に貯まったお金をちゃぶ台に広げて数えているドクロちゃんを横目に、僕は彼女の『自分流忍法の創作と実戦』ノートをぱらぱらとめくりました。

「……ここになにか、いい忍法が載ってないかな……ん？　これは……」

　目を留めたページには、

「〝エンジェ流ル忍法『問題先送りの術』〟か……。ここは一つ、この術で──」

　その時です。〈からり〉とふすまが開き、

「はかどっていらっしゃいますか？　桜さくらさん、おねえさま」

　現れたのは純白の軍服、お盆の上に氷入りのカルピスホワイトを乗せたいもうと天使なのです。

「あ、ザクロちゃん！」

「カルピスだー！」

　彼女は黒いベルトで覆おおい隠された左半面に手をあて微笑ほほえみ、ぬるくなった麦茶を氷入りのカルピスと取り替えてくれるのです。

「桜さん、夏休みの宿題大変でしょうけど、わたくしも微力ながらお手伝いいたします」

「ありがとう、ザクロちゃん」

　そして冷たい飲み物にさっそく口を付ける僕へと、お盆を抱きしめるようにした彼女は、

「わたくし」

　うつむき加減に、でも真まっ直すぐ僕を見つめ、

「桜さんを、県知事さんには、渡しません、から……！」

「え？」

　しかしザクロちゃんは〈ぱっ〉と立ち上がると、あっという間に居間を出て、キッチンの方へ行ってしまうのです。

「あ、あ……」

　プチ茫ぼう然ぜんとする僕へと、

「じゃあ桜くん？　さっそくワークをやっちゃおう？　ボク、一問できるゴトに〝きな粉〟や〝カール〟や〝カレー粉〟を桜くんのお口の中に入れてあげるねっ！」

「半分以上が飲み込みにくい粉状な上にどれもが口の中の水分を多量に奪うよ！　いいからドクロちゃんは『ボクの考えた新しい担任の山やま崎ざき先生』を考えてて？」

「はーいっ！」

　特筆すべきは、それからの草壁桜の活かつ躍やくでした。〝国語のワーク〟を前にした彼は古語を華か麗れいに現代語へと変化させ、文章中の□□□□に当てはまる四文字熟語を文章中から探し出し、【大器晩成】と書き込むのです。

「すごいすごい、どんどん進むぞ……！」

　天使の邪じや魔まがないだけでこんなにもちがうの!?　鉛筆を握り直しまくり、消しゴムをかけまくり、ページをめくりまくる。どれもが優ゆう雅が。洗練された学習スタイルなのです。

　──どのくらい時間が経たったでしょう。半分くらいまで行ったかな？　と、ページを確認していると、

「あついなかお疲れさま、桜さくらくんっ」

　さっきまで広告の裏にクーピーで、なにやら（おそらく新しい山やま崎ざき先生の）落描きしていたドクロちゃんが、僕を〈ぱたぱた〉と下した敷じきで煽あおいでくれているのです。

「ありがとうドクロちゃん。うん、確かにちょっと暑くなってきちゃったね」

　集中していたので気づかなかったのでしょう。僕の額や腕も、うっすら汗ばんでいます。

「でも今調子がいいんだ。この分だと予定よりも早く──」

「ねえ……、桜くん？」

「え、なぁにドクロちゃん？」

　天使の少女に振り向けば、

「こうすると、桜くんは……」

　彼女はその場で、白いワンピースのすそを指先でつまんでいて、それを徐々に、

「え、ちょ、な……ッ!?　ドクロちゃん……（ごくり）や、やめなよそんなコト!!」

　持ち上げ始めているのですッ!?
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「勉強が、はかどるんだっけ」

「ち、ちがうよドクロちゃん逆!!　できない!!　逆だよ！　そうされると集中できないんだってば!!　ちょっとドクロちゃん、おやめなさいぃっ!!」

　彼女のお脳のドコとドコの配線が繫つながってしまったというのでしょう。ワンピースはさらに持ち上がり続け、ぱんつはおろかおへそや腰のくびれ、肋ろつ骨こつまでもが徐々に視界に広がり、ついには二つの膨ふくらみの下端が──

　その時！

「桜さくらさん、お昼ご飯はなににいたしますか？」

　キッチンよりザクロちゃんの足音が!?

「わかったぁぁッ！　超はかどってるから！　ありがとうドクロちゃん！　もうほら、スギタルはオヨバざるが如ごとしって言うしねッ!?」

「うん！」

〈ぱさぁぁっ〉とワンピースが元に戻るのと、

「桜さん？」

　ザクロちゃんが居間を覗のぞき込んだのはほぼ同時！　ギリギリセーフっ！

「あ、あの、ええっと！　お昼ご飯は涼しいものがいいかなっ！　うん！　そうめん的なものとか！」

　僕はやってきた軍服天使にそう告げるのです。

「了解いたしました」

　そして廊下を戻る彼女の足音を聞きながら、

「まったくドクロちゃんは、おかげで余計に汗をかいたよ……。ちょっとエアコンつけるね？」

　サッシとふすまを閉めて、

「ええっと、リモコンは、どこに……」

「これ？」

「あ、サンキュードクロちゃん！」

　少女からリモコンを受け取り、さっそく冷房のスイッチをオン。すると同時に手の中のリモコンが〈ぶるる〉と蠢しゆん動どう。

　次の瞬しゆん間かん、

〈きんっ〉

「え……？」

　ＳＦチックに変な音を立て、リモコンの送信部から射出されたのは明らかに〝レーザー〟。オレンジ色の太い光線はそのまま一直線にクーラー本体受光部に〈ＢＬＡＡＡＭＥ!!〉と突き刺さり、〈もくもく〉と煙を上げ始めました。

「ちょッ！　レーザーが出たよー!?　なんなのこのリモコン!?」

　そうこうしている内に、リモコンからのビームを浴びたエアコンからは、

〈むおおおおおおー〉

「うわッ！　ぬるい！　最悪にぬるい風が出てきたよ!?」

　それはまるで歩いて行けない隣となりにある異世界に住まう〝生なま温ぬるさを司つかさどる魔ま神じん〟が吐き出したかのような極悪に生なま熱あたたかい空気。僕ぼく等らの神じん器ぎ、〝光ひかり菱びし重工インバーターエアコン・冷暖房兼用型ＺＲＨ─０１・十二畳用〟は、

「いったいどうしちゃったのー!?　なにこれ止まんない！　止まんないよぉぉ……ッ！」

　慌てて何度もボタンを押せば、

〈ＣＲＡＡＡＡＡＳＨ!!〉

「うわぁあッ!?　こ、今度は白い蒸気まであげ始めた!?　そんな指示してないよ!!　困ります！こんなの困りますぅぅ!!　ねえドクロちゃんどうすればいいの!?　これじゃあとてもじゃないけど宿題どころじゃないよ!!」

「でも、しゅくだいをしないと、桜さくらくんが、桜くんが──」

「ドクロちゃん!?　な、なんで泣き始めたの!?」

　突然、ナニが極まったというのでしょう。天使の少女の頰ほおに〈つつぅー〉と涙が一筋、瞳ひとみから零こぼれ伝い、

「──桜くんが、知事さんに、県知事さんに……!!」

「あ、そ、それは……!!」

「だったらその前にいっそ、ボクがこの手で、桜くんをー……っ!!」

「ちょ、ちょっとやめてよドクロちゃん!!　こ、こんなの痛いよ！　なんで僕をうつぶせにして黒いタオルで目隠しするのっ!?　ひゃっ！　あ、や、やだぁっ！　だめだよさっきからおかしいよ！　ドクロちゃんお願いだから落ち着いて!?　ねえ、天使は暑さも弱点なの？　ねえ待って、そこは……ッ!!」

「桜さん、ちょっとそこまで薬味のおねぎを買いに──」

〈からり〉と開いたふすま。覗のぞき込んだ居間に僕とドクロちゃんの惨状を垣かい間ま見みたザクロちゃんは、

「行って参ります！」

〈だだだだ！〉と玄関へ猛ダッシュしてしまいます!!

「ち、ちがうんだザクロちゃん！　これはちがうんだー！」

　僕は身体からだにドクロちゃんから受けた突発的な行為の余よ韻いんを引きずりながら、廊下に飛び出しザクロちゃんを追いかけます！

「ではどうして桜さんは汗だくになりながらおねえさまに目隠しをされ、水泳パンツ一枚しかお召しになってないんですか!?　わたくしは、わたくしにはもう理解が……！」

「ちがうんだよザクロちゃん！　これ！　このリモコンからビームが出て、エアコンに変な機能が……!!」

「そ、その桜さくらさんが手にされているリモコンは、まさか──」

　僕の言葉にザクロちゃんはコチラの手にあるモノを凝ぎよう視しし、

「──『重力子放射線射出リモコン　ミストルテイン』!?」

「え、ええッ!?　エアコンのリモコンにそっくりな、これ、天使の『魔ま法ほうアイテム』なの!?」

「『ミストルテイン』はあらゆるモノを操るコトができる魔法のリモコンなのですが、扱いが大変難しく……はっ！　こ、このままでは、おねえさまが……！」

　慌てて二人で居間に戻れば、〈むぁーッ！〉と、一いつ瞬しゆん呼吸の止まるような熱気の中、蒸気と汗でびっしょりぐったりのドクロちゃんが……!!

「さあ、次はえいごだよ……？　じをひくしょなり、ディクショナリーで……」

「ムリをしないでドクロちゃん！　今助けてあげるから!!」

「この暴走を止めるには、魔法アイテムの専門家であるザンスさんでなければ……」

「おーい！　ザンスさーん！　ザンスさんやーい！　もうッ！　いなくていいときにいて、いて欲しいときにいないのがザンスさんなんだから!!　よぉし、こうなったら!!『あぁ！　こ、これはラーマヤーナ幼稚園名物〝美幼女まるぼうろ〟！　賞味期限はあと七秒だー！』」




『ホホーウ！　激レアアイテム反応ザンスー』




「そうりゃあッ!!」

「ああ！　な、なんザンスか桜くん!!　畳の裏から華か麗れいに初登場したミィをどうする気ザンスか!?　や、やめるザンスよぉぉぉ!!　熱い！　熱い蒸気がミィのモヒカンヲォォオオ……ッ!!」
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　──地球温暖化現象。

　それは僕達たちの生きるこの二十一世紀に直面している様々な環境問題の中でも、とりわけ最近『早急に対策を立てなくては』と話題に上る機会の多い、中学二年生の僕でも見過ごすコトの出来ない事柄です。

　温暖化の主な原因として考えられているのが、化石系燃料の使用によって発生するＣＯ２二酸化炭素やＣＨ４メタンなどの温室効果を持つ気体の増加による気温の上昇です。

　これにより巻き起こる問題は多岐に亘わたり、『南極の氷が溶けるコトにより起こる海面上昇』や『加速する砂漠化と干ばつ』、『頻ひん発ぱつする台風や洪水』などの天変地異が挙げられ、昨今の日本における気象の乱れも、やはりその原因は地球の高温化にあるのではないかと言われています。

　もはや教科書やニュースの中の話ではなく、僕達一人一人が意識しなくてはいけないと言っても過言ではない地球温暖化問題。

　なので僕はだいぶ調子の戻ってきたドクロちゃん、そしてザクロちゃんへと解説するのです。

「ほら、あのように室内で薄うす着ぎになって、しかも電気を使わずに扇風機を指でくるくる回して風を起こして涼むのも、立派な地球温暖化対策になるんだよ？」

「えー、ほんとうにーっ？」

「そうです桜さくらさん、それはただの『電気の節約』ではないのですか？」

「うん、僕も最初はそう思った。けれど、電気をなるべく使わないようにするっていうコトは、ＣＯ２削減にもきちんと繫つながるんだ。例えばエアコンの冷房を二十八度に設定すれば、一世帯あたりおよそ三十キログラムもＣＯ２を削減できるしね」

「あ、あのぅぅ、桜くん、ドクロちゃん、ザクロちゃん……。三人揃そろって外からサバトのお家うちを覗のぞき込んで、なにをやっているんですぅぅ？」

「え？　なにって……」

　場所は変わって、ここは『アバランチ公園』の片隅にある『サバトちゃんハウス』の前。

　炎天も、木こ洩もれ日の下なら和やわらぎます。僕たち三人は〈ちゅくちゅくのーいんっちゅくちゅくのーいんっ〉というツクツクボウシ群ぐんの高鳴りの中、ダンボールをくり貫ぬいて作られた窓から、内部にいるクリーム色の髪の毛にくるくる羊ツノ、瞳ひとみの下には紫色のクマをたたえ扇風機を自分で回し、その微風を浴びるサバトちゃんを見つめていました。

「〝夏休みの自由研究〟をしてるんだよ？」

　──あれから、

　出現したザンスを『エアコンが直るまでここから出ちゃだめですよ？』と、〝灼しやく熱ねつの居間〟に封じ込め（「ひぃぃ酷ひどいザンス桜さくらくぅぅんッ!!　ココを開けてザンスぅぅッ！」）、それだけではちょっと可哀想かわいそうなので〝鍋なべ焼やきうどん〟を差し入れ（「熱ゥッ！　なんでこんなアツアツの差し入れをミィにッ!?　オホゥ！　熱いザンスゥッ!!」）、近寄るだけで遠赤外線的に暖かくなってしまった自宅を後に、僕達たちはここまでやってきたのです。

「で、でも、ここはサバトのお家うちですよぅ？」

　ダンボールで作られた家屋の中で、天使の女の子は僕の〝夏休みの自由研究〟という発言に戸惑いを隠せません。

「もちろんそれは解わかってる。実はあんまりにも夏が暑いんで、だったら地球温暖化現象について自由研究しようって決めたんだ。題材は『僕達にもできる地球温暖化対策』。それでね、この街で一番のエコロジカル生活を実践しているサバトちゃんを密着取材しようかと思って」

「はぅ！　だったらこそこそ観察してないで直接サバトに聞いてくださいよぅ！」

　彼女は慌てて髪の毛や服装などを整え、いずまいを正します。

　そうなのです。せっかく立てたスケジュールを変なリモコンのせいで狂わされ、変更をヨギナクされた僕は心機一転＆臨機応変に予定を変更。今日の午後は断固として〝自由研究〟をするコトにしたのです。

「ねえ、サバトちゃんがさっきやってたのって、自分が涼しいだけではなくて、指で扇風機の羽根をくるくるするコトによる風力発電だよね。ほら二人とも見て？　これぞクリーンエネルギー！」

「すごいねサバトちゃんっ」

「おじゃまいたします、サバトさん」

「は、はぅ、はぅ……っ!?」

　サバトちゃんは玄関部からダンボール内へとやってくる三人を、戸惑いながらも招き入れます。

「これからはこういう生活が都会でのスタンダードになってくるんだよ。ね？　サバトちゃん？」

「え……、は、はぃっ。そうなん、ですよ……？　この扇風機は、決してゴミ捨て場に捨ててあったのを見つけて『これで涼しく暮らせるんですぅっ』て嬉うれしくなって、でも我わが家に電気が無いのを忘れてて、しかたなく指でくるくる回してたわけじゃ、ないんですぅっ。ちゃんと、ちきゅうかんきょうを考えてのコトなんですよぅっ？　も、もちろんなんですぅ!!」

「サバトちゃんおみごとエコロジカル！」

　みんなで室内をウロウロしながら、僕は擦すり切れた『聖ゲルニカ学園』のブラウスとスカート姿の彼女を褒ほめ称たたえます。

「え、えへへですぅっ！」

　するとその時、

「ねえねえ桜さくらくん、こっちにきてー」

「ドクロちゃん、あれ？　どこにいるの？」

　声はすれども姿は無し。さっきまでさっそくサバトちゃん流エコ裏技、『扇風機・指くるくる』をしていた天使の少女が見あたらないのです。

「ねえってば、こっちにプールがあるーっ」

　それは家の外から。サバトちゃん、ザクロちゃんと共に靴を履はいて表に顔を出すと、少しだけ奥まった茂みの向こうでドクロちゃんが僕ぼく等らを手招きしているのです。

　彼女の元へと歩を進めれば、そこには半分くらい水の溜たまった、空気で膨ふくらませる式の小さなプール。

「本当だ。でも、なんでこんなトコロにプールが──」

　はたと閃ひらめいた僕は〈ぽん〉と手を打って、

「なるほど、さすがサバトちゃん。こうやって雨水を溜めてるんだね」

「え、は、はぃなんですぅ。これなら、わざわざ水道に行かなくても──」

「水道に行かなくても、育てている草木に水やりができるもんね」

「サバトちゃん、えっらーい！」

　僕達たちのやりとりに、なぜか「は・あ・ぅっ」と〈あわあわ〉するサバトちゃんは、

「あ、はいっ、はい！　そうなんですぅ！　このプールは、噴水のお水を溜めてお風ふ呂ろがわりにしてるわけでは全っ然なくて、空から降ってくる雨を溜めて、木や草に定期的にお水をあげるタメに、あるんですぅ！　ふぅーうっ！　もちろんサバトは、きちんと、考えているんですよぅっ!?」

「しかし桜さん、水道を使わないというのは、ただの『お水の節約』ではないのですか？」

「そ・れ・が、そうじゃないんだよねっ、サバトちゃん！」

「ふぁ、ひゃ、はい！　はいっ？　そうですよぅっ？　お水の、節約だけじゃ、ないんですぅ？　そ、それは、ですねぇ、もちろん、ええっとぉ、ええっとぉ……しー、おー、つー、が……？」

「そう！　例えばシャワーの蛇口をこまめに閉めるだけで、かなりの量のＣＯ２が削減できるんだ！」

「そうなんですよぅ！　しーおーつー！　コレなんですよぅっ！」

「サバトちゃんすっごーい！」

「なるほど。それで育てられた植物が、こちらに」

　ザクロちゃんの視線の先、見ればさらに奥まった茂みには耕された土地と新たな草木が植えられているのです。

「は、はぃっ？」

「世界規模で見れば、今でも止まることなく地球のどこかで進行している砂漠化。ほんのわずかでもいい、大地に緑を増やすことはとても大切なコトだよ。それを実行しているサバトちゃんに拍手！　なにしろ植物は大気中のＣＯ２を吸収してくれるんだからね」

「そ、そうなんですぅ！　これは食べられる草を今は食べないで栽培する『サバト農園』というわけでは、そういう、わけではないんですぅ……！　サバトは、少しでも、ちきゅうにみどり、を……」

「あ！　サバトちゃんの家は、屋根も緑化してあるね！」

「そ、そうなんですぅ、これは苔こけが生えちゃったわけじゃないんですぅ、これも、ち、ちきゅうに……」

「しかも〝ダンボール〟っていう自然環境に配はい慮りよした建物だしね！　そう、サバトちゃんのエコライフを語るときに忘れちゃいけないのが、ズバリこのリサイクルハウス！」

「は、はぃ、サバトは、サバトはほんとうは、本当は、ち、ちきゅ……（瞳ひとみから、一筋の涙）だめですぅ、サバトにはもう、耐えられませんん、ご、ごめんなさいなんですぅっ！　ちがうんです、ちがうんですぅっ、サバトは見栄も外聞もなく、やむなくダンボールの家で、プールのお風ふ呂ろで、日々をどうにか生活しているだけで、別に、そういう、他ほかのなにかに気を使う余裕なんて、まったくできなくてぇ……っ！」

「よぉし、じゃあここまでのサバトちゃんの生活をノートにまとめるね！」
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「だ、だめですぅぅッ！　まとめないでくださいっ！　本当はサバトも出来ることならエアコンひえひえのお部屋でごろごろしたいイケナイ女の子なんですよぅぅぅ～～!!　というかなんで三人ともサバトのお家の中に入って仲良くしてるんですぅ!?」

「あれ？　ところでこれはなに……？」

　みかん箱の机の上でこれまでの成果を書き記そうとする僕の目の前にあったのは、紙束をくくった一つの冊子。

「えーと、なになに？　『にがいけど食べられる草・四本』『渋いけど飲み込める草──」

「はぅ！　見ちゃだめなんですぅ、それはサバト家の家か計けい簿ぼなんですぅっ！」

　慌てて彼女は、色とりどりで種類もばらばらな紙片を紐ひもでまとめた冊子を僕の手から奪い取り、その身に抱きしめるのです。

「これは、サバト特製のノートですぅ。余白の多いページを選んで、作るんですぅ」

　彼女の視線をたどれば、部屋の一角に漫画雑誌や古本が集められています。

「なるほど、これまたエコロジー！　古紙の再利用は森林保護に繫つながるしね」

「じゃあボクも作るの手伝ってあげるーっ！　あぁ、『びんかんサラリーマン』が載ってる『月刊　トランキライザー』みーっけ！」

　天使の少女もすっかり環境問題に目覚めたのですね。彼女は壁かべ際ぎわに高く積まれた本へと腕を伸ばし、

「ひゃぅ！　ドクロちゃん、そんなに乱暴にしたらだめなんですぅっ！」

「えっ？」

　しかしサバトちゃんの警告と、絶妙なバランスで積み上げられていた古本の一番下にあった漫画雑誌をドクロちゃんが引き抜いたのはほぼ同時！　『本の壁』は、ゆぅっくり天使の少女へと倒れてきて……！

〈どさどさどさぁッ！〉

「いたたたぁ……──」

「ドクロちゃん大だい丈じよう夫ぶ!?」

　本に埋もれるように尻しり餅もちをついている彼女の元へ急いで駆け寄れば、

「──ぁ、は、……ぁぁっ！」

「ドクロ、ちゃん？」

　なぜかワナワナ、震ふるえている天使の少女。

「どうしたの？　どこか痛むの？」

　しかし彼女は、ちょうど膝ひざの上に乗っていた一冊の本を凝ぎよう視ししていて、

「お、おねえさま、その本は……!!」

　それに気がついたザクロちゃんまでも硬直。

「まさか、それは!!」

　表紙に見覚えあるのです。思わず叫ぶ僕の頰ほおに〈ひゅうっ〉と、冷たい風が過よぎり……!!




「『にほん妖怪大全』ッ!?」




　なんというコトでしょう。

　それは天使の姉妹が唯一恐れる近代の魔ま書しよ、『にほん妖怪大全』。

　けれど、いったいどうしてそんな危険な禁書がサバトちゃんハウスに!?　だって、

「『にほん妖怪大全』は、確かに僕が古紙回収に出したハズな……あああッ!!」

「ど、どうしたんですぅ？」

「サバトちゃん、あの大量の古本は、どこから持ってきたの？」

「はぃ、道ばたに置いてあったのを、ちょっとずつ集めたんですぅ」

「それは置いてあったんじゃなくて、廃品回収で出してあったものだと思うけどッ!!　ここに来てサバトちゃんのエコロジカル行動が、裏目に……!?」

　いえっ！　サバトちゃんに罪はないのです!!　それより一刻も早く、ドクロちゃんが手にする魔書を回収しないと──

〈びゅううおおおお！　ばさばさばさッ!!〉

「はぅっ!?　な、なんなんですぅ!?」

　慌ててダンボール一枚挟んだ外、窓から天空を見上げれば、

「う、うわぁぁッ！　さっきまで雲一つなかった青空へ、突風に乗ってあっという間に真っ黒い雲が、もくもくとーッ!?」

「なんなんですかぁぁっ!?」

　まるで水に墨ぼく汁じゆうを流し込んだよう。突如出現した暗黒入道雲は一いつ瞬しゆんで夏の太陽を覆おおい隠し、周囲はまるで真夜中のようになってしまい……ッ!?

〈びゅおうッ！〉

　突風に顔をなぶられ、目をつぶって開いた次の瞬間には、

「えっ？」

〈どずさぁあああ……っ!!〉

　天の底、バケツが大爆発したかの如ごとき豪雨＆烈風の世界。それくらい急激な天候の変化なのです！　あたかも映画撮影で無理矢理降らせている水のカーテンのような雨。逆巻く風と、超速で流れる低空のちぎれ雲はハートや星や鎌かまを持った死神のカタチ!!

「桜さくらくん、これはいったいなんなんですぅ!?」

「まさか、この二人が原因で……!?」

「はぅっ？　ドクロちゃんとザクロちゃんがですかぁッ!?」

　僕とサバトちゃんは室内を振り返り、

「前に、二人があの『にほん妖怪大全』を手にした時も大変なコトになったんだ！　ほ、ほら！　こっちにその本を貸してごらん、ドクロちゃんッ！」

　天使の少女へ手を差し伸べる僕！　が、しかし！

「あ、あああ……ッ！　ちょっとドクロちゃん!?」

　僕が受け取ろうとしたその寸前、天使の少女は〈ぽろっ〉と、『にほん妖怪大全』を地面に取り落としてしまい、

　いずこよりかの風に、〈ぱらぱらぱら〉と、頁ページはめくられ、そこには可愛かわいらしい江戸時代風のお姫様、
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「ひぃぃぃいいいっ!!」

「きゃあああああっ!!」

　二人の天使の最も恐れる妖怪『われめ姫』が、壁の割れ目からコチラを覗のぞいている様子が描かれていて……!!

〈ぴしゃぁあっ！　ごろごろごろー!!〉

　天使の姉妹の高ぶりとシンクロ！　外の世界は天風に荒れ狂うのです!!

〈びゅごおおー！〉

「こ、このままじゃサバトちゃんのお家が……!!」

「はぅ、心配しないでくださいですぅ！　サバトのお家はこれまで、幾多の風雪に耐え、苔こけのむすまで──」

〈めりめりめりぃぃッ!!〉

「ひゃぁう!!」

「あああッ！　サバトちゃんハウスの天てん井じようと四方の壁がすっ飛んで、ここがお外になっちゃった──!!」

　さらには、吹き込むというよりは、吹きすさぶ暴風雨の真まっ直ただ中なかで、

「桜さくらくぅぅん！」

「桜さんっ！」

　天変地異の原因であろう二人の天使は左右から、僕に抱きついて来るのです！

「ちょ、ちょっと二人とも！　く、くるしぃッ！　ちょ、ちょっとどこに行くの!?　そっちはプールだよッ!?　って、ナニ？　なにこの二人の体温！　しまった！　こうなった時の天使の体温は氷点下にッ!!　だ、だめだって！　そっちはプールが……!!」

〈どぼぉんっ！〉

「ひぃぃぃんっ！　サバトのおうちが飛んで行っちゃうんですぅッ!!　はぅぅ、まてまてなんですぅぅぅ……っ！（空に巻き上げられたダンボール片を追いかけていくサバトちゃん）」
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　空には激しい夕立が置いていった名残雲。

　長いあいだ栄華と熱光を誇った太陽は、今や朱金色の夕ゆう陽ひとなって西の空に沈もうとしています。僕とドクロちゃん、ザクロちゃんの三人は居間の縁側に座って、一〇〇％リンゴジュースを透過したみたいな夕暮れの庭を眺めていました。

「──という訳で、地球温暖化対策、熱い地球を冷やす一番の方法は〝ドクロちゃんとザクロちゃんに『にほん妖怪大全』を見せる〟という結果にまとまったワケザンスが──」

「まとまってませんよそんな結果には!!　地球温暖化による天変地異を防ごうとしてるのに、天変地異で地球温暖化を対策しちゃだめじゃないですか!?　まったくザンスさんは！」

　耳に届く〈かぁぁなかなかなかなかなぁぁ……〉というひぐらしの鳴き声。僕は背後に立ってサングラス越しに夕陽を眺めるザンスをたしなめました。家に帰って来てみれば、からからのしわしわになり『どうにか修理できたザンス』と汗で畳にメッセージを残したモヒカン付きの干ひ物ものが転がっていたので、それをお水で戻してしばらくしたらこうです。

　──あの後、僕はどうにか、冷たい雨に打たれる氷水プールの中で、怯おびえながらしがみついてくるドクロちゃんとザクロちゃんを凍えながら説得しました。

　現代は科学万能の世の中で、もう妖怪の住む場所は無いのだというコト。既すでに妖怪はこの世から、だれでもない、僕ぼく等らが根絶してしまったのだと……。

　賢けん明めいな天使の少女である二人は、僕の言葉を理解してくれました。

「ごめんね、ごめんね桜さくらくん。てへ、恥ずかしいところ、みられちゃった……」

「すいません桜さん。でも、今晩だけは、おねがいですからおねえさまと桜さんと一いつ緒しよのお部屋で寝かせてください……」

　彼女達たちが落ち着いたコトで、空を覆おおっていた夕立もウソのように消え去りました。ちなみにサバトちゃんはあれから行方ゆくえ不明です。早くお家が見つかるといいなと思います。あと、一緒に飛んで行ってしまった僕の宿題のノートも。

「でも一体なんでこんなトコロに『重力子放射線射出リモコン　ミストルテイン』が転がってたんザンスか？　確かにこのリモコンは居間のテレビで『未来の世界』の特殊番組やバベル議長からの連絡ビデオを見るためには必要不可欠なアイテムザンスが、ミィはきちんとお尻しりのポッケにいれておいたザンスよ？」

　そして、僕がザンスから「やっぱりお前のシワザかー!!」と『ミストルテイン』を奪い取り、モヒカンに向かってビームを射出しようとした、その時。

〈とるるるるるっ、とるるるるるっ〉

　電話が鳴り始めるのです。

　僕はコチラに振り向いてくる天使二人に「ちょっとでてくるね」と言い残し、ビームをモヒカンに射出し、玄関に移動、受話器を上げました。

「はい、草くさ壁かべです」

「桜？　俺おれ、宮みや本もとだけど。いやー、夏休みサイコーだな！」

「宮本はいつも元気だね！　で、なに？　なんかあったの？」

　電話の主は親友のクラスメイト。僕は受話器を持ち替えます。

「なんかあったのじゃねえよ『夜祭り』だろ今日は！　で、集合は六時に駅前、〝はっぴ〟に〝ふんどし〟で──」

「……あっ」




　僕等の夏の一日は、まだ終わりません。

　物語は後編へと続くのです。
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「桜さくらくん、こっちこっちー！　はーやーくーっ！」

　ごった返す人波の向こうから、

「ちょ、ちょっと待ってよドクロちゃん、ザクロちゃんも！　もうちょっとゆっくりー!!」

　かろうじて見えるのは天使の手のひら、わっかがキラリっ。

「あーっ！　りんごアメ！　りんごアメーっ!!」

　時刻は夜の七時半。そもそも中学二年生の僕ぼく等らは、夜出歩くことすらマレなのに。

「ドクロちゃんてば！　そこを動かないでよー！」

　前方に見えるカマボコ形のアーケード、『アルカディア商店街』は〝祭り〟への入り口。

　もしも今、駅ビルに上って最上階のレストランから僕等を見下ろしたならば、いつもの碁ご盤ばん目め状の街並みは、幻炎の如ごとき光のマス目となって夜景の中に浮かび上がっているコトでしょう。

　今こ宵よい、〝祭り〟は『アルカディア商店街』から『メメント山』の山頂にある神社へと続く〝参道〟を中心に、駅周辺の繁はん華か街がいを舞台としてヒトビトを吞のみ込みます。

　夏の夜、濃密に漂う〝ハレ〟の気配。熱気を溜ためたアスファルトを行く天使の少女はもちろん『こんなコト、初めて』なわけで……。

「あっまぁぁい、すっぱーいっ！　ねえねえ桜くーん！」

「どこ!?　ドクロちゃんドコにいるの!?　声はすれども姿が見えない……！」

　天使のアドレナリン放出担当の蛇口はもはや〈ぽーん！　すぽーん！〉と弾はじけ飛び、ボルテージは過去、味わったコトのないフェイズへ。

「で、でも、コレさえあれば……！」

　願いを込めて、僕は手の中のヒモを強く握りしめます。ドクロちゃんも自分自身のコトがだいぶ解わかって来ているのでしょう。天使の少女はこの人混みでも迷子にならぬよう、なんと己の腰にゴムひもをくくりつけ、その端っこを僕に握らせているのです。それはとってもエライと思うのですが、しかし、この『天使エンジエル紐コード』とでも言うべき天使の作りし最終兵器ゴムひも戦線は今や人混みのずっと向こうへと〈びんびん〉に伸びキッていて……っ!!

「あぁんもう！　さぁくぅらぁくんっ？」

「え……っ？」

　必死にたぐろうとした手の中で、みるみる縮む『天使エンジエル紐コード』。顔を上げれば紅あかい金魚を泳がせた水色浴衣ゆかたにスミレ色の帯を締しめたドクロちゃんが目の前に。思わず見とれてしまう僕に向かって、夏色な天使の少女は握るゴムひもを〈みゅんみゅん〉させて、

「ちゃんと迷子にならないようにボクについて来なきゃだめでしょ？　そのための『迷わんひも』なんだから」

「え、ええっ!?　このゴムひもって、ドクロちゃんじゃなくて僕が迷子にならないタメのアイテムなのッ!?　ちがくない!?　迷子を心配されるのはキミの方であって、僕はみんなとハグレちゃったりしないもん！　しかも、『迷わんひも』って……!!」

「すいません桜さくらさん、わたくしまでおねえさまと一いつ緒しよにはしゃいでしまって……」

　紺地に白い飛白かすりが入ったシックな浴衣ゆかたに銀の帯。腕に通した白い巾きん着ちやく袋ぶくろもばっちりなザクロちゃんへと、僕は、

「そんな、両手にリンゴあめで瞳ひとみを輝かがやかせながら言われても……！」

　──僕とドクロちゃん、ザクロちゃんが只ただ今いま満喫中なこの〝夏の夜祭り〟。

　正式名称を〝ナツメ祭り〟と言って、実は僕が小さい頃ころに始まった商店街主導のお祭りなのです。郷土の活性化を図ろうと若い店主さん達たちが中心となり開催されるこのお祭りは、『メメント山』にある〝ナツメ神社〟を祭神とし、『アルカディア商店街』界かい隈わいを中心に、街のみんなで作る楽しい夏のビッグイベントとなっています。

「もう、桜くんはさっきからなにをもじもじしてるの？　しゃきっと歩かないと誤解されちゃうよ？」

「だったら僕に着替えさせてよ！　このままじゃ凄すごく恥ずかしいのに!!」

〝白地に黒い縁取りのハッピ〟＆〝さらし〟に〝ふんどし〟、〝白い足た袋び〟。ズバリ『お祭り小僧』。それでは、ナニユエ僕がこのような気合いの入った格好をしているのかをダイジェストでお送りいたしましょう。




【ダイジェスト版・本日の夕方、宮みや本もとから電話をもらってからの僕たち】

　あれからスグに駅前、『お神み輿こしスタート地点』へとやって来た僕とドクロちゃんとザクロちゃん。そこには既すでに選ばれし地元の少年、お揃そろいの格好をした精鋭達が集合していました。

　僕らは皆、これから夕暮れと夜の狭はざ間まの中を、お神輿かついで山の麓ふもとにある〝御お守まもりやぐら〟と呼ばれる場所まで『わっしょいわっしょい』駆け抜けるのです。

　その勇姿たるや、毎年街の広報誌の表紙になるほど。イヤがオウにも男っぷりは急上昇。もちろんクラスメイト達を押しのけるように先頭に立って参加している僕だって、

「わぁっしょい！　わぁっしょい！」

　頑張ってます!!　だってこの勇姿、沿道の群衆に混じって、きっとどこかで静しず希きちゃんが見ていてくれるハズ！　よおし、はりきっちゃうぞぉぉっ!!

「わぁっしょい！　わぁっしょい!!　うわぁッ!?　ちょっと誰だれ!?　さっきから僕のおしりを触ってくるのは誰なの!?」

「わぁっしょい！　わぁっしょい!!　こら桜！　真ま面じ目めに担かつげ！　おまえでもサボるとこっちに重さが増すんだよ!!」

「だって宮みや本もと！　だれかが僕のおしりを！　あぁッ！　また、触られたぁ!!」

「だれもお前の尻しりなんか触らねえよ!!　しっかり担かつげ!!」

「ねえ西にし田だ！　後ろにいて気づかない？　だれかが僕のおしりを触ってくるんだ！」

「うぅん、ぼくしらないよ……？　ほら、桜さくらくん前向いて。わあっしょい、わあっしょい」

「わぁっしょい！　わぁっしょい!!　ちょっ……!?　今度はもっと強く揉もまれた！　なに!?　なんなのっ!?　ゴールまでまだ結構あるのにー……ッ!!」

【ダイジェスト版・本日の夕方、宮本から電話をもらってからの僕たち・おわり】




「ボク、あの時の桜くんが、忘れられないの……」

　気づけば〈ぽうっ〉と頰ほおを赤らめ、僕の胸をつっついてくる天使の少女に僕は言ってやらなくちゃいけないコトがある。

「だ、だからって、ずっとこのままっていうのはひどいよドクロちゃん！　キミが持って走り出しちゃった僕の着替えを早く返してよ！　みんなはあの後すぐに着替えたんだから!!」

「でも、ボクはうれしいよ……？」

「ちょっとなんで僕の前でしゃがんでるの!?　ドクロちゃんのえっちー！　〝ふんどし〟って下着なんだよ？　ホントにハズカシイんだからっ！」

　僕はもう、もじもじするしかありませんのに、天使の少女は頰をピンク色に染める少年に向かって、

「ち、ちがうもん！　ボクえっちじゃないもん！　だって、ボクも桜くんと、おそろいだから……」

「え？　おそろいって、なんで僕のふんどしを見ながら……って、ドクロちゃん？　まさか、その浴衣ゆかたの下って……、なんで!?　どうして顔を真っ赤にしちゃうの!?　……え？　ザクロちゃんまで、顔を赤くして、まさか、ザクロちゃんもその下は──」

「桜くんはやくはやくぅっ!!　あっちにわたあめ屋さんがあるよーっ!?」

「ちょ、ちょっと待ってドクロちゃん！　はぐらかさないできちんと答えてよ！　そして僕に着替える時間をちょうだいよー……ッ！」




　──これは〝ナツメ祭り〟と、少年と少女の、物語。
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　にぎやかな喧けん噪そうはアーケードに反はん響きよう、独特の響ひびき方で商店街を包みます。

　見上げれば、近所の小学校の児童がこのお祭りのために作った大きな壁画パネルがいくつも

天てん井じようから吊つり下げられるように飾られ、周囲には〝ナツメ祭り〟のイメージカラーである濃い橙だいだいの幟のぼりや布が橋を架かけるが如ごとく渡されていました。

　そんな老ろう若にやく男なん女によが行き交う〝お祭りモード〟『アルカディア商店街』のほぼ中央で、ドクロちゃんとザクロちゃんにようやく追いつき、並んで歩けるようになった僕は、

「いい？　ドクロちゃん」

　赤くて小さな巾きん着ちやく袋ぶくろを手に、浴衣ゆかたをふりふりしている天使の少女へと忠告するのです。

「お父さんとお母さんから貰もらったお金は決まってるんだから、無む駄だ遣づかいしちゃだめだよ？」

「えへへ、言われなくてもわかってるよ桜さくらくんっ」

　と、後頭部に『びんかんサラリーマン』の主人公、敏びん感かん一いち郎ろうの〝お面〟をくくりつけた天使の少女は、左手にポキポキ曲げると発光するピンク色の〝腕輪〟と〝いちご生クリームクレープ〟、右手にはグリーンの〝腕輪〟＆〝水風船ヨーヨー〟を〈ぱしゅんぱしゅん〉しながら微笑ほほえむので、

「わかってないよ!?　ドクロちゃんは全然なにも!!　キミのどこをどうぷにぷに突っつけばそういう言葉が出て来るのさ！　もう全体的に無駄なモノばっかりじゃんコレとかコレとかコレとか!!　ほっぺにはさっき食べたお好み焼きのソースがついてるし、手はわたあめでべとべとしてるし……!!　ほらこっち向いてドクロちゃん、拭ふいてあげるから」

「桜くん、人生には無駄なコトなんてなにひとつないんだよ？」

「ドクロちゃんに言われたくない！」

　頰ほおを濡ぬらしたティッシュでごしごししてあげる指にも思わず力が入ります。しかし、これら彼女の罪深いオコナイも致し方なきコトと見るべきか。なぜなら通りストリートの左右には無邪気な天使の欲望をかき立ててやまないイロトリドリの屋台がズラリ。いやいやいや、甘やかしてはいけません。だからこそ、ここはドクロちゃんに『我が慢まん』という概がい念ねんを教え込むいい機会と思って、厳しいようですが彼女に言ってやった方がいいと思うのです。よぉし、

「ねえドクロちゃん？　もし人間が欲しいものを欲しいだけ手に入れてしまったら、この地球はどうなってしまうと思う？」

「……さ、桜くん……っ！」

　天使の少女は〈はっ〉と我に返ったように愕がく然ぜんとし、口元を押さえ僕を見上げて、

「桜くんは、なんでまだ〝ふんどし〟のままなの……!?」

「それはドクロちゃんが着替えさせてくれないからでしょ!?　好きでずっとこの格好してるんじゃないよぅ！」

「桜さくらさん、少々よろしいですか？」

「ど、どうしたの？　ザクロちゃん」

　一方、チョコバナナを片手に僕へと声をかけてくるザクロちゃんは、おねえさんであるドクロちゃん以上に〝夜祭り〟に興味シンシンの様子。外見年齢十九歳、スラリと背が高く、しっとりと浴衣ゆかたを着こなすモデルのような彼女だって、やっぱり中身は九歳。まだまだとっても好奇心が旺おう盛せいな年とし頃ごろなのです。

「あの屋台なのですが……」

「た、大変桜くん！　あの屋台、ヘンなコトが書いてある！」

「え？　あれは『フルーツポンチ』の屋台だけど……」

「やはり、そうでしたか。あれは『フルーツポンチ』『フルーツポンチ』ですおねえさま」

「ねえいいの桜くん!?　『フルーツポンチ』があるよ？　『フルーツポンチ』だよ!?　でもあれ、『フルーツ──」

「ちょっと静かにして二人とも!!　屋台の垂れ幕をいちいち声に出して何度何度も繰くり返し読まないのっ！　周りのヒト達たちがなんかこっち見てる！」

「じゃあさ桜くん、あっちのお店屋さんはなに屋さんなのっ？」

　天使の少女がゆび指して僕を引っ張る先には、

「あ、ああ……このお店は『射的』って言って、ほら、その空気銃で向こう側の商品を撃うち落とすんだ」

　赤い布が敷しかれた手前の台に、銀色の狙そ撃げき銃じゆうとコルク弾が並べられています。

「ねえねえ桜くんやってみて？　ボク、あの麦わら帽子をかぶったゴム人間みたいなのが欲しい！」

　天使の少女は店内奥の棚に並んだ商品をゆび指して僕に振り向くのですが、

「え、ぼ、僕はだめだよ！　前やったコトあるけど、一発も当てられなかったもん！」

「そんなコト言っちゃって、ほんとうは桜くん〝射撃が上う手まい〟っていう隠しモードがちゃんとあるでしょ」

「ないよそんなモードは!!」

「〝あやとり〟だってうまいよね」

「だからないよそんな設定！　やめなよドクロちゃん、そういうのは──」

　思わずドクロちゃんの口の中にどら焼きを押し込もうとしたその瞬しゆん間かん、僕の肩は〈とんっ〉と、

「きゃっ」

「す、すいません！」

　人混みにぶつかってしまい、慌てて振り返れば、びっくりして僕を見ていたのは、

「桜さくら……くん？」

　ああ、なんというコトでしょう!!

「し、静しず希きちゃんッ!?」

　僕が片かた想おもいしている同級生にして幼なじみ、水みな上かみ静希ちゃんなのです!!　運命!?　もはやこれは静希ちゃんと結婚するという運命ッ!?　白地に桃色の花びらの舞う浴衣ゆかたに燕えん脂じ色いろの帯は涼しげな彼女をより可か憐れんに彩いろどっていて、

「お神み輿こし、ごくろうさま桜くん」

　なにより、凜りんと僕に微笑ほほえんでくれるのです！

「う、うん!!」

　やっぱり見ててくれたんだね静希ちゃんッ!!　出会いガシラ、続けざまに僕をそんなにドキドキさせてどうしようっていうの!?　もちろん彼女のセリフの後に『とっても、かっこよかったよ……？』という言外のメッセージが僕には聞こえています！　目の前、涼しげな静希ちゃんの浴衣姿に見み惚とれちゃいながら、〝ふんどし〟と〝はっぴ〟を脱げないままの僕は、もうどうしていいか……ッ!!

「こんばんは、ドクロちゃん」

「ねえね、静希ちゃんもいっしょに射的やろう？」

　おおっとドクロちゃんキミちょっとナァァァイスだよッ!?　だってこれなら自然な感じで静希ちゃんとお祭り中、一いつ緒しよに行動できるのです！　あんたはたまにいい子だよ！　よぉし、僕に言ってごらん!?　なんでも買ってあげ──

「ごめんなさいドクロちゃん。私これからこの荷物を本部にいるおじさんに届けなくちゃいけなくて」

　がっかりしちゃだめ草くさ壁かべ桜!!　男の子でしょ!?　ほら、顔をあげて笑いなさい!?

「そ、そ、そ──」

『そ、そ、そ──』じゃないでしょ!?　『そうなんだ、じゃあしかたないね。混んでるから気をつけておじさんのトコロまで行くんだよ？　本当は僕も一緒に行きたいけど、ドクロちゃんが一緒だと静希ちゃんも大変だものね。うん、またね静希ちゃんっ。あ、ちょっとまって。その浴衣、すっごくかわいい。とっても似合ってる』でしょ!?

「どうしたの？　桜くん、具合でも悪いの……？」

　あ！　四角く膨ふくらんだ風ふ呂ろ敷しき包みを持った静希ちゃんが僕を覗のぞき込んでいます！

「え、あ、そんなコトないよ静希ちゃん！　全然、悲しくなんか無──じゃないっ！　うん、じゃあ、気をつけて、ね……？」

「ありがとう桜くん。ドクロちゃん、ザクロちゃんも、またね」

　と、静希ちゃんは荷物を持ち替え、人混みの中に消えていきます。

「僕の、いくじなしぃ……！」

　誰だれにも聞こえないようにそっと呟つぶやけば、

「ぼうず、元気をだしなァ。溜ため息いきは、ついちまうと、そりゃあそれっきりになるもんだ」

　骨に染しみいるバリトンボイス。

「え……？」

　方向は人混みからではなく屋台から。大きくついてしまいそうになった息を吞のんで、思わず振り向いた先には、

「お、おやっさん!?」

　瘦やせた素肌は浅黒く、日焼けた頰ほおには傷一文字。着流しの懐ふところには布袋に包まれたなにかをいつも入れている壮年のたこ焼き売りコト〝おやっさん〟なのです！

「と、いう事は──」

　視線を手前に移せば、穴ぼこだらけのたこ焼き鉄板に立ち向かっているのは、

「たこはとれたて、大粒でおいしぃですよぅ！　買ってくださいなんですぅ！」

「サバトちゃんッ!?」

　クリーム色の髪の毛にくるくる羊ツノ、瞳ひとみの下には紫色のクマをたたえ前掛けエプロンを装着した天使の女の子なのです！

「って、はぅ！　桜さくらくん!?」

「自分の家を追跡したまま、どこに行っちゃったのかと思ったら……」

「サバトは、一いつ生しよう懸けん命めいにお家を追いかけてたんですぅ。そうしたら──」

「俺おれが材料の仕込みをしてる目の前に、サバト嬢じようがダンボールの切れ端と共に現れてな。これもなにかの縁だ。嬢にはまた店の方を手伝ってもらおうと思ってな」

「はぃなんですぅ！　サバト、一生懸命働いて、新しくてステキなお家を作るんですぅっ！」

「よかったねサバトちゃん。ほら、ドクロちゃんも僕の後ろに隠れてないで出ておいで？　ドクロちゃんも好きでしょ？　おやっさん特製のたこ焼き」

「で、でも……食べきれないで残したりしたら、こ、殺され……！」

「ないから！　だいたいドクロちゃんは残さないでしょたこ焼きを！　ほら、おやっさんは見た目は確かにちょっとだけやんちゃな過去を感じさせるけど、とっても優しいヒトなんだよ？　ね、サバトちゃん！」

「そうですよぅドクロちゃんっ！　親方のたこ焼きは天下一品なんですぅ！」

「そうだ、サバトちゃんはちゃんとたこ焼きをくるくる丸く作れるようになった？」

　僕はひつじのツノを三さん角かく巾きんで隠した天使の女の子の手元を覗のぞき込みます。

「もちろんですよぅ？　じゃあ、特別にサバトがココロを込めて焼いてあげるんですぅ！　親方、いいですかぁ？」

「ああ、やってみろサバト嬢」

「ありがとうなんですぅ！　……では、今からサバトが腕にヨリをかけるんですぅ！」

　するとサバトちゃんは、〈すちゃっ〉とおもむろに、両手の指の間に一本ずつ、計八本の千せん枚まい通とおしを、腕をクロスするように構え、

「おお……！　かっこいいサバトちゃん!!」

〈ずぱぁッ！〉と、左手の四本、右手三本の千枚通しを横に置き、右手一本に持ち替え、たどたどしくたこ焼きを焼き始めるのです。

　ちょうどその時、僕ぼく等らの隣となりにやってくる新しいお客さん。

「へい、いらっしゃい」

　おやっさんは腕を組んだまま、そちらへと視線を向けます。

「す、すいません、たこ焼きを一つ……」

　少しだけおどおどとした、女の子の小さな声がそれに応こたえ、ふと見れば、

「ちえり、ちゃん……？　あ、宮みや本もとも!?」

　そこにいたのは二人連れ。

「桜さくら!?」

「く、草くさ壁かべさん……！」

　クラスメイトの宮本と、その彼女であるＣ組の小お野のちえりちゃんなのです！　縁なしメガネに白い髪かみ留どめ。もえぎ色の格こう子し地じにさくらんぼ柄の浴衣ゆかたのちえりちゃんはもう、とっても可愛かわいくて、しかも彼女は「あ……」と声を上げ、今や黒っぽい男モノの浴衣に着替えた宮本と繫つないでいた手を〈ぱっ〉と離はなし、肩幅の広い彼の背後に隠れたりなんかして……ッ！

「な、なあ桜──」

「なんだ言いたい事があるなら言ってみろ宮本！　長年の付き合いだけど、今回ばかりはコトと次第によったら僕はお前をユルサナイ！」

「じゃあ言うぞ。桜、なんでお前はまだ〝ふんどし〟なんだ」

「聞かないで!!」

「ねえねえ、ちえりちゃんは一人で浴衣の着付けできるの？」

「は、はい。浴衣ならもう一人で着たり脱いだり……」

「ちょっとなにを聞いているのドクロちゃん!?　だめだよこっちに来なさい!!　ちえりちゃんも『なんだかおかしいな』と思ったら答えなくてもいいんですからね!?」

　いつの間にか、ちえりちゃんを背後から抱きしめるようにしてナニゴトか尋ねている天使の少女を僕は引きはがします！

「それはそうと桜、おまえもう〝ナツメの御お守まもり〟は手に入れたか？」

「え、まだだけど？」

　彼の言う〝ナツメの御守り〟とは、〝やぐら〟と呼ばれる山の麓ふもとの祭さい祀し場じようで買うコトのできる、〝ナツメ祭り〟の公式アイテムみたいなモノです。毎年デザインが少しずつ違う、鈴のついたこの〝御お守まもり〟は、実は僕も密ひそかに集めていて、今回も楽しみにしていたのですが、

「早く行った方がいいぞ？　今年は面白いものが見られるから」

「そう？　じゃあ、行ってみようかドクロちゃん」

「はぅ、おまちどうさまなんですぅっ！」

「あ、そうだった。ありがとうサバトちゃん！」

　気づけば、いつの間にやらサバトちゃんはプラスチックの容器に入れた、

「これは、なに……？」

「サバト特製のたこ焼きですぅっ！」

　なんか、黒くボソボソしていて、ごにょごにょっとしたカタマリを差し出しているのです。

「でもこれ、変な野菜みたいなものが、飛び出てるよ……？」

「あはぁ、それに気がつくとはさっすが桜さくらくんなんですぅ！　それはサバト農園で取れたての草を、そのまま素材の味を生かして混ぜ込んだ……え？　なんです桜くん、『サバトちゃんお先にどうぞ？』。またまたぁ、サバトは桜くんのために心を込めてつくったんですよぅ？　ささ、遠えん慮りよしないでですぅっ」

「ええッ!?　ちょ、ドクロちゃんなんで僕を押さえつけるの!?　え？『サバトちゃんに心を打たれた？』待って！　ふぅああッ！　ねえ助けて宮みや本もと!!　明らかにこれ草の匂においがする!!　ねえちえりちゃんでもいいから助ッ……ああッ！　なんで行っちゃうの!?　ま、ああぁまままままままァ……ッ！」




　　　　★




　お祭りで売っている〝粉モノ（お好み焼きやたこ焼きなどの、水で溶いた小麦粉が主原料の食べ物）〟は、生焼けだとお腹なかを壊こわすから、気をつけてください。

「うーん、うーん、なんで周囲はコゲていたのに、中はドロドロに生なの……？」

　腹部を一人で〈ごろごろ〉言わせながらアーケードを抜け夜空の下、

「くーださーいなっ」

　僕ぼく等らは神社のある『メメント山』の麓ふもと、紅こう白はく幕まくで囲われた通称、〝御守りやぐら〟へとやって参りました。やぐらの一番奥には、お祭りの開催と同時に僕たちが担かついだ〝お神み輿こし〟が鎮ちん座ざ。柵さくを挟んで磨みがかれた銅鏡みたいなものと、白い光沢のある花か瓶びんにさされた榊さかきが手前に。それを背にして、

「こちらにどうぞー」

　床に敷しかれた青畳の上で、微笑ほほえんでくれたのは白い着物に濃い朱色の袴はかま。キラキラした金の髪飾り、綺き麗れいな巫み女こさんなのです。

「ええっと、〝御守り〟を三つ──」

　なんだかちょっとだけ恥ずかしくなって、声を小さくしてしまいながら申し出ようとすると、

「いらっしゃい、桜さくらくん」

「え……？」

　目の前の巫み女こさんは、にぱっと笑っていて、

「た、田た辺なべさん!?」

　それはクラスメイトの女の子。いつもとはちょっと違う雰ふん囲い気きを纏まとった田辺さんがいるのです！

「え、え……？」

　戸惑う僕に、彼女はいつものイタズラな子こ狐ぎつねの笑みを浮かべ、

「南みなみさんもいるよ？　ほら」

「へっ!?」

　なんと、ザクロちゃんが鈴を渡してもらっている隣となりの席。そこには腰までの黒髪を一つ縛しばり、あいかわらず喜き怒ど哀あい楽らくを感じさせない表情で、でもそれがなんだかとっても今の巫女さんの格好にぴったりなクラスメイト、南さんが座っているのです。

「な、なんで、二人がここに……？」

[image: ]

　動揺する僕に南さんは、

「私達たちはお手伝いでここにいるの。桜くんこそ、どうして？　どうしてお神み輿こしを担かついだままの格好なの？　小さい女の子に、触ってもらえるから？」

「え、ち、違うよ南みなみさん!!　こ、これは、たまたまで……!!」

　宮みや本もとが言っていた『おもしろいもの』とは、このコトなのですか!?　確かに、興味深くはありますが……！

「そ、それより南さんはよく似合ってるねその格好。なんだか、別人みたいにきれ──」

〈ちりーんッ！〉

「痛ッ！　なに？　なんで〝御お守まもり〟を僕のオデコに押し付けて来るの南さん!?」

「わー、かわいいおまもりーっ」

「素す敵てきですね、おねえさま」

　ドクロちゃんとザクロちゃんは、さっそく〈ちりちり〉と、鈴の付いた〝御守り〟の白い組くみ紐ひもを浴衣ゆかたの帯紐へと括くくりつけているのです。

「でも、大変だね二人とも。巫み女こさんのお手伝いだなんて」

　オデコにできた鈴型の痕あとを気にしながら、僕は頑張っているクラスメイトをうかがいます。すると南さんは〈ふぁさっ〉と長い袖そでをひるがえし、

「そう思うなら、向こうの方に〝シロップ掛け放題〟のかき氷屋さんがあったはず。ちょっと買ってきて」

「えっ？」

「じゃあ、私は〝コーラ〟（田た辺なべさん）」

「わたしは〝ポカリ〟（南さん）」

「〝ポカリ〟はなくない!?（僕）」

「ボクは〝いちご〟ー！」

「ちょっと待って！　ドクロちゃんは一いつ緒しよに来るんだよ!?」

「ここでまってるー」

　ドクロちゃんは田辺さんと南さんの間、巫女さん用の畳の上に乗っかってしまっていて……！

「じゃ、じゃあザクロちゃん、ドクロちゃんが間違いを起こさないよう、くれぐれもよろしくお願いね!?　あ、ザクロちゃんはかき氷、ナニ味がいい？　なるほど『おねえさまと同じ〝いちご〟』と。了解っ。ええと、ではご注文は〝コーラ〟に、ホントに〝ポカリ〟!?　そ、そう……一応、頑張ってみる……。あと、〝いちご〟が二つ、と。え、や、やめてよ！　なんでみんなで『グレープグレープ！』とか『メロンメロン！』とか言うの!?　忘れちゃうでしょ!?　（耳を塞ふさいで走り出す）あーあーあー！　聞こえないー！　きーこーえーなーいー……」
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　山の麓ふもとの〝御お守まもりやぐら〟から、もう一度『アルカディア商店街』方面へと少し戻った参道。

「す、すいません、通してください、通してくださぃぃ……っ！」

　そこに、僕らが探し求めている〝シロップかけ放題のかき氷屋さん〟があるというのですが、「う、ぁあっ！　ちょ、あ、も、もう……っ！」

　そこには〝北海道じゃがバター〟〝スーパーボールすくい〟〝揚げ餅もち屋やさん〟〝からあげ屋さん〟〝おもちゃくじ〟〝イカ焼き〟〝シロップ掛け放題じゃないかき氷屋さん〟などなどなど、たっくさんの露ろ店てんが左右にヒシメキあっていて、その中から条件を満たした特定の一軒を見つけ出すという行為は、これは非常に困難なコトになっている上に、

「ま、まただ……!!　だ、だれですか？　僕のおしりを触るのは誰だれなんですか!?」

　僕はちょうど、通りの真ん中で展開され始めた〝振る舞い〟と呼ばれる、『蒸ふかしたてのおまんじゅうを配る』という人気イベントに、たった一人で巻き込まれ中なのでした！

「こ、これ、誰かの手が当たってるだけじゃ……ないよね!?　だってなんだか触り方がヘンだもん！　だ、誰!?　また僕のおしりを触ってるのは誰なんですか!?　僕のおしりはおまんじゅうじゃないですよっ……!?」

　ぎゅうぎゅうの人混みに翻ほん弄ろうされてしまう僕。〝ナツメ祭り〟で作られるおまんじゅうの美お味いしさには定評があって、この盛況ぶりは致し方ないコトではあるのです。けれど、

「ねえ西にし田だ！　後ろにいて気づかない？　だれかが僕の生おしりを触ってくるんだ！」

「うぅん、ぼくしらないよ……？　ほら、桜さくらくんちゃんと前向かないと危ないから」

「で、でも──」

　うながされるようにして前方に向き直った、その時です。

「桜くーん」

　人混みの向こう。歩道の端でコチラに向かって手を振っているのは、

「し、静しず希きちゃん……っ!?」

　見間違いではありません！　彼女はそう、一度は離はなれバナレになってしまった、花びら舞う浴衣ゆかたを身に纏まとった僕の想おもい人なのです！　勇気、百倍だーッ！

「ほうりゃぁぁーっ！」

　僕はおしりを触る手をぷりぷりと振りほどき、人波泳いで彼女の元へ……ッ！

「ど、どうしたの静希ちゃん、用事は済んだの？」

　息継ぎナシで辿たどり着いた僕は尋ねます。すると、静希ちゃんは二つ縛しばりにした髪の毛の先を恥ずかしそうにくるくるしながら〈こくり〉頷うなずいて、ちょっとだけ辺りをきょろきょろしてから、

「桜さくらくんにお願いが、あるんだけど……」

　切り出してくるものですがら、コチラとしては耳を澄すましイチゴンイック聞き逃さぬ構え！

「私、これから〝ナツメ神社〟に行こうかなって思ってるんだけど、桜くん……一いつ緒しよに、行ってくれる？」




　　　　★




　静しず希きちゃんは僕の手元を覗のぞき込み、

「あ、桜くんはもう〝ナツメの御お守まもり〟もらったんだ」

　ちょっとだけ羨うらやましそうに見上げてきます。

「これ？　うん、さっき〝御守りやぐら〟で……って、あ、そうだ！　やぐらに田た辺なべさんと南みなみさんがいたんだよ？　巫み女こさんのお手伝いしてるんだって。後で静希ちゃんのぶんも貰もらいにいこうか」

「じゃあ、神社の帰りに寄ってもいい？」

　──隣となりに好きな女の子がいて、その子が微笑ほほえんでいるだけで、

「うん、もちろん」

　星空は甘く軽やかな夜風を運び、祭りの喧けん噪そうは快歌のリズムとなって鼓動とシンクロし始めます。『メメント山』の方角、〝ナツメ神社〟へと続く道。僕はこの幸運を嚙かみしめながら、祝祭の空気を胸一杯に吸い込むのです。

「〝ナツメ神社〟には僕もまだお参りしてなかったから、ちょうどよかったよ」

「私もね、一人で行くのはちょっとさみしいなって思ってたの」

「じゃあ偶然だね、静希ちゃん。でも、その偶然がだんだんと必然になり、運命は僕ぼく等らをいつか一つにするのさ」

　すいません、『でも、その偶然が』以降のセリフは、僕の心の中だけのセリフでして、実際のセリフではないのです。でも、誰だれにも文句は言わせないです。と言いますか〝振る舞い〟でおしりを触られたあたりから、僕の脳のう髄ずいは〝なにか〟をすっかり忘れてしまっているような気がするのですが、うーん、気のせい気のせい。

「あ、水みな上かみ先輩！　せーんぱーいっ！」

　そしてそれは〝ナツメ神社〟への階段、入り口である鳥とり居いが見えてきた時のコト。

「──？」

　お喋しやべりしていた静希ちゃんと一緒に、背後から聞こえた女の子の声へと振り返れば、

「先輩もいらしてたんですね！」

　コチラに駆け寄ってくるのは私服姿な三人の女の子。彼女たちは静しず希きちゃんに急接近するやいなや、

「その浴衣ゆかたすっごいかわいーです先輩！　ああもう、先輩はなに着てもかわいい！」

「ちょっとみちるは静かにして。先輩困ってるでしょ」

「そうだよそうだよ先輩は陸上部のアイドルなんだからちゃんと並ばなきゃだめさ！」

　一番右の眼鏡めがねの女の子が瞳ひとみを憧あこがれのカタチにキラキラさせれば、男の子っぽい格好の真ん中の子は騒さわぐ友達の両腕を背後から搦からめ捕り、はしゃぐ左端の下級生は友達二人の前に立ちはだかり先輩をガード！　とっさのコトに僕と静希ちゃんが〈きょとん〉とする中、さらに、

「先輩も来るんだったら、私達たちも誘さそってくださればよかったのに」

　眼鏡の女の子が友人をかいくぐり、先輩である静希ちゃんに迫ります。しかし、

「だってほら、先輩には──」

　そこで再びボーイッシュな子に服を引っ張られるのです。そこでようやく、眼鏡の子は僕の存在に気がついて、

「あ……っ、ごめんなさい先輩。私達、おじゃま……ですよね？」

　すると、

「ば、ばか、そんなんじゃないんだから」

　突然静希ちゃんは、僕の手を取り、

「ま、また部活でね！　いこ、桜さくらくんっ」

　後輩達に〈くるり〉と身を翻ひるがえして鳥とり居いをくぐってしまうのです。背後では「きゃーっ、先輩、積極的ーっ！」という黄色い歓声みたいなものが上がり──

「静希ちゃん、いいの？」

「ごめんね、急に。あの子達、陸上部の後輩なの。今度の練習のとき、ちゃんと言っておくから」

　彼女は真っ赤になって、前だけ向いて幅広な石造りの階段を登り始めるのです。

「うぅん、びっくりしちゃったけど、うらやましいな静希ちゃん。後輩に人気があって」

「そ、そんなんじゃ、ないんだから……」

　小声でそっぽを向いちゃう静希ちゃんですが、僕はそんな彼女の仕草にもドキドキしてしまうのです。僕は思います。さっきの女の子達も言っていたように、今日の彼女はいつにも増して煌きらめいていて、学校で毎日逢あっていた静希ちゃんとは明らかになにかが違うのです。

　すれ違う人達も、なんだか最初は僕に視線を向けるみたいなのですが、それからスグに隣となりにいる静希ちゃんに気がつき、そのまま彼女に見み蕩とれている気がするのです。

「忘れてた。ねえ桜くん」

　そんな同級生から、

「な、なにっ？」

「はいこれ、さっき配られてたの」

「ありがとう、静しず希きちゃん……！」

　僕は先ほどの〝振る舞い〟で配られていたおまんじゅうを手渡されます。

　見れば隣となりを歩く彼女も、てっぺんに〝宮〟の焼き印を押された蒸ふかしたてのおまんじゅうを手の平に乗せています。僕も大事に、手で包みます。

「ね、桜さくらくん、夏休みの宿題はどう？」

　浴衣ゆかたの彼女は、いつもより歩調がゆっくり。僕も足並みを揃そろえます。

「あ、う、うん。僕はええと、国語のワークが半分と、あと自由研究も半分終わっ……て、え、ええっとね？　今年は僕、地球温暖化現象について調べたんだっ」

「わぁ、そんな難しそうなテーマ、すごいね桜くん」

「い、いや、僕なんて全然だよ！　静希ちゃんは自由研究とか、まだ？」

「私も今、いろいろ調べてるの」

「どんなこと？」

　静希ちゃんは、ちょっとだけ思いを巡らせるようにして、

「〝ナツメ祭り〟について」

　ひっそりと静かに続くなだらかな石段、てんてんと続く提ちよう灯ちんの薄うす闇やみの中で、そっと教えてくれるのです。

「この祭りについて？」

「うん。〝ナツメ祭り〟って、そんなに昔からあるものじゃないでしょ？　だけど──」

　ふいに、視界が広がりました。〝神社〟に到着したのです。

　オレンジ色のゆらゆらと揺れる明かりを投げかけてくる提灯の数は増え、それに従って影は濃くなり、僕たちの正面、真新しい注し連め縄なわで飾られた〝お社やしろ〟は、厳げん粛しゆくな空気をたたえていました。そして僕は〈はた〉と気がつきます。

「そっか、〝お祭り〟は昔からはないけど、〝ナツメ神社〟は昔からあるんだ」

「それでちょっとだけ、この神社のコトを調べてみようと思ったの」

　僕と静希ちゃんは参拝に来ている人達たちに交じって、〈がらんがらん〉と紐ひもを引っ張りお賽さい銭せんを入れ、きちんとお参りをしてから、近くのベンチに座ります。

「神社には、祀まつられている神様がいるじゃない？」

　隣となりに腰かけた静希ちゃんは、ゆっくりと続けます。

「この神社の祭神は『宮ぐ狼ろ律り安あ州す堤てい鎮ちん守しゆ夏なつ女めの神かみ』って言うの」

「ぐろりあす……？　って、あのグロリアス川のコト？」

「そう、グロリアス川は、今は街の真ん中を通ってるけど、昔はもっと蛇行してて、この辺りまで川が張り出していたんだって」

「え、こんな方まで!?」

「そうなの。だから、大雨が降ると氾はん濫らんして、大きな被害を出していたらしいの」

　そして、まっすぐにお社やしろを見つめていた彼女は、紡つむぎます。

「だからある年の夏、一人の女の子が〝人柱〟に立ったんだって」

「人柱、に……？」

　それはいわゆる生いけ贄にえに差し出して、災害などを防ごうとするコトで──

「『ナツメトイフ　ヨワイ十四ノキムスメヲ　ヒトバシラトシテ　タテタルナリ』。調べた昔の文献に載ってたの。だから、この女の子が神様として祀まつられているのは、全国にここだけ」

　僕が片かた想おもいしているクラスメイトは、少しだけ声を落として、一人では抱えきれなかった想いをそっと、解放するように、

「ここにはね、私達たちと同じ、十四歳の時に、神様になっちゃった女の子が眠ってるの」

　細く、息をつきました。

「〝ナツメ神社〟に、そんな歴史があったなんて……」

　僕と静しず希きちゃんと同じ十四歳で、そのような運命に巻き込まれてしまったナツメちゃん。単純にかわいそうと言っていいのかどうか、僕には解わかりません。悲しい話だけども、でも、当時の人々はこうして彼女の神社を造って──

「みんなの為ために身を捧げた、ナツメちゃんには」

　静希ちゃんの言葉に、僕は彼女の横顔に視線を向けます。

「……ナツメちゃんには、好きな男の子とか、いなかったのかな」

　呼吸を止めます。

　そして、ふと、

「いたんじゃないかな、好きな男の子」

　そう、僕は口にしていました。

「僕は女の子じゃないけど、わかる気がする。ナツメちゃんには、きっと好きな子がいたんだ。だから神様になって、その子を助けてあげようと思ったんじゃないかな。川の氾濫から、愛する人を護まもろうとしたんじゃ、ないかな……」

　彼女は、驚おどろいたように、ゆっくりとコチラに振り向き、

「そっか……」

　少しだけ、微笑ほほえみました。僕はなんだか急に照れくさくなって、視線を逸そらしてしまいます。

　──きっと静希ちゃんは、誰だれかにこのコトを相談したかったのだと思います。

　確かに、ずっと昔に自分と同じ歳としの女の子が洪水を抑えるために、人柱になったなんて、今からすればちょっと信じられないようなコトです。もし仮に、その人柱に立たなくちゃいけないのが自分だったら。人柱になるのが、もし、片かた想おもいの相手だったら……

「よぉ、見せつけてくれるじゃねえか、お二人さん」

　思考が中断されました。揶や揄ゆするような低い男の声と、さざめきのような低い笑い声が同時。〈さっ〉と、薄うす暗ぐらい逆光の中、ベンチに座る僕と静しず希きちゃんの前にいつの間にか、複数の影が並んでいて。

「……っ？」

　至近の気配に顔をあげれば、そこには僕ぼく等らの経験したコトのない空気。おそらく高校生とおぼしき背の高い五人の男。

「お、この子すっげかわいくね？　こんなふんどし小僧じゃなくて、俺おれらと一いつ緒しよに──」

　高校という世界の住人、しかもお世辞にもガラが良いとは言えない先輩達たちに、僕と静しず希きちゃんは囲まれているのです……！

「や、やめてくださいっ!!」

　静希ちゃんに手を伸ばそうとしてきたその男の前に、僕は立ち上がっていました。あ、あれっ？　ちょっと僕、どうするの!?　で、でも、静希ちゃんを……!!

「なんだガキぃ、ふんどしのクセにいっちょまえに──」

　目の前の不良が僕を見下ろした、その時です。

「お、おい待て!!」

　胸ぐらに手を伸ばそうとしてきた彼の腕を、仲間の一人が押さえ、

「こ、この、ガキは……」

　止められた不良は、しげしげと、改めて僕の顔を観察し、

「なんだ？　お？　ぁ、ああああっ!!」

「え、え……？」

　僕にはなにがなんだかわかりません。しかし目の前の不良は、

「コイツ……いやこのお方は、いつもザクロの姐ねえさんと一いつ緒しよにいる……桜さくらの坊ぼつちゃんッ!?（リーゼント）」

〈ざざざッ！〉と、一斉に五人は後ずさります！　そういえば、よくよく目を凝こらせばこの人達は〝リーゼント〟と〝ソリの入ったボウズ頭〟と〝アゴヒゲ〟と〝サングラス〟と〝前歯が無い〟『ミケランジェロ高校』に在ざい籍せきする、真夏でも学ラン、不良生徒五人組なのです！　以前ザクロちゃんにより撃げき退たいされ、それ以降、彼女を〝姐さん〟と呼ぶ彼らは、たまにザクロちゃんと一緒に街を歩いていると、突然挨あい拶さつしてくる人達なのです。

「も、もうしわけないっす!!（ソリボウズ）」

「祭りとはいえ、自分たちちょっと調子のってたっス！（アゴヒゲ）」

「面目ないっす！　俺達、姐さんになんて言ったらいいか!!（前歯）」

「てめえっ！　よりにもよって、ザクロの姐さんのご友人に……！（サングラス）」

　サングラスをかけた不良は、リーゼントの胸ぐらを摑つかみ、そのまま彼を殴なぐろうとッ！

「ちょ、や、やめてください！　僕は平気ですから、気にしてませんから!!」

　僕は慌ててサングラスの腕を引っ張ります!!

「さすが坊ぼつちゃん！　心が広いッス！　尊敬するっスゥゥッ!!（リーゼント）」

「お前ら、これ以上桜さくらさんへの無礼は許さねえ！　すみません、失礼します桜さん!!　おら行くぞみんな!!（アゴヒゲ）」

『失礼しまァすッ！』

　大仰な一礼と共に、あっという間にいなくなってしまう『ミケランジェロ高校』の不良達たち。

「い、いったい、なんだったんだ……」

　茫ぼう然ぜんとする僕のすぐ側そばで、

「桜くん、すごい。あんな不良たちを、眼め力ぢからだけで」

　僕をうっとりっぽい瞳ひとみで見つめる静しず希きちゃん。

「えっ!?　め、眼力!?　そ、そんな僕の眼力なんて大したことないってば……!!　え、えへへ……っ！　ほら、そんなコトよりほら、おまんじゅう食べちゃおう？　せっかくあったかいんだから今のうちにさ！」

「うんっ」

　静希ちゃんはもう一度ベンチに腰かけ、おまんじゅうに口をつけました。はにかみながら僕も隣となりに座ります。

「あ、おいしいよこれ」

「ほんと？　どれどれ」

　そして、彼女と一いつ緒しよにおまんじゅうを食べようとしたその時、

（おや……？）

　僕はこの、たった今僕と静希ちゃんの間に出来上がっている〝雰ふん囲い気き〟に、愕がく然ぜんとするのです。

（こ、これは……!?）

　夏の夜、二人っきりの神社。

　不良達から少女を護まもった少年。

　遠いざわめきを運んでくる風は、幼なじみの浴衣ゆかたの裾すそをゆらし──

「桜くん……？」

「な、な、なに？　静希ちゃん」

　あらがえない。いくら僕でも、運命にはあらがえないのですたい。だって幻影なんかじゃありません。現に僕の隣に座った幼なじみの女の子は、僕をじっと見つめていて……、

「桜くんて、すごいんだね」

「そ、そう？」

「すごい、桜くんはほんとうにすごいよ。だって桜くんて、いつもみんなの中心にいるし。……それに比べて──」

　静希ちゃんはゆっくりうつむいて、言うのです。

「──私は、だめ」

「え？」

「肝心な時に、ぜんぜんだめ……」

　静しず希きちゃんは〈ずぅぅん〉と背後に無数の縦線を背負うが如ごとく、頭こうべを垂れているのです!?

「たまに思うの。みんなの輪の中に、私がいないような気がするって……」

「そんなコトないよ!?　静希ちゃんだっていつもみんなと一いつ緒しよにいるじゃん！」

　僕はなんだか落ち込み始めてしまった幼なじみの女の子を励まします。

「だってほら、僕が知ってる限りでも、静希ちゃんを頼たよりにしてるクラスメイトって結構いるよ？　僕だって、その一人だし……」

「そんな事ない。私なんて、思ってるコトとか全然上う手まく伝えられないし、大事な時に、みんなの中に混ざっていけなくて……」

　彼女は下を向いたまま目元を拭ぬぐうようにこしこし。浴衣ゆかた姿の静希ちゃんはベンチに腰かけたまま膝ひざを抱え、しょんぼり体育座りの様相を呈しているのです。

「そもそも……」

　そして、ますます滅入り込むような同級生のつぶやきに、僕が寄ろうとすると、

「そもそも、さくらくんがわるいんだからっ」

　不意に〈がばっ〉と、静希ちゃんは顔を上げるのです。

「え、え……!?」

「うぅん、さくらくんはとってもいいの。でもね、くさかべはだめ。ぜんぜんなってない」

「まって、〝さくら〟と〝くさかべ〟って、それってどっちも僕だよね……!?」

「くさかべは最近私に冷たいんだよー」

「ちょっと、静希ちゃんどうしたの!?　そんなコトないよ!?　僕、静希ちゃんに冷たくしたコトなんか──」

「じゃあなんで距きよ離り？　ここに距離？」

　静希ちゃんはベンチに座る僕とのスキマを両手で計測するように示し、

「普通だったらこうだよね、こう！」

「ちょ、ちょっと静希ちゃん!?」

　ぐいっとぴったり、これでもかとくっついて来るのです!?

「なに？　くさかべには、なにか言いたいコトがあるっていうんですか」

「い、いや、そんな──」

「だめだ。さくらくんはとってもすごいのに、くさかべはだめだ。ほんとだめ」

　そして、さらにそのまま〈ぐんっ〉と僕へ身を乗り出し、

「だいたい、くさかべは学校でもいつもいつも──あっ！」

　そこまで言って、静希ちゃんはなぜか急に、

「っ！」

　浴衣ゆかたの胸元を、〈ばばっ〉と隠して……ッ!?
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「……？」

「みえた？」

「!?　み、見えてないよ！」

「じっと、みたでしょ」

「見てないよ!?」

「みてた」

「見てない！」

「せきにん、とって」

「せ、責任……て、なんの──」

「ねえ、さくらくん？」

　静しず希きちゃんは胸元を押さえたまま降ろした脚を組み、

「なつやすみって」

　囁ささやくように、

「楽しい？　──私は、ぜんぜん楽しくない……」

「え……、静希ちゃん？」

　僕の肩へと、寄りかかってくるのです。

「な、なっ！」

　今や僕の左半身には、片かた想おもいの女の子が醸かもし出す、暖かな重み。な、なんですか!?　静しず希きちゃんはいったいどうしてしまったのですか!?

「もっと、ここにいよう？」

　まるでイナズマにでも撃うたれたかのように、僕はその言葉に身体からだの自由を奪われます。

「さびしくないの？　くさかべさくらは」

「さ、寂し……って、ちょっと──」

「私はさびしかったのに。たった五日間でも、学校が無いから……」

　耳元にある静希ちゃんの唇から聞こえる声は、いつもとぜんぜん違うのです。

「だから、せきにん、とって」

　そして彼女がゆっくりそのまま、瞳ひとみを閉じました。

「静希、ちゃん……」

　擦かすれた声で、名前を呼びます。彼女は微動だにせずに。十四歳で。そこには決断も英断もなくて、ただ、静希ちゃんのくちびるが。初めて。操られるように、突き動かされるように、心と身体が一体になろうとした、

　その時です。

「さっきはスイマセンでした!!　たこ焼き買ってきたんで、どうぞお二人で……！（戻ってきた不良五人組）」

「ええええッ!?　ちょッ！　なんで戻ってくるんですか!?　どうして、どうしてあと三十秒遅くあなた達たちはァァァ……ッ!!　──って、あ、あれ？　どうしたの静希ちゃん？　ぐったりして、具合が、悪いの!?　あ、あれ？　静希ちゃん、ちょっとお酒くさい……？　ん？　このおまんじゅう、ひょっとして……〈くんくん〉、ああッ！　これ〝酒まんじゅう〟!?　大人アダルト用のお酒がたっぷり染しみこませてある〝酒まんじゅう〟だよこれっ!!　なんか様子がおかしいと思ったら静希ちゃん、もしかして、ずっと酔っぱらってたのッ!?　……な、なに静希ちゃん？　『気持ちが悪いの……』だって？　た、大変だぁぁッ!!」

　僕は不良達を「あっちにいってください！　もう！　もう！」とおっぱらい、静希ちゃんを肩に担かつぐようにして〝御お守まもりやぐら〟へと戻ります！




　　　　★




「すいませーん！　どなたか！　田た辺なべさんか南みなみさんはいらっしゃいますか!?　静希ちゃんが大変なコトに……！」

　酔ってふらふらになってしまった静希ちゃんを休ませてもらえるであろう休憩地点、〝御守りやぐら〟にようやくたどり着いた僕は、半分眠ってしまっている幼なじみの女の子を畳に横たえ、御お守まもりを全すべて配り終えてしまったのか、少し閑散としてしまっている〝やぐら〟内部へと声を張り上げました。

「おかえり桜さくらくん。かき氷買ってきてくれた？」

「あ、田た辺なべさん！　それどころじゃないんだよ！　悪いんだけどお水を一杯もらえる？　静しず希きちゃんが、間違ってお酒入りの──」

　しかし奥から姿を現した、巫み女こさんなクラスメイトは、

「あはっ！」

　ちょっと、ほっぺが赤くって。

「……え？」

「もうやだ静希ちゃんっ！　ねえ起きて静希ちゃん、寝るなんてずるいーぃ！　今日は寝かさないんだからぁ～っ！　きゃははははははっ！」

「ちょ、ちょっと田辺さん!?　なにやってるの!?　静希ちゃんをどうする気ッ!?」

　僕は静希ちゃんに上かみ四し方ほう固がためしようとする田辺さんを必死に抑えつけます。

「桜くん」

「あ、南みなみさん！　よかった。なんだか田辺さんがおかしいんだ！　ね、なにか冷たい水とか──」

「桜くん、そこに座りなさい」

「え？　でも今はそれどころじゃ──」

「座りなさい」

「は、はい……」

「今日は、桜くんに言っておきたいコトがあるの」

「僕、に？」

「これからの結婚生活には三つの袋があると申します」

「はい？」

「まず初めが堪かん忍にん袋ぶくろ。二つめが知ち恵え袋ぶくろ。三み波なみ春はる夫おでございます」

「南さんッ!?　ちょっと、田辺さんも、二人とも一体……！」

「ちょっと桜くん、聞いているの？」

　赤い顔の南さんは僕の胸ぐらを摑つかんで引き寄せて、

「あ、南さん、なにを……！」

「ふにゅー」

「ちょ、どうしたの!?　南さん顔が真っ赤だよ!?　しっかりして！」

　そして、コチラへつんのめってくるクラスメイトを支えようと僕が躍やつ起きになっているトコロへ、

「桜、手を貸してくれ！」

〈どたどたどたーっ！〉と駆けつけてきたのはさっきの僕と同じように、ちえりちゃんを抱えた、

「宮みや本もとッ!?　ま、まさか……！」

「小お野のさん、間違えて〝酒まんじゅう〟食っちゃって……」

「わたしなんて、ぜんぜんだめなんです。宮本くんと、つりあうわけなんか、なくて……」

　見れば、静しず希きちゃんの隣となりに横たわった彼女は、そのままぽろぽろと泣き始めているのです!!

「あははははは！　宮本くん、小野さんをどうしたの？　クロロホルム？　ねえクロロホルムって本当に効くの!?（田た辺なべさん）」

「ねえ桜さくらくん、私の話を聞いているの？（南みなみさん）」

　そして周囲に漂う、薄うすいけど、確かにお酒の匂においがして……!!

「ま、まさか、じゃあ、田辺さんも南さんも、お酒入りのおまんじゅうを……!?　だとしたら、まさか──」

「みゃーんっ」

　変な声に振り向けば、ひょこっと畳の上に姿を現す天使の少女。

「ドクロちゃん、どうしたの？　首には鈴がついてるし頭には青っぽい付け耳!?　そんなのどこで買ってき──」

「みゃーん」

「ちょッ！　どうしたの？　なんで変な声だして僕のほっぺをなめてくるの!?　なんなのちょっと！　だめだよ！　みんなの前だよ!?　あぁっ！　ねえザクロちゃん！　これはなに!?　なにが起こったの!?」

「すいません桜さん。天使はアルコールの摂取によって個性に変調をきたし、姿形が変容してしまうのです!!」

「ええ!?　き、聞いてないよそんないまさらな設定!!　って、なんかザクロちゃんにも猫の耳が生えてるよっ!?」

「はい、わたくし、少々酔っております桜さん！」

「天使って本当によくわからないッ！　というかドクロちゃん『みゃーん』以外は喋しやべれないの!?」

「みゃーん！」

「だめだこりゃ！　って、痛たたた！　嚙かまないでドクロちゃん！　ちょっと離はなしなさい！　いつも以上に人間の言葉が理解できないの!?　というか、どうすればいいのこの状況！　静希ちゃんも南さんも田辺さんも、ちえりちゃんまで酔っぱらっちゃってて──って、あ！　向こうから来るのはおやっさん!?　こうなったら大人の話が解わかるおやっさんに助けてもら……って、なんで？　なんでおやっさん、血だらけでダッシュしてるの!?　だめだ！　なんかよくわからないけど助けは呼ばないほうが……ッ!!」
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「くぁぁ……」

　祭りの後の静けさが身に染しみます。

　自宅、ようやく居間に辿たどり着いた僕は、思わず畳に伏せってしまいました。結局いまだにふんどしです。

「長い一日だった……」

　夏休みの宿題の計画を練り、クーラーが壊こわれて、外に逃げ出して公園へ。そこでサバトちゃんと一いつ緒しよに自由研究をして、激しい夕立。

　それから夏祭りに行って、お神み輿こしをかついで、静しず希きちゃんと神社に行って……あれから僕はミヤモトと一緒に、酔っぱらって寝ころんでしまった女の子達たちに、ようやく買ってこれたかき氷を食べさせ、酔いが醒さめるまで、ずっと傍かたわらで〈ぱたぱた〉と彼女たちを団扇うちわで煽あおいだのです。

「桜さくらくん」

　呟つぶやいた僕の耳に、か細い少女の声が聞こえます。

「あ、ドクロちゃん目が醒めた？」

「うん……」

　僕と同じ畳の上にうつぶせになっていた天使の少女が、微笑ほほえみます。

　最後まで目を覚まさなかった天使の少女。僕は彼女を、祭りに使われていた大だい八はち車ぐるまを借りて、ザクロちゃんと一緒に家まで運んで来たのです。

「たのしかったね桜くん。来年も行こうね？」

「もちろんだよドクロちゃん。今度はみんなで一緒に神社にお参りしようね」

「約束だよ？」

「はいはい」

　僕は、小指を差し出してくる天使の少女と、小さな声で指切りげんまんをしました。

　夏の夜の向こうからは〈りーりー〉と虫の音。




　──それはまだ、〝約束〟というものは、がんばって努力すれば全すべて守るコトができると、信じていた頃ころの物語。







　　　　　あとがき




　ふハハハー、お前も「左目、乱視入ってますね」にしてやろうかー。よくは解わかりませんが、おかゆまさきです。

　本作『撲ぼく殺さつ天使ドクロちゃん⑧』は小説誌、「電でん撃げきｈｐ」の38号、40号、41号に掲載されました三編、プラス書き下ろしの二編をくっつけ、ごにょごにょして一冊としたものとなっております。

　さて、⑧巻ともなりますと、さすがに小説を書くことに慣れてきたものでして、今回は通常、文庫一冊につき四編のトコロを、なんと五編も収録してしまいました。ウソです!!　ごめんなさい！　小説を書くことにはぜんぜん慣れてません未いまだに!!　じゃあナニに慣れたというの？　編集部へ行く道のり？　そりゃあ毎週通っていればイヤでも慣れて道に迷わなくなるわよ、ビシー！　さあガンバレ自分。特に未来の自分！　今の僕はちょっといくじなしだけど、明日の僕はきっと、きっと……!!

　そんなこんなで年月だけ光陰の如ごとく過ぎ去った今、僕は『小説の書き方・第三期』という物に入っていたりします。というコトは、第二期も第一期もあったというわけで、あ、ちょっとこのお話、していいですか？

　僕がお仕事をする時、その中で象徴的に移り変わって来たものがありまして、それは『小説を書く場所』だったりします。

　まずは第一期。この時期は『ドクロちゃん』の巻数から言うと、およそ①巻から④巻まで。この間、小説はずぅぅっと家で書いてました。朝起きて、パソコンに向かって「うーうー」言って、寝る。みたいなコトをずっと繰くり返していた記き憶おくがあります。どうにか『ドクロちゃん』のカタチを作ろうと自宅で試し行こう錯さく誤ごしている。これが第一期だったと思います。

　第二期は⑤巻から⑦巻です。これら、実はまったく自宅では書いていません。ほぼ全すべてをファミレスや喫茶店、ハンバーガーショップや図書館、はては電車の中などで書いていました。

　第一期から第二期の移り変わりを自分なりに考えてみますと、『自宅では集中できなくなってしまった』コトに原因があったように思います。自分の部屋には好きな漫画も小説もたくさんありますし、ネットだって繫つながりっぱなしです。これが執筆に影えい響きようを及ぼさないわけがない。そこで、以前使っていたノートパソコンを引っ張り出して、おかゆはここではないどこかを求めて、各地を漂流し始めたのです。

　キーワードは『集中力』です。だらだら自宅でやる六時間より、ぴりっと気を張りつめてやるお外の二時間の方が、仕事における量と質は遥はるかに上回ったりするのです。

　この第二期は僕にとって、かなり充実した想おもい出があります。家から外に出る『疑似出勤』と『疑似帰宅』は生活にメリハリを付け、朝起きて夕方帰ってくるという精神状態も、なんだかよろしかったりしました。

　そして現在、第三期。いったい僕は今、どこで仕事をしているのか。

　ずばり、自宅です。外から家に戻って来ちゃいました……!!

　長いスパンの中では、いくら集中しても書けない時というのが発生してしまいます。運の悪いことに、『ドクロちゃん』という作品は〝重要なストーリーの進行自体が、ギャグのアイディアが浮かばないので進みません〟という事態が頻ひん繁ぱんに起こります。そして『集中して二時間、何のアイディアも出てこない』というコトが起こった場合、その日はそれで終わってしまうのです。これが、とってもツライ感じなのです。

　というわけで、僕は今、自分の部屋というか、ええとここ、キッチンテーブルなのですが、すごーく肩の力を抜いて、リラックスしながら小説を書くようになっています。なかなかいいアイディアが生まれて来ないとなったら、焦あせらず騒さわがず涙ぐまず、ポカーンと好きな漫画を読んだり、手の届くトコロにガスレンジがあるので、サツマイモを蒸ふかしたりしながらインスピレーションを待ってたりしています。それでふと行き詰まってる画面を見ると、「おー、こんな感じかなー」と、難関突破しちゃったりします。

　第一期の〝焦り〟が消え、第二期の〝気負い〟。どちらも悪い意味での〝それ〟が抜けた状態なのかなーとか、思っています。

　けれど、これでも冒頭に嘆きました通り、まだまだぜんぜん足りてないのです。

　第三期とて通過点。今後訪れるであろう壁と、乗り越えて見える第四期、そして第五期とかの僕はどうなっているのか。いったいその時、僕はどこで小説を書いているのか。ちょっと楽しみだったりします。というわけで、あれ？　他ほかになにか言うことがあったハズなのに、⑧巻となった今、ちょっとここまでを振り返って見るおかゆなのでした。そんなコトしてる場合でも時期でもないのに……！




　というわけで、キッカケは無くとも恒例のスペシャルサンクスは始まるのです!!

　担当の三み木きさん、和わ田ださん。僕、編集部にお伺いすると、いつも「あれ、今日はおかゆさんテンション低いですね、どうしたんですか？」って言われるんですが、僕いつもテンション高いわけじゃないんです。普通の時だってあります！　そこを踏ふまえつつ、今後ともよろしくお願いいたします！

　電でん撃げき文庫編集部のみなさま、それから出版部や宣伝部、そして『ドクロちゃん』に関かかわってくださった全すべてのスタッフの皆様にも謝意を。作品が続けば続くほど、ご迷惑やなにやらいろいろとかけてしまっていると思うのですが、これからもあたたかく見守っていていただけたらと思います。

　イラストレーターのとりしもさん。順調にいけば、そろそろ『例のもの』が「電撃ｈｐ」に掲載されますね！　僕も楽しみにしています！

　著者近影でいつもお世話になっている暁あかつき真ま奈なさん。引き出物で頂いたティーセットが執筆中に活躍しております。あと、この間頂いた家庭用プラネタリウムも……!!

　文化放送『電でん撃げき大賞』のスタッフの皆さん。並びにパーソナリティーの森もり田た成まさ一かずさんと柏かしわ木ぎ貴たか代よさん！　こういうのばかりこなれてきてすいません。初心を忘れないよう、がんばります。

　地元の友人達と、ネットの向こうのみんなにも、感謝を。年々お互いの近況が変わっていくけど、変わらないものだってきっとあるよ!!

　そして今、この本を読んでくださっているあなたにも最大級の感謝を。この四年間で、読者のみなさんのいる『場所』もすごくすごく変化してきていると思うのです。にも拘かかわらず、今でも『ドクロちゃん』を手にとっていただけているなんて……！　今後ともよろしくおつきあい頂けるよう、僕もがんばります。

　それでは時間となりました。頃ころ合あいの良い日に、またお逢あいできたらと思います。





二〇〇六年七月某日　自宅にて　




おかゆまさき　









おかゆまさき

お仕事をしてたら、駐車場から隣の奥さんと二歳になる男の子の会話が聞こえてきたのです。子「はいっちゃった？」母「うん、はいちゃったよ」子「はいちゃった？」母「わかったからもうお家入ろうよー」子「はいっちゃった？」母「だからはいっちゃったってば」子「はいっちゃった？」母「もー（半笑いで）」。母子に、一体なにが。
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いらすと●暁　真奈




とりしも

新潟県出身東京在住。物欲に忠実に従うも消化する時間が無く、積みゲーム積みプラモ積み本で部屋が圧迫されまくりな今日この頃。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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